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大原
幽
学
は
、
全
国
を
流
浪
し
た
後
、
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
（
千
葉
県
干
潟
町
）
に
居
を
定
め
、
　
　
存
在
が
端
緒
と
い
え
る
が
、
幽
学
没
後
同
家
が
性
理
学
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
別
の
幕
臣

産
業
組
合
組
織
に
よ
る
耕
地
整
理
・
農
業
技
術
改
良
・
農
作
業
の
計
画
化
・
消
費
物
資
の
共
同
購
入
　
　
　
　
た
ち
の
間
で
性
理
学
が
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
明
治
十
年
代
、
東
京
在
住
の
旧
幕
臣
男

と
い
っ
た
方
法
で
、
天
保
期
の
荒
廃
し
た
農
村
を
建
て
直
そ
う
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
利
己
心
を
制
　
　
　
女
の
間
で
急
速
に
普
及
す
る
。
彼
ら
の
生
活
ぶ
り
は
、
丁
髭
を
切
ら
ず
、
肉
食
は
せ
ず
、
馬
車
・
鉄

し
勤
勉
に
つ
と
め
禁
欲
的
に
生
活
す
べ
し
と
い
う
そ
の
主
張
は
、
道
徳
と
経
済
と
を
統
一
し
た
実
践
　
　
　
道
に
は
乗
ら
ず
と
い
っ
た
、
文
明
開
化
の
世
相
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
周
囲
か
ら
は
隔
絶
し
た
一

哲
学
で
あ
り
、
多
く
の
農
民
が
門
人
と
な
り
教
え
を
奉
じ
た
。
幽
学
の
思
想
は
、
性
理
学
（
性
学
）
　
　
　
種
異
様
な
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
呼
ば
れ
た
が
、
村
を
越
え
広
範
に
広
ま
っ
た
そ
の
教
え
は
、
や
が
て
幕
府
の
嫌
疑
を
受
け
る
こ
と
　
　
　
　
反
文
明
・
反
西
洋
の
態
度
を
取
っ
た
明
治
の
旧
幕
臣
性
理
学
徒
で
あ
る
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中

と
な
り
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
幽
学
は
自
害
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
幕
末
維
新
期
に
横
浜
語
学
所
・
沼
津
兵
学
校
・
静
岡
学
問
所
と
い
っ
た
先
端
的
な
洋
学
機
関

　明
治
維
新
を
は
さ
み
、
性
理
学
は
二
代
目
二
二
代
目
の
教
主
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
門
人
に
　
　
　
で
学
び
教
え
た
経
歴
を
持
つ
人
物
が
い
た
。
洋
学
か
ら
性
理
学
へ
と
い
う
転
向
は
、
彼
の
い
か
な
る

は
、
大
多
数
を
占
め
る
下
総
農
民
に
混
ざ
っ
て
、
江
戸
の
幕
臣
、
東
京
・
静
岡
の
旧
幕
臣
が
加
わ
っ
　
　
　
経
歴
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
そ
の
伊
藤
隼
と
い
う
人
物
に
関
す
る

た
。
幽
学
を
恩
人
と
慕
い
、
幕
府
に
よ
る
弾
圧
の
際
も
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
御
家
人
高
松
家
の
　
　
　
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
明
治
の
旧
幕
臣
が
残
し
た
思
想
遍
歴
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
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は
じ
め
に

幕
府
か
ら
嫌
疑
を
受
け
た
大
原
幽
学
を
弁
護
し
、
自
ら
の
弟
と
偽
っ
て
ま
で
庇
お

う
と
し
た
人
物
に
、
幕
府
御
家
人
高
松
彦
七
郎
と
そ
の
子
彦
三
郎
が
い
た
。
高
松
家

の
素
性
と
幽
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
津
和
彦
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
松
彦
七
郎
は
、
幽
学
が
活
動
拠
点
と
し
た
下
総
国
長
部
村

の
農
民
出
身
で
あ
っ
た
。
高
松
の
生
家
は
一
旦
潰
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
幽
学
の
指
導

に
よ
っ
て
再
興
を
果
た
し
、
高
松
は
そ
の
こ
と
を
大
い
に
感
謝
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

高
松
父
子
は
性
理
学
(
幽
学
の
教
え
)
の
正
式
な
道
友
(
門
人
)
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
思
想
的
な
影
響
は
及
ん
だ
ら
し
い
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
松
淳
氏
の
研
究

成
果
を
受
け
、
こ
の
高
松
家
の
明
治
以
降
の
消
息
、
と
り
わ
け
彦
三
郎
の
息
子
た
ち

と
高
松
力
蔵
(
彦
三
郎
の
弟
)
に
関
し
て
若
干
の
事
実
を
追
加
説
明
し
た
い
。

幽
学
没
後
、
そ
の
教
え
は
長
部
村
の
遠
藤
亮
規
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。
遠
藤

教
祖
時
代
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
が
、
従
来
の
下
総
国
農
民
ば
か
り
で
な
く
、
静
岡

へ
移
住
し
た
旧
幕
臣
が
新
た
に
入
門
し
、
そ
の
地
縁
に
よ
り
駿
河
・
相
模
の
庶
民
層

も
門
人
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
入
門
の
旧
幕
臣
神
谷

謙
之
助
は
駿
河
国
庵
原
郡
柏
尾
村
(
静
岡
市
)
に
居
住
し
て
い
た
が
、
岡
村
の
豪

農
・
国
学
者
高
田
宜
和
(
潤
作
)
を
勧
誘
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
高
田
の
実
家
で
甥
に
あ
た
る
駿
東
郡
沼
津
宿
(
沼
津
市
)
の
豪
商
和
田

伝
太
郎
が
感
化
を
受
け
、
叔
父
・
甥
の
二
人
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
そ
ろ
っ
て

遠
藤
に
入
門
し
た
。
翌
五
年
(
一
八
七
二
)
に
は
和
田
の
も
う
一
人
の
叔
父
で
、
相

州
小
田
原
の
薬
種
商
を
継
い
で
い
た
小
西
正
蔭
も
入
門
を
果
た
す
。
そ
し
て
、
た
ぶ

ん
小
西
の
導
き
に
よ
り
、
足
柄
県
の
士
族
た
ち
(
旧
小
田
原
藩
士
)
か
ら
も
入
門
者

が
続
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
四
月
、
箱
根
で
湯
治
中
の
遠
藤
が
政
府
の
手
で
逮
捕
さ

れ
、
同
時
に
各
地
で
九

O
名
余
の
性
理
学
門
人
が
拘
束
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
旧

幕
臣
の
性
理
学
へ
の
接
近
を
、
徳
川
幕
府
再
興
・
明
治
政
府
転
覆
を
企
て
る
陰
謀
で

あ
る
と
誤
解
し
た
司
法
省
の
役
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
数

か
月
後
、
逮
捕
者
は
無
罪
放
免
と
な
っ
た
。

遠
藤
は
、
国
事
犯
事
件
か
ら
釈
放
後
、
滋
賀
県
で
客
死
し
た
。
二
一
代
日
教
主
を
継

い
だ
の
は
、
下
総
府
馬
村
の
人
石
毛
源
五
郎
。
石
毛
時
代
、
明
治
十
年
代
に
は
さ
ら

に
士
族
・
旧
幕
臣
の
入
門
者
が
増
加
し
、
東
京
に
拠
点
を
置
き
、
教
団
内
で
一
大
勢

力
を
な
す
に
至
る
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
活
動
を
重
視
す
る
旧
来
か
ら
の
下
総
農
民
派

と
、
宗
教
性
・
精
神
性
を
重
視
す
る
旧
幕
臣
派
と
の
問
で
対
立
が
深
ま
り
、
旧
幕
臣

派
に
組
し
た
石
毛
は
明
治
三
九
年
(
一
九

O
六
)
教
祖
の
座
を
追
わ
れ
る
。

筆
者
は
、
明
治
以
後
の
性
理
学
に
関
し
、
特
に
静
岡
県
の
旧
幕
臣
・
平
民
入
門
者

の
存
在
を
紹
介
す
べ
く
、
小
文
を
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
っ
説
。
そ
の
中
で
は
、
チ
ヨ

ン
マ
ゲ
を
切
ら
ず
、
肉
食
を
せ
ず
、
人
力
車
・
馬
車
・
鉄
道
に
乗
ら
な
い
と
い
う
、

文
明
開
化
に
逆
行
す
る
旧
幕
臣
門
人
の
生
活
ぶ
り
に
着
目
し
、
静
岡
学
問
所
・
沼
津

兵
学
校
や
明
六
社
に
代
表
さ
れ
る
洋
学
系
旧
幕
臣
・
静
岡
藩
士
が
持
つ
開
明
性
と
は

全
く
違
う
意
識
を
有
し
た
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

し
か
し
、
最
近
、
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
の
「
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
」
を
調

査
す
る
機
会
を
得
、
性
理
学
の
門
人
と
な
っ
た
旧
幕
臣
に
は
、
伊
藤
隼
と
い
う
、
生

粋
の
洋
学
系
と
も
い
う
べ
き
人
物
が
存
在
し
、
教
団
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
性
理
学
門
人
は
単
純
に
反
文
明
・
ア
ン
チ
西
洋
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
、
洋
学
系
旧
幕
臣
が
単
純
な
親
西
洋
・
文
明
肯

定
派
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
。
伊
藤
隼
の
入
門
前
後
の
履
歴
・
動
向
に
つ
い

て
、
史
料
に
即
し
て
述
べ
て
い
く
こ
と
を
本
稿
の
第
二
の
課
題
と
す
る
。

@
沼
津
兵
学
校
資
業
生
高
松
寛
剛
・
早
川
省
義
兄
弟

こ
こ
で
は
大
原
幽
学
の
裁
判
に
お
い
て
果
た
し
た
高
松
彦
七
郎
・
彦
三
郎
父
子
の

役
割
に
つ
い
て
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
松
津
和
彦
氏
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
、
そ
し
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て
松
淳
氏
の
研
究
成
果
を
再
確
認
す
べ
く
木
村
礎
氏
が
ま
と
め
た
要
点
か
ら
、
そ
の

素
性
・
履
歴
に
関
す
る
こ
と
を
限
定
し
て
記
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

高
松
彦
七
郎
茂
雅
(
一
七
八
七
j

一
八
六
五
)
は
、
長
部
村
の
農
民
遠
藤
茂
兵
衛

の
子
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
幕
府
御
家
人
の
養
子
と
な
り
、
文
化
五
年
(
一
八

O

八
)
御
小
人
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
後
に
御
小
人
目
付
、
御
小
人
頭
に
進
ん
だ
。
そ
の

長
男
高
松
彦
三
郎
茂
省
(
一
八
一
八

1
六
一
二
)
は
、
御
小
人
目
付
を
つ
と
め
、
ペ

リ
l
来
航
後
は
御
台
場
普
請
掛
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
仕
事
に
携
わ
り
、
文
久
元
年

(
一
八
六
一
)
に
は
幕
府
遺
欧
使
節
団
に
加
わ
る
な
ど
の
足
跡
を
残
し
た
。
彦
三
郎

は
高
島
流
砲
術
を
学
び
、
海
防
や
洋
学
・
外
国
事
情
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
彦
七
郎

の
次
男
高
松
力
蔵
茂
径
は
、
生
前
の
幽
学
に
親
し
く
師
事
し
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た

が
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
生
徒
に
選
ば
れ
、
幕
府
海
軍
士

官
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。
彦
三
郎
に
は
男
子
が
三
人
あ
り
、
長
男
は
太
郎
、
次
男
は
次

郎
(
嘉
永
五
年
生
ま
れ
)
と
い
っ
た
。
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
彦
三
郎
の
妻
は
将

軍
家
慶
の
子
松
平
長
吉
郎
の
乳
持
と
な
っ
た
た
め
、
次
郎
は
長
吉
郎
と
乳
兄
弟
の
間

柄
に
な
っ
た
。
太
郎
は
、
後
年
高
松
寛
剛
と
名
乗
り
、
陸
軍
歩
兵
少
佐
と
な
っ
た
が
、

幽
学
の
後
継
者
遠
藤
亮
規
の
死
去
に
際
し
香
典
を
送
っ
た
り
、
明
治
四

O
年
(
一
九

[大原幽学没後門人と明治の旧購臣]ー・樋口雄彦

O
七
)
幽
学
五
十
年
忌
に
あ
た
り
八
石
教
場
に
幽
学
遺
著
を
持
参
す
る
な
ど
、
明
治

以
降
も
遠
藤
家
・
性
理
学
会
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
明
治
四
三
年
(
一
九
一

O
)
四
月
二
一

O
日
六
二
歳
で
没
し
た
。

実
は
、
幽
学
の
シ
ン
パ
高
松
彦
七
郎
の
孫
、
す
な
わ
ち
彦
三
郎
の
長
男
高
松
寛
剛

は
、
維
新
後
静
岡
藩
徳
川
家
が
設
立
し
た
沼
津
兵
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
沼
津
兵

学
校
を
研
究
テ
l
マ
と
す
る
筆
者
は
、
思
い
も
か
け
ず
松
淳
氏
の
論
文
中
に
彼
の
名

前
を
発
見
し
驚
い
た
。
「
大
原
幽
学
」
と
「
沼
津
兵
学
校
」
、
ま
っ
た
く
接
点
が
あ
る

と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
没
後
門
人
に

旧
幕
臣
・
静
岡
藩
士
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
の
で
、
決
し
て
理

解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
以
下
は
、
高
松
寛
剛
の
履
歴
に
関
し
、
松
津
氏
が
言
及
し
て
い
な
い
諸
点

を
付
け
加
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
幕
末
期
で
あ
る
が
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
三

月
九
日
、
太
郎
こ
と
寛
剛
が
、
彦
七
郎
の
「
嫡
孫
承
祖
」
と
し
て
御
貝
役
無
足
見
習

に
就
任
し
た
記
録
が
あ
(
机
o

祖
父
彦
七
郎
よ
り
も
父
彦
三
郎
が
先
に
亡
く
な
っ
た
た

め
、
寛
剛
は
嫡
孫
と
し
て
家
を
継
ぐ
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二

O
歳

で
幕
府
瓦
解
を
迎
え
た
時
、
祖
父
も
父
母
も
す
で
に
な
く
、
家
長
と
し
て
祖
母
や
兄

弟
を
連
れ
沼
津
に
移
住
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
二
年
(
一
八
六

九
)
正
月
試
験
に
よ
っ
て
句
読
手
伝
心
得
を
拝
命
、
四
月
に
は
沼
津
兵
学
校
第
二
期

資
業
生
に
及
第
し
、
静
岡
藩
の
陸
軍
士
官
へ
の
道
を
つ
か
ん
だ
。
資
業
生
に
な
れ
る

規
定
の
年
齢
を
越
え
て
い
た
が
、
例
外
的
に
許
可
さ
れ
、
年
内
修
業
料
と
し
て
二

O

両
を
下
さ
れ
た
。
第
二
期
・
第
三
一
期
の
資
業
生
は
、
旧
幕
府
陸
軍
士
宮
の
出
身
者
が

多
か
っ
た
た
め
「
士
官
連
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
寛
剛
も
幕
末
期
に
す
で
に
陸
軍
に
所

属
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
同
級
生
が
残
し
た
生
徒
名
簿
に
は
、
「
兵
士
持
」
一

二
名
の
一
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
古
参
の
資
業
生
・
士
官
候
補
者
と
し
て
兵

卒
の
訓
練
を
担
当
し
た
こ
と
が
わ
れ
ぶ
。
な
お
、
沼
津
で
は
、
城
下
の
添
地
町
に
住

ん
だ
ら
し
(
川
。
ま
た
、
寛
剛
は
沼
津
時
代
、
日
記
を
付
け
て
お
り
、
二
年
七
月
一
七

日
沼
津
病
院
建
築
に
あ
た
り
金
一

O
O疋
を
献
金
し
た
と
い
っ
た
記
事
を
引
用
し
た

丈
献
も
あ
る
が
、
現
在
日
記
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

沼
津
で
の
生
活
は
三
年
半
で
終
わ
っ
た
。
兵
学
校
の
政
府
移
管
に
伴
い
、
明
治
五

年
(
一
八
七
二
)
五
月
資
業
生
は
東
京
の
陸
軍
教
導
団
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
六
三
名
の
資
業
生
は
隊
伍
を
組
み
東
京
へ
向
か
っ
た
が
、
寛
剛
は
伍

長
六
名
の
一
人
に
選
ば
れ
、
八
名
の
隊
員
を
束
ね
る
責
任
を
負
っ
た
。
教
導
団
は
下

士
官
養
成
機
関
で
あ
り
、
静
岡
藩
で
は
士
官
候
補
者
だ
っ
た
元
沼
津
兵
学
校
資
業
生

に
と
っ
て
は
屈
辱
的
な
処
遇
で
あ
っ
た
。
六
三
名
の
過
半
数
が
陸
軍
を
辞
め
て
い
っ

た
が
、
寛
剛
は
あ
く
ま
で
軍
人
の
道
を
歩
ん
だ
。
兵
科
は
工
兵
で
あ
り
、
墓
石
に

「
陸
軍
歩
兵
少
佐
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
松
淳
氏
の
調
査
は
、
明
ら
か
に
見

誤
り
で
あ
る
。
官
員
録
で
彼
の
名
前
を
拾
っ
て
み
る
と
、
明
治
一
二
年
(
一
八
七

九
)
工
兵
中
尉
、

一
九
年
(
一
八
八
六
)
工
兵
大
尉
・
参
謀
本
部
地
図
課
班
長
な
ど
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と
あ
る
。
沼
津
で
身
に
付
け
た
数
学
を
武
器
に
、
測
量
・
地
図
作
成
の
分
野
で
仕
事

を
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
最
終
の
階
級
は
陸
軍
工
兵
少
佐
で
あ
っ
た
。

東
京
移
住
後
も
、
沼
津
兵
学
校
出
身
者
の
同
窓
会
・
沼
津
旧
友
会
、
旧
幕
臣
・
静

岡
県
出
身
者
の
育
英
国
体
・
静
岡
育
英
会
の
会
員
と
し
て
、
旧
交
を
温
め
て
い

μ。

明
治
四
一
年
(
一
九

O
八
)
沼
津
兵
学
校
生
徒
出
身
者
が
元
教
授
た
ち
を
招
い
て
聞

い
た
謝
恩
会
に
も
出
席
し
て
お
り
、
記
念
の
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
討
。
子
ど
も
の

教
育
に
も
熱
心
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
明
治
三

O
年
(
一
八
九
七
)
九
月
長
男
の
茂
承

(
明
治
一
四
年
生
ま
れ
)
を
慶
応
義
塾
に
入
学
さ
せ
て
い

μ。

干
潟
町
長
部
の
遠
藤
三
男
家
文
書
中
に
は
、
遠
藤
新
太
郎
に
宛
て
た
寛
剛
の
四
月

二
五
日
付
書
簡
が
一
通
残
る
。
法
要
で
訪
問
し
た
際
の
礼
状
で
あ
る
。
四
月
二
四
日

が
命
日
で
あ
る
父
彦
三
郎
の
法
要
と
考
え
ら
れ
、
明
治
前
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

が
、
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

次
に
寛
剛
の
弟
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
高
松
次
郎
も
兄
と
と
も
に
沼
津
兵

学
校
資
業
生
に
な
っ
て
い
た
。
静
岡
藩
の
職
員
名
簿
、
明
治
二
年
刊
行
の
「
沼
津
御

役
人
附
」
、
三
年
刊
行
の
「
静
岡
御
役
人
附
」
に
は
、
「
高
松
太
郎
」
と
と
も
に
「
高

松
次
郎
」
の
名
が
し
っ
か
り
載
っ
て
い
る
。
二
年
九
月
及
第
の
第
四
期
資
業
生
で
あ

る
。
や
は
り
兵
士
持
に
な
っ
て
い
る
。
一
二
年
(
一
八
七

O
)
静
岡
藩
士
早
川
行
迅
の

養
子
と
な
り
、
翌
四
年
に
は
家
督
を
継
い
だ
。
早
川
省
義
(
あ
き
よ
し
)
と
い
う
の

が
以
後
の
名
乗
り
で
あ
る
。
養
家
に
入
っ
た
た
め
だ
ろ
う
、
六
年
の
沼
津
城
内
図
で

は
、
高
松
寛
剛
と
は
別
の
場
所
に
居
を
構
え
て
い
る
。
五
年
教
導
団
に
編
入
さ
れ
上

京
し
た
が
、
以
後
の
軍
歴
に
つ
い
て
は
、
兄
寛
剛
よ
り
も
詳
し
く
わ
か
る
。
六
年
陸

軍
工
兵
少
尉
、
一

O
年
(
一
八
七
七
)
中
尉
、
二
一
年
(
一
八
七
九
)
参
謀
本
部

員
・
海
岸
防
禦
取
調
委
員
、
一
五
年
(
一
八
八
二
)
大
尉
、
二
二
年
(
一
八
八
九
)

参
謀
本
部
製
図
課
長
、
二
八
年
(
一
八
九
五
)
中
佐
、
コ
三
年
(
一
八
九
九
)
工
兵

大
佐
・
陸
地
測
量
部
製
図
課
長
、
三
六
年
(
一
九

O
O
)
少
将
と
い
っ
た
足
跡
で
あ

る
。
兄
以
上
に
工
兵
科
、
と
り
わ
け
陸
地
測
量
部
で
の
地
図
作
り
に
大
き
く
貢
献
し
、

同
じ
旧
幕
臣
出
身
の
初
代
陸
地
測
量
部
部
長
小
菅
智
淵
に
次
ぐ
功
労
者
と
し
て
知
ら

れ
る
。
人
柄
は
「
性
直
諒
勤
勉
」
と
さ
れ
る
。
生
ま
れ
は
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

七
月
七
日
、
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
三
六
年
(
一
九

O
三
)

は
雑
可
ケ
谷
霊
園
に
立
つ
。

一
二
月
一
一
一
日
。
墓
石

@
山
崎
衡
と
い
う
人
物
上
品
松
力
蔵
の
後
身
l

松
津
和
彦
氏
は
、
彦
七
郎
の
次
男
高
松
力
蔵
に
関
し
て
も
、
幽
学
に
親
し
く
師
事

し
た
こ
と
や
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、
多
く
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
し
か
し
、
彼
の
維
新
後
の
履
歴
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が

高
松
力
蔵
は
、
姓
名
を
変
え
維
新
後
も
生
き
て
い
た
。
そ
し
て
性
理
学
と
深
い
関
わ

り
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
事
実
が
判
明
し
た
の
は
、
昌
平
警
の
歴
代
登
科
者
名
(
舶
の
安
政
三
年
(
一
八

五
六
)
八
月
甲
科
及
第
者
中
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

御
小
人
頭

山
崎
衡
コ
一
郎
ト
改
名
シ
テ

彦
七
郎
五
男

御
徒
日
付
J
箱
館
の
調
役
ニ
成

高
松
力
蔵

文
久
元
年
(
一
八
六
一
)

一
二
月
に
は
す
で
に
山
崎
衡
三
郎
の
名
前
に
な
っ
て
お

り
、
御
普
請
役
格
御
代
官
手
附
か
ら
御
徒
目
付
に
な
っ
た
履
歴
が
知
ら
札
制
。
維
新

後
は
静
岡
に
移
住
、
一
二
等
勤
番
組
と
し
て
新
居
勤
番
組
に
属
し
た
。
そ
の
後
衡
と
改

名
、
廃
藩
後
は
上
京
し
、
正
院
・
左
院
・
群
馬
県
な
ど
に
奉
職
し
た
ら
し
(
円
。

山
崎
衡
と
い
う
名
前
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
木
村
礎
氏
の
研
究
書
に
も
た
び
た
び

登
場
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
九
月
、
性
理
学
を
教
部
省

傘
下
に
入
れ
る
べ
く
推
薦
書
を
起
草
し
た
教
部
省
権
大
録
が
山
崎
衡
そ
の
人
で
あ
る
。

山
崎
は
、
本
来
性
理
学
に
は
薄
か
っ
た
神
道
的
色
彩
を
意
図
的
に
強
調
し
、
教
部
省

公
認
の
神
道
教
会
と
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
好
意
的
な
行
動

を
と
っ
た
の
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
後
に
山
崎
が
、
分
裂
抗
争
に

際
し
て
、
旧
派
(
農
民
派
)

の
立
場
に
立
っ
て
、
新
派
(
士
族
派
)
の
伊
佐
山
今
満
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(
新
次
郎
)
と
論
争
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
教
部
省
の

役
人
で
あ
っ
た
彼
が
急
に
性
理
学
の
信
者
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
の
か
、
経
緯
が

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
山
崎
衡
日
高
松
力
蔵
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
そ
の
謎
が
氷
解
す
る
の
で
あ
る
。

山
崎
は
、
明
治
六
年
の
性
理
学
弾
圧
事
件
で
投
獄
さ
れ
た
遠
藤
亮
規
に
金
を
贈
ろ

う
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
い
っ
た
小
さ
な
事
件
も
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
山
崎
に

と
っ
て
遠
藤
は
「
親
友
」
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
以
下
に
引
用
す
る
史
料
か
ら
判
明

し
た
。

十
月
十
五
日

少
主
記
山
崎
衡
親
友
繋
獄
中
金
ヲ
贈
ン
ト
ス
ル
罪
ヲ
阿
責
ス

司
法
省
上
申

史
官
宛

浜
松
県
貫
属
土
族
山
崎
衡
儀
、
尋
ノ
儀
有
之
、
差
出
シ
方
本
貫
出
張
所
へ
申
達

置
候
処
、
今
朝
出
頭
、
当
時
少
主
記
拝
命
罷
在
候
趣
申
出
候
、
右
拝
命
ノ
儀
ハ

不
相
心
得
、
呼
出
シ
候
儀
ニ
ハ
候
得
共
、
差
掛
リ
御
吟
味
之
筋
ニ
付
一
応
相
尋

候
上
、
猶
御
掛
合
可
申
進
儀
モ
可
有
之
、
不
取
敢
此
段
為
御
承
知
申
進
置
候
也
、

八
月
十
二
日
司
法

司
法
省
上
申

史
官
宛

少
主
記
山
崎
衡
吟
味
中
当
省
へ
留
置
申
付
候
問
、
此
段
及
御
掛
合
置
候
也
、
八

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]・-樋口雄彦

月
十
二
日
可
法

司
法
省
上
申

史
官
宛

少
主
記
山
崎
衡
、
右
之
者
先
達
テ
己
来
吟
味
之
末
本
日
別
紙
之
通
申
渡
、

件

落
著
致
候
、
此
段
為
御
承
知
申
進
候
也

少
主
記
山
崎
衡
へ
申
渡

十
月
十
五
日

司
法
省

其
方
儀
、
親
友
遠
藤
亮
規
繋
獄
セ
ラ
ル
、
ニ
付
牢
家
掛
之
役
方
へ
金
ヲ
贈
リ
獄

中
ノ
苦
ヲ
救
フ
様
周
旋
取
計
、
五
木
田
次
郎
左
衛
門
ヨ
リ
頼
ヲ
受
ケ
同
人
ヨ
リ

金
子
相
預
リ
親
類
ニ
テ
監
倉
掛
相
勤
ル
広
瀬
忠
誠
へ
相
談
ニ
及
フ
ノ
処
、
事
行

ハ
レ
難
キ
次
第
ニ
付
、
追
テ
右
金
子
ハ
差
戻
セ
シ
段
、
全
ク
親
友
ヲ
思
ム
ノ
情

司
法

交
ニ
出
ヲ
酌
量
シ
阿
責
申
付
ル

高
松
家
の
人
々
は
、
幽
学
生
前
中
の
み
な
ら
ず
、
没
後
、
そ
し
て
明
治
以
後
も
性

理
学
の
存
続
に
力
を
貸
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
山
崎
は
、
明
治
二
十
年
代
ま
で
健

在
だ
っ
た
よ
う
で
、
新
田
義
貞
を
弁
護
し
た
『
洗
菟
史
論
」
(
明
治
一
八
年
刊
)

(
初
)

「
洗
菟
史
論
続
篇
碧
血
偉
縦
』
(
明
治
二
六
年
刊
)
と
い
っ
た
著
書
が
あ
る
が
、
そ

の
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
甥
の
高
松
寛
剛
・
早
川
省
義
は
最
初
か
ら
性
理
学
と

は
無
縁
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
山
崎
は
年
月
を
経
て
だ
ん
だ
ん
疎
遠
に
な
っ
て
い
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

@
伊
藤
隼
の
軌
跡
横
浜
語
学
所
か
ら
沼
葎
兵
学
校
・
静
岡
学
問
所
へ
|

沼
津
兵
学
校
調
馬
方
伊
藤
隼
一

大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
「
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
」
の
中
に
、
「
W
R

(
没
後
)
」
と
分
類
さ
れ
た
一
群
の
書
簡
が
あ
る
。
二
二
八
点
(
件
)
の
う
ち
、
一
五

O
通
以
上
が
伊
藤
隼
・
伊
藤
隼
一
・
伊
藤
隼
輔
・
伊
藤
岩
一
郎
と
い
っ
た
人
物
が
受

取
人
・
差
出
人
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
(
無
記
名
の
も
の
に
つ
い
て
も
内
容
か
ら
推

定
)
。
ま
た
、
「
W
M

日
記
1

(
没
後
)
」
「
W
N

日
記
2

(
没
後
)
」
に
分
類
さ

れ
た
中
に
も
、
伊
藤
得
志
・
伊
藤
隼
の
名
で
記
さ
れ
た
日
記
が
一
四
冊
ほ
ど
あ
る
。

伊
藤
家
の
名
が
記
さ
れ
た
文
書
は
他
の
分
類
項
目
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。
ど
う
や
ら

伊
藤
と
い
う
家
に
伝
わ
っ
た
史
料
が
一
括
さ
れ
て
八
石
性
理
学
会
に
収
め
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
た
o

筆
者
は
、
最
初
に
目
艇
で
「
伊
藤
隼
一
」
と
い
う
人

名
を
見
て
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
史
料
の
実
物
を
閲
覧
し
、
内

容
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
そ
れ
が
確
信
に
変
わ
っ
た
。
伊
藤
隼
一
は
、
沼
津
兵
学

校
調
馬
方
と
し
て
静
岡
藩
職
員
任
併
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

す
で
に
伊
藤
隼
一
に
関
し
て
わ
か
っ
て
い
た
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
沼
津

兵
学
校
時
代
の
隼
一
は
、
同
僚
の
竹
田
金
次
郎
・
並
木
桃
之
丞
ら
と
と
も
に
幕
府
の

書
翰
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馬
牧
を
引
き
継
い
だ
愛
鷹
牧
の
こ
と
を
所
管
し
問
。
当
時
記
さ
れ
た
手
書
き
の
兵
学

校
名
簿
に
「
大
坂
伊
藤
隼
こ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
徴
命
を
受
け
政
府
の
大

阪
兵
学
寮
に
出
仕
し
た
ら
し
い
こ
と
。
慶
応
四
年
七
月
に
作
成
さ
れ
た
徳
川
家
の
駿

河
移
封
随
従
予
定
者
名
簿
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
は
、
「
隼
こ
の
名
で

は
な
い
が
、
馬
乗
差
図
役
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
伊
藤
隼
之
助
」
が
隼
一
の
前

名
ら
し
い
こ
と
。
伊
藤
隼
之
助
は
、
幕
府
が
フ
ラ
ン
ス
の
力
を
借
り
陸
軍
士
官
養
成

を
目
指
し
設
立
し
た
横
浜
語
学
所
の
生
徒
だ
っ
た
こ
民
。
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)

一
一
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
幕
府
に
贈
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
馬
の
小
金
牧
で
の
飼
養
に

関
連
し
、
教
師
デ
シ
ヤ
ル
ム
の
通
弁
と
し
て
「
騎
兵
方
伊
藤
隼
助
」
を
横
浜
へ
派
遣

さ
れ
る
べ
き
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
回
。

以
上
、
事
前
に
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
は
、
横
浜
語
学
所
|
騎
兵
方
沼
津
兵
学
校

と
い
う
、
か
す
か
な
点
と
点
を
結
ぶ
断
片
的
な
事
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
の
史
料
に
よ
っ
て
、
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
点
も
明
確
と
な
り
、

さ
ら
な
る
新
事
実
が
判
明
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

駿
河
移
住
と
父
の
叱
陀
激
励

伊
藤
関
係
書
簡
の
う
ち
、
「
隼
」
あ
て
の
書
簡
が
最
も
多
く
、
一

O
O通
以
上
を

数
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
明
治
十
年
代
以
後
の
も
の
で
あ
り
、
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、

三
代
目
教
祖
石
毛
時
代
や
分
裂
騒
動
に
関
連
し
た
史
料
と
し
て
、
研
究
者
が
目
を
通

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
「
岩
一
郎
」
「
隼

輔
」
「
隼
一
」
「
半
八
郎
」
時
代
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
性
理
学
に
は
無
関
係
な
も
の

と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
こ
そ
伊
藤
家
の
素
性
を
明

ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
が
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
史
料
紹
介
を
兼
ね
な
が
ら
、
伊
藤

家
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
家
関
係
文
書
に
は
、
旧
幕
時
代
の
も
の
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
が
、
幕
府
瓦

解
後
の
も
の
と
し
て
は
、
明
治
元
年
九
月
一
一
一
一
一
日
付
と
推
定
さ
れ
る
ま
舶
が
最
も
早

い
と
思
わ
れ
る
。
年
欠
で
あ
る
が
内
容
か
ら
明
治
元
年
と
判
断
し
た
。

(
前
略
)
其
許
ニ
も
無
事
道
中
無
滞
日
割
之
通
着
い
た
し
候
儀
と
目
出
度
存
候

(
中
略
)
俸
金
拝
戴
之
儀
難
有
御
事
ニ
御
座
候
(
中
略
)
古
之
戴
も
の
と
ハ
訳

違
ひ
候
閤
格
別
之
御
奉
公
出
精
い
た
し
不
申
候
而
者
無
勿
体
仕
合
と
存
候
(
中

略
)
朝
臣
い
た
し
候
も
の
之
体
厄
介
等
御
奉
公
御
免
之
段
も
無
御
余
儀
御
事
ニ

も
可
被
為
在
候
欺
、
乍
去
名
々
是
迄
勤
来
殊
駿
地
迄
御
供
を
も
被
仰
付
候
御

儀
、
是
上
ハ
偏
御
憐
察
勤
続
可
奉
願
外
無
之
、
其
許
局
中
之
外
ニ
も
既
知
人
之

中
同
様
之
身
分
之
も
の
も
有
之
候
問
、
能
々
遂
相
談
、
其
上
ニ
も
自
身
横
縦
ニ

思
慮
い
た
し
候
上
、
伊
佐
氏
な
と
こ
と
き
賢
者
方
ニ
就
キ
裁
断
い
た
し
貰
ひ
候

様
、
輪
ニ
輸
を
か
け
丈
夫
な
る
も
の
ニ
い
た
し
(
中
略
)
修
身
を
誤
候
様
之
儀

無
之
様
精
々
心
懸
ケ
徳
家
江
御
召
仕
相
成
度
と
存
込
候
段
者
い
づ
く
迄
も

動
か
さ
る
様
い
た
し
、
脇
眼
も
不
振
断
然
と
決
着
罷
在
候
様
存
候
(
後
略
)

こ
の
書
簡
に
は
、
差
出
人
も
宛
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
書
簡
と
の
筆

跡
・
内
容
等
の
比
較
・
検
討
か
ら
、
伊
藤
岩
一
郎
が
息
子
伊
藤
隼
輔
に
宛
て
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
無
事
到
着
と
は
、
徳
川
家
の
駿
府
移
封
に
伴
い
、
そ
れ
に
随
従
し

た
隼
輔
が
東
京
を
出
立
し
駿
河
(
た
ぶ
ん
沼
津
)
に
到
着
し
た
こ
と
を
示
す
。
隼
輔

は
「
駿
地
」
へ
の
お
供
を
仰
せ
付
か
り
、
役
職
に
も
任
命
さ
れ
俸
金
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
幕
府
時
代
よ
り
も
一
層
の
御
奉
公
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
釘
を
刺
し
て
い
る
。
父
岩
一
郎
の
ほ
う
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
幕
府
時
代
の

勤
務
地
横
浜
に
留
ま
り
、
新
政
府
に
出
仕
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
朝
臣
と
な
っ
た
者

の
子
弟
・
厄
介
が
徳
川
家
に
仕
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
心
配
し
て
い

る
。
隼
輔
に
対
し
、
今
後
の
身
分
に
関
し
て
知
り
合
い
の
賢
者
伊
佐
氏
(
新
次
郎
)

ら
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
る
と
と
も
に
、
不
動
の
決
意
を
も
っ
て
徳
川
家
へ
の
奉
公

を
す
べ
し
と
激
励
し
て
い
る
。
横
浜
の
岩
一
郎
は
、
「
東
久
世
殿
」
へ
嘆
願
す
る
な

ど
、
上
司
で
あ
る
神
奈
川
府
知
事
東
久
世
通
曜
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
運
動
を
行
つ

た
ら
し
い
。
尚
尚
書
の
中
に
は
、
「
阿
部
君
へ
も
宜
御
申
上
可
有
之
候
、
近
日
差
書

可
致
候
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
隼
輔
が
属
し
た
陸
軍
局
の
責
任
者
、
陸
軍
頭
阿
部
潜

へ
の
働
き
か
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
邦
之
助
)
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次
の
書
簡
も
差
出
人
・
宛
名
が
な
く
、
年
欠
で
あ
る
が
、
同
じ
く
明
治
元
年
の
九

(
却
)

月
二
七
日
付
と
思
わ
れ
る
。
「
身
分
之
処
、
沼
津
人
別
ニ
候
哉
、
又
ハ
外
な
る
哉
、

如
何
」
云
々
と
あ
り
、
や
は
り
岩
一
郎
が
藩
内
で
の
隼
輔
の
身
分
に
つ
い
て
心
配
し

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

三
通
目
は
一

O
月
七
孔
伽
で
あ
る
が
、
や
は
り
明
治
元
年
、
岩
一
郎
が
隼
輔
に
宛

て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
息
子
へ
の
訓
戒
を
主
と
す
る
非
常
に
長
い
手
紙
で
あ
る
。

「
去
ル
朔
日
桑
島
伝
五
郎
同
道
重
四
郎
帰
浜
、
伝
五
郎
面
会
い
た
し
、
重
四
郎
江
為

持
越
候
書
状
落
手
い
た
し
(
中
略
)
朔
日
出
之
書
状
下
与
一
郎
J
届
越
、
四
日
深
夜

落
手
、
同
人
J
書
添
ニ
而
シ
ャ
ボ
ン
石
箱
差
廻
し
方
之
儀
懇
ニ
申
越
候
事
ニ
候
」
と

い
う
文
面
か
ら
、
桑
島
伝
五
郎
(
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
で
は
馬
乗
差
図
役

下
役
並
、
「
沼
津
御
役
人
附
」
で
は
沼
津
病
院
附
馬
医
)
や
下
与
一
郎
(
「
駿
河
表
百

連
候
家
来
姓
名
」
で
は
馬
医
取
締
、
「
沼
津
御
役
人
附
」
で
は
下
文
朔
と
あ
る
沼
津

病
院
附
馬
医
と
同
一
人
物
か
)
ら
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
其

許
身
分
之
儀
ニ
付
、
心
配
い
た
し
被
申
越
候
趣
者
親
之
分
ニ
お
ゐ
て
ハ
其
身
分

6
も

十
倍
心
事
相
労
候
こ
、
ち
、
乍
去
親
子
之
分
ニ
而
者
余
程
考
候
上
ニ
も
良
法
と
存
候

事
も
従
他
見
候
而
者
平
等
之
論
ニ
渉
か
ね
候
も
の
ニ
付
、
人
之
こ
冶
ろ
も
問
ひ
お
の

れ
の
こ
冶
ろ
も
種
々
と
勘
弁
い
た
し
候
へ
と
も
」
云
々
と
あ
り
、
や
は
り
隼
輔
の
身

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣] ・樋口雄彦

分
を
心
配
し
て
い
る
。
「
当
港
ニ
も
警
衛
隊
ニ
成
候
も
の
之
内
ニ
も
父
兄
ハ
駿
地
ニ

罷
在
候
も
の
も
有
之
、
父
子
と
子
父
と
の
違
ひ
ニ
有
之
、
右
等
も
如
何
可
成
行
哉
」

と
も
あ
り
、
伊
藤
家
と
は
逆
に
息
子
が
横
浜
で
新
政
府
の
警
衛
隊
に
加
わ
り
、
親
の

ほ
う
が
駿
河
に
移
住
し
て
い
る
旧
幕
臣
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

手
紙
の
文
面
は
息
子
を
叱
り
つ
け
る
強
い
口
調
と
な
る
。
隼
輔
側
の
書
状
が
残
っ
て

い
な
い
た
め
、
岩
一
郎
が
何
に
対
し
て
怒
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
「
今

般
駿
地
出
立
ニ
付
而
も
入
費
不
少
、
夫
是
も
今
以
不
心
附
、
無
用
之
も
の
を
整
入
、

俸
禄
奉
戴
候
連
改
而
自
分
へ
之
吹
聴
も
不
申
越
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
住
に
あ

た
っ
て
の
無
駄
遣
い
や
俸
禄
に
つ
い
て
報
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
ら
し

い
。
さ
ら
に
、
怒
り
は
過
去
に
ま
で
遡
っ
た
よ
う
で
、
「
昨
年
十
月
断
髪
之
一
条
ニ

而
受
御
叱
、
既
其
た
め
自
分
も
差
控
栢
何
、
其
後
断
髪
相
止
メ
可
申
様
ニ
其
頃
よ
り

申
勧
候
へ
と
も
今
以
其
侭
也
、
髪
を
延
し
可
申
様
と
ハ
昨
年
十
月
九
日
附
を
以
自
分

へ
申
越
候
書
状
之
趣
ニ
而
者
自
念
ニ
無
之
全
く
人
之
た
め
ニ
断
髪
い
た
し
候
儀
ニ
至

候
段
申
越
候
者
、
其
節
議
論
も
可
致
者
勿
論
、
殊
ニ
寄
候
ハ
、
其
断
切
候
も
の
打
果

し
候
と
も
可
然
ニ
、
無
其
儀
ハ
自
念
ニ
相
当
之
訳
ニ
可
有
之
候
、
し
か
れ
ハ
自
分
へ

申
越
候
書
状
ハ
虚
言
ニ
候
、
当
春
小
金
出
立
か
け
吉
三
郎
へ
預
ケ
物
之
儀
も
甚
粗
忽

之
次
第
(
中
略
)
御
奉
公
御
免
差
控
位
者
尤
可
有
之
儀
、
昨
年
よ
り
今
年
江
渉
如
何

敷
次
第
柄
と
も
数
々
」
と
続
く
。
ど
う
や
ら
、
昨
年
断
髪
を
し
た
こ
と
に
対
す
る
処

罰
や
騎
兵
方
と
し
て
小
金
牧
に
出
張
し
た
際
の
不
始
末
な
ど
が
重
な
っ
て
い
た
ら
し

い
。
「
最
早
無
程
二
十
一
暦
ニ
も
乍
及
如
何
之
事
ニ
候
哉
、
其
不
分
明
之
も
の
を
養

ひ
置
候
而
者
第
一
君
上
へ
之
分
ン
相
立
不
申
候
、
如
何
ニ
て
愚
な
る
親
と
歎
可
被

思
」
と
手
厳
し
い
叱
責
が
続
く
。
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
、
「
一
旦
死
去
之
届
差
出
、

名
を
替
、
或
ハ
苗
字
を
換
な
と
い
た
し
候
儀
、
甚
御
後
間
取
計
ニ
而
量
君
家
お
ゐ

て
御
許
容
可
有
之
も
の
欺
能
々
考
見
よ
、
何
と
て
其
許
之
仮
親
ニ
可
成
も
の
ハ
無
之
、

若
成
候
も
の
ハ
外
ニ
不
宜
目
的
之
有
之
哉
と
被
察
申
候
、
二
十
才
ニ
も
相
成
、
下
役

等
も
有
之
候
勤
い
た
し
、
其
位
之
弁
別
無
之
而
者
御
奉
公
出
来
不
申
」
と
い
う
部
分

で
あ
る
。
隼
輔
は
、
朝
臣
の
子
弟
・
厄
介
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
藩
内
で
の
立
場
を
脱

す
べ
く
、
死
亡
屈
を
出
し
、
名
前
を
変
え
て
ま
で
確
固
た
る
身
分
を
得
ょ
う
と
考
え

て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
岩
一
郎
は
、
虚
偽
の
手
続
き
は
主
君
を
欺
く
も
の
で
あ

り
、
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
た
。
二

O
歳
に
も
な
っ
て
、
部
下
を
持

つ
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
く
ら
い
の
分
別
が
付
か
な
い
の
か
と
厳
し
く
批
判
す

る
。
移
住
先
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
、
「
其
許
な
と
三
五
年
ハ
飯
焚
水
汲
と
も
自
身

出
来
ぬ
こ
、
ろ
得
ニ
而
ハ
駿
地
ニ
而
之
御
奉
公
ハ
難
見
届
と
心
配
仕
候
」
と
、
家
来

や
召
使
な
し
で
自
活
で
き
る
だ
け
の
覚
悟
が
必
要
だ
と
言
う
。
「
横
浜
廻
り
い
た
し

外
国
人
小
遣
等
い
た
し
候
様
ニ
而
者
語
学
所
ニ
而
御
鴻
恩
奉
受
申
候
業
を
以
産
業
と

い
た
し
候
而
ハ
以
之
外
之
次
第
二
付
、
横
浜
へ
ハ
何
ニ
し
で
も
決
而
不
立
入
事
決
意

可
罷
在
候
、
此
の
儀
碇
と
承
ま
れ
よ
」
と
あ
る
の
は
、
横
浜
語
学
所
で
学
ん
だ
フ
ラ

12う
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ン
ス
語
を
安
易
に
使
い
、
横
浜
で
外
国
人
の
使
用
人
に
な
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
許

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
隼
輔
が
横
浜
語
学
所
出
身
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け

る
部
分
で
も
あ
る
。
岩
一
郎
が
非
常
に
厳
し
い
父
親
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
す
書

簡
で
あ
る
。

次
も
年
欠
、
差
出
人
・
宛
名
な
し
の
書
簡
で
あ
る
が
、
元
年
一

O
月
一
一
日
と
推

定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

(
前
略
)
阿
部
公
江
能
々
嘆
願
い
た
し
形
チ
能
き
後
々
之
不
都
合
も
無
之
町
居

据
り
候
様
相
成
候
へ
ハ
此
上
も
な
き
事
、
無
理
な
る
仕
方
ニ
而
者
後
害
難
ニ

至
者
勿
論
、
眼
前
ニ
も
又
害
な
か
る
へ
し
と
ハ
難
申
、
強
情
之
所
置
有
之
候

而
者
君
家
江
奉
対
不
敬
を
究
、
則
君
臣
之
道
ニ
無
之
候
問
、
知
何
ニ
も
其
辺

厚
心
得
、
心
得
違
ひ
無
之
、
短
慮
を
起
し
申
間
敷
、
正
理
ニ
適
ひ
先
ハ
一
旦
た

と
へ
御
暇
ニ
相
成
候
と
も
再
可
引
起
事
も
可
有
之
候
へ
共
、
短
気
不
心
得
之
始

末
有
之
候
而
者
再
可
引
返
事
ハ
決
而
出
来
不
申
候
問
、
義
を
立
、
徳
を
元
と
い

た
し
徳
義
を
以
事
を
成
し
可
申
様
、
呉
々
存
候
(
中
略
)
我
も
一
体
之
御
事
情

難
分
候
ニ
付
、
東
京
ニ
被
居
候
御
家
之
御
役
之
方
[
和
泉
殿
、
川
勝
江
州
]

へ
ハ
御
嘆
申
上
居
候
事
ニ
候
(
中
略
)
く
れ
/
¥
心
得
違
ひ
不
致
、
正
直
ニ
御

奉
公
可
被
罷
在
候
(
後
略
)

身
分
に
関
し
、
先
の
手
紙
と
同
じ
く
偽
り
の
死
亡
届
や
改
名
と
い
っ
た
、
無
理
な

画
策
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
引
用
部
分
以
外
に
も
、
「
阿
部
公
江

御
内
話
申
上
」
、
「
阿
部
公
江
打
明
し
」
と
い
っ
た
文
言
が
繰
り
返
さ
れ
、
と
に
か
く

沼
津
の
陸
軍
局
の
ト
ッ
プ
た
る
阿
部
潜
に
正
直
に
打
ち
明
け
ろ
と
い
う
指
示
で
あ
っ

た
。
岩
一
郎
自
身
も
、
織
田
和
泉
・
川
勝
近
江
ら
東
京
駐
在
の
藩
幹
部
に
嘆
願
し
て

い
る
と
言
っ
て
い
る
。

五
通
目
に
は
、
「
隼
輔
殿
平
信

父
J
」
と
宛
名
・
差
出
人
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
日
付
は
一

O
月
一
五
日
と
あ
る
が
、
や
は
り
明
治
元
年
で
あ
ろ
{
切
。
「
其
許
夏

物
柳
取
整
、
明
荷
弐
箇
ニ
い
た
し
浦
賀
吉
田
金
次
郎
へ
向
相
廻
し
申
候
、
積
便
船
有

之
次
第
差
立
、
浦
賀
よ
り
も
同
様
之
手
続
之
積
、
廻
船
方
ハ
川
村
半
左
衛
門
宛
之
筈

ニ
有
之
候
、
右
明
荷
中
小
野
義
三
郎
へ
同
人
親
J
之
油
紙
包
入
有
之
候
、
着
次
第
届

可
被
申
候
事
」
と
あ
り
、
横
浜
か
ら
沼
津
へ
の
荷
物
の
送
り
方
が
わ
か
る
。
川
村
半

左
衛
門
は
沼
津
宿
三
枚
橋
町
の
回
船
問
屋
で
あ
る
。
小
野
義
三
郎
と
は
、
隼
輔
と
同

僚
で
あ
り
、
馬
乗
差
図
役
並
か
ら
沼
津
兵
学
校
御
馬
方
に
な
っ
た
人
物
。
後
に
函
館

大
経
と
改
名
し
、
日
本
に
お
け
る
競
馬
騎
手
の
晴
矢
と
な
っ
た
。
知
り
合
い
の
朝
比

奈
釜
三
な
る
人
物
が
無
禄
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、

「
其
許
ニ
者
勤
仕
ニ
市
在
駿
御
難
有
事
無
此
上
」
と
、
我
が
身
の
好
運
を
噛
み
し
め

る
よ
う
に
言
う
。
「
決
而
早
ヤ
マ
リ
粗
忽
之
事
無
之
様
い
た
さ
れ
可
被
申
」
と
、
相

変
わ
ら
ず
軽
率
な
行
動
を
慎
む
よ
う
釘
を
刺
す
。
付
き
合
い
な
ど
の
出
費
は
で
き
る

だ
け
抑
え
、
い
た
だ
い
た
俸
金
の
う
ち
、
余
っ
た
金
は
上
納
す
る
よ
う
な
心
掛
け
で

活
計
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
経
済
に
対
し
て
も
う
る
さ
い
。
「
北
角
事
、

来
ル
廿
二
日
東
京
出
立
、
川
崎
宿
泊
之
由
申
越
候
、
其
段
相
心
得
、
沼
津
通
行
之
頃

度
合
見
計
面
会
い
た
し
候
様
い
た
し
度
と
存
候
」
と
、
親
戚
で
あ
る
北
角
氏
が
東
京

を
出
立
す
る
の
で
沼
津
で
面
会
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
当
時
隼
輔
が
沼
津
に

い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
述
で
あ
る
。

次
は
、
推
定
明
治
元
年
、
一

O
月
二
四
日
付
車
駅
o

差
出
人
・
宛
名
は
な
い
o

こ

れ
も
身
分
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
指
示
の
再
確
認
で
あ
る
。

(
前
略
)
其
許
之
素
意
者
い
づ
く
迄
も
駿
遠
三
之
御
領
地
な
ら
て
ハ
踏
ぬ
と
決

君
家
よ
り
御
暇
被
下
、
其
御
暇
を
戴
か
ぬ
と
申
事

シ
、
乍
去

君
臣
之
間

ニ
者
素
よ
り
成
ら
ぬ
筋
者
心
得
違
無
之
様
い
た
し
、
決
而
横
浜
等
江
心
を
向
け

候
と
の
望
無
之
段
ハ
先
般
其
筋
よ
り
同
役
共
江
内
々
被
誘
候
を
も
断
、
又
語
学

所
ニ
而
倶
々
修
業
い
た
し
候
生
徒
、
横
浜
ニ
お
ゐ
て
外
国
館
ニ
入
、
立
派
ニ
生

活
い
た
し
居
候
事
も
承
知
、
金
ニ
成
も
心
得
罷
在
、
又
不
思
議
成
事
ニ
市
東
久

世
中
将
殿
ニ
も
御
逢
有
之
候
ニ
付
、
夫
是
ニ
市
横
浜
ニ
残
ル
望
有
之
候
ハ
、
其

時
二
候
、
然
を
振
切
、
断
然
御
断
申
上
、
駿
地
江
罷
出
御
奉
公
勤
続
罷
在
候
段
、

難
有
御
事
ニ
御
座
候
問
、
此
上
と
も
何
分
御
憐
察
被
成
下
、
偏
勤
続
方
奉
願
、

尤
唯
今
迄
之
通
之
名
前
ニ
而
差
支
候
ハ
、
北
角
家
厄
介
ニ
い
た
し
被
呉
候
様
相
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頼
、
姓
も
名
も
替
、
惣
領
除
い
た
し
候
と
も
右
等
ハ
非
常
之
場
合
不
苦
(
後
略
)

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
の
は
、
親
戚
で
あ
る
北
角
家
の
厄
介
と
な
り
、
伊
藤

家
の
総
領
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
も
非
常
の
措
置
と
し
て
構
わ
な
い
と
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
後
に
続
く
部
分
で
は
、
偽
り
の
病
死
届
を
出
す
件
に
つ
い
て
は
相
変
わ

ら
ず
否
定
的
で
あ
り
、
「
阿
部
公
へ
ひ
た
す
ら
事
情
申
入
御
頼
」
、
「
勤
向
精
出
し
志

を
淳
朴
ニ
い
た
し
」
と
い
っ
た
指
示
は
変
わ
ら
な
い
が
、
姓
名
を
変
え
る
こ
と
に
つ

い
て
岩
一
郎
は
妥
協
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
部
分
か
ら
は
、
外
国
商
人
の
間

に
出
入
り
し
金
儲
け
を
し
て
い
る
横
浜
語
学
所
出
身
者
の
存
在
、
あ
る
い
は
新
政
府

の
東
久
世
通
稽
か
ら
誘
い
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ら
を
断
り
駿
河
に
移
住
し
た
と
い
う

い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
泊
)

次
の
一
一
月
七
日
付
書
簡
も
差
出
人
・
宛
名
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
い
っ
て
明
治

冗
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]・ー-樋口雄彦

(
前
略
)
一
民
部
大
輔
殿
去
ル
三
日
横
港
御
着
船
相
成
、
船
中
江
御
機
嫌
奉
伺

候
処
、
不
計
も
御
目
見
被
仰
付
、
薄
暮
御
着
船
、
直
ニ
御
上
陸
、
夜
ニ
入

海
手
本
陣
江
御
泊
相
成
、
猶
奉
伺
候
処
、
亦
々
御
目
見
被
仰
付
、
難
有
候
事

ニ
存
候
、
翌
四
日
朝
御
発
船
水
戸
殿
御
屋
形
江
御
着
之
御
積
り
、
寒
御
機
嫌
被

為
在
、
恐
悦
ニ
候
事
、
山
高
石
州
内
々
之
話
ニ
御
座
候
処
者
御
英
明
之
君
故

彼
国
口
留
中
、
世
之
形
勢
も
至
而
御
心
配
被
遊
候
事
之
由
、
恐
入
候
事
ニ
御
座

候
、
仏
蘭
西
国
ハ
九
月
二
日
に
御
発
帆
之
よ
し

一
去
月
十
九
日
開
陽
丸
其
外
六
膿
箱
館
よ
り
五
里
程
之
処
江
着
、
脱
走
人
六
千

余
人
上
陸
、
脱
膿
よ
り
ハ
使
節
差
立
候
計
之
由
之
処
、
福
山
兵
弘
前
兵
よ
り
打

出
し
、
尤
陸
戦
之
由
、
官
軍
之
方
も
引
上
ケ
箱
館
之
役
所
運
上
処
と
も
官
軍
之

方
引
上
ケ
相
成
、
元
永
井
玄
蕃
頭
箱
館
奉
行
之
由
、
其
外
壱
州
等
重
き
方
々
被

乗
組
居
候
よ
し
、
松
前
も
落
城
と
・
申
事
ニ
候
へ
と
も
、
左
ニ
者
無
之
、
開
陽
丸

よ
り
使
節
を
以
引
渡
を
受
候
由
、
右
門
太
も
子
今
同
所
ニ
罷
在
候
故
欺
、
此
程

騎
兵
頭
成
候
趣
之
話
紛
々

一
君
上
昨
六
日
夕
神
奈
川
宿
御
泊
相
成
、
自
分
事
夜
五
ツ
時
頃
奉
伺
御
機
嫌
候

処
、
御
日
付
小
林
殿
御
謁
ニ
而
有
之
、
其
節
酒
井
対
州
、
加
藤
筑
州
拝
面
、
大

ニ
御
世
話
相
成
申
候
、
小
野
弥
七
郎
ニ
も
面
会
、
是
又
世
話
ニ
相
成
申
候
、
弥

七
郎
ハ
人
物
益
々
能
見
受
申
候
、
今
七
日
朝
神
奈
川
宿
御
発
、
同
日
中
東
京
国

安
御
殿
御
着
之
趣
ニ
候

一
宮
田
文
吉
儀
、
字
国
船
ニ
乗
組
、
箱
館
表
去
ル
晦
日
出
帆
、
当
港
江
四
日
夕

着
相
成
、
其
夜
自
分
方
へ
止
宿
、
無
事
之
事
ニ
候
、
昨
六
日
朝
出
立
帰
府
相
成

申
候
(
後
略
)

民
部
大
輔
こ
と
徳
川
昭
武
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
こ
と
、
山
高
信
離

(
石
見
守
)
か
ら
聞
い
た
昭
武
の
聡
明
ぶ
り
、
榎
本
武
揚
率
い
る
開
陽
丸
以
下
の
脱

走
軍
が
箱
館
を
占
領
し
た
こ
と
、
横
浜
語
学
所
の
出
身
者
中
山
譲
治
(
右
門
太
)
が

騎
兵
頭
に
な
っ
た
と
い
う
噂
、
東
京
に
向
か
っ
た
君
上
(
徳
川
家
達
)
に
神
奈
川
宿

で
拝
謁
し
た
こ
と
、
奥
詰
と
し
て
家
達
の
側
近
く
仕
え
た
横
浜
語
学
所
出
身
の
小
野

(
弥
七
郎
)
に
面
会
し
た
こ
と
、
親
戚
で
あ
る
宮
田
正
之
(
文
士
口
)
が
箱
館
か

ら
帰
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
岩
一
郎
・
隼
輔
父
子
が
横
浜
在
住
旧

幕
臣
の
人
脈
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
臣
下
の
立
場
を
離
れ
た

身
で
あ
り
な
が
ら
岩
一
郎
の
徳
川
家
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
う
か
が
わ

弥れ
る
。続

い
て
一
一
月
二
七
日
付
書
(
都
も
記
名
は
な
い
。
「
箱
館
一
条

仰
出
、
一
翁
殿
安
房
殿
御
出
府
相
成
候
ハ
相
違
も
無
之
、
御
請
も
被
遊
候
由
ニ
候

得
と
も
外
ニ
御
嘆
願
筋
も
有
之
候
よ
り
此
儀
た
し
か
の
事
ニ
者
無
之
候
」
と
あ
り
、

御
家
江
征
討
被

同
月
政
府
か
ら
駿
河
府
中
藩
(
静
岡
藩
)
に
対
し
箱
館
の
榎
本
軍
征
伐
の
命
が
下
っ

た
こ
と
を
心
配
し
、
大
久
保
一
翁
・
勝
海
舟
ら
が
出
兵
回
避
運
動
を
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
尚
尚
書
に
は
「
宮
田
文
吉
儀
、
願
之
通
御
役
御
免
ニ
成
、

来
月
七
日
東
京
出
立
登
駿
之
積
之
趣
」
と
あ
り
、
親
戚
宮
田
正
之
は
、
一
度
朝
臣
に

な
っ
て
い
た
の
を
辞
し
、
駿
河
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。

次
は
や
は
り
無
記
名
の
一
一
一
月
一
六
日
付
書
簡
。
端
裏
に
は
「
火
中
も
の
」
と
あ

り
、
例
の
身
分
確
定
の
画
策
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
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(
前
略
)
改
姓
之
事
ハ
無
論
差
支
無
之
候
問
、
御
地
ニ
而
宜
御
都
合
ニ
相
成
、

御
地
ニ
勤
続
さ
へ
相
適
候
へ
ハ
十
分
之
事
ニ
候
(
中
略
)
父
兄
朝
臣
相
勤
候
者

も
の
之
体
厄
介
等
御
家
ニ
相
勤
居
候
も
の
い
く
ら
も
い
ま
た
有
之
、
夫
を
今
般

御
改
ニ
相
成
歳
応
も
歎
願
い
た
し
其
身
ニ
も
不
正
之
事
無
之
上
ニ
も
御
用
ひ
無

之
候
而
者
実
以
い
た
し
方
無
之
、
扱
其
一
段
と
相
成
候
而
者
兼
而
素
意
を
立
御

領
地
内
ニ
而
産
業
を
営
、
生
活
を
立
る
之
外
無
之
、
時
あ
ら
ハ
又
御
用
ひ
相
成

問
敷
も
難
望
候
問
、
脇
眼
も
不
振
断
然
と
意
ハ
据
置
、
翌
日
御
免
相
成
候
迄
も

精
勤
罷
在
候
様
い
た
し
度
存
候
(
中
略
)
一
身
浮
沈
ニ
拘
る
場
合
を
以
陸
頭

又
者
其
以
下
之
方
々
江
能
々
御
迫
り
申
上
候
へ
ハ
ケ
様
々
々
と
の
論
も
あ
り
斯

す
れ
ハ
可
也
、
道
も
附
可
申
と
欺
、
随
分
お
さ
へ
候
談
し
ニ
も
必
渉
る
も
の
ニ

候
へ
と
も
左
様
之
申
越
も
無
之
故
、
思
慮
分
別
之
付
方
ニ
も
当
惑
い
た
し
、
唯

一
筋
ニ
陸
軍
局
計
之
論
計
二
も
無
之
、
御
勘
定
所
向
等
文
官
之
向
ニ
も
其
許
同

様
之
身
分
之
も
の
も
有
之
、
夫
ハ
と
ふ
い
ふ
始
末
ニ
成
、
是
ハ
ケ
様
之
事
ニ
而

御
免
相
成
、
又
者
勤
続
ニ
栢
成
候
た
と
歎
無
之
候
而
者
勘
弁
之
次
第
も
無
之
、

当
惑
い
た
し
申
候
、
一
沼
津
ニ
者
御
人
も
駿
府
よ
り
少
く
ニ
而
可
有
之
、
且
又

親
類
縁
者
も
無
之
段
ハ
御
頭
向
ニ
も
御
承
知
之
事
と
存
候
ニ
付
、
頭
衆
内
々
之

差
合
を
以
府
中
迄
罷
越
候
様
ニ
者
相
成
間
敷
哉
、
其
儀
相
適
候
ハ
、
北
角
佐
藤

又
者
伊
佐
依
固
な
と
へ
罷
出
、
扱
斯
々
実
以
思
慮
ニ
も
余
候
段
申
陳
候
へ
ハ
御

実
談
被
下
事
と
存
候
(
後
略
)

朝
臣
の
子
弟
が
い
か
に
藩
内
で
確
実
な
身
分
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
相
変

わ
ら
ず
悩
ん
で
い
る
。
陸
軍
局
所
属
の
隼
輔
ば
か
り
で
な
く
、
文
官
の
例
も
含
め
れ

ば
同
様
の
立
場
の
者
は
他
に
も
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
は
勤
続

が
認
可
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
は
認
可
さ
れ
な
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
困
惑
し

て
い
る
。
せ
め
て
、
沼
津
で
は
な
く
駿
府
に
転
地
で
き
れ
ば
、
北
角
・
佐
藤
・
伊
佐

と
い
っ
た
親
類
・
知
人
を
頼
り
に
で
き
る
の
で
あ
る
が
と
、
場
所
の
悪
さ
も
悩
み
の

種
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
引
用
し
な
か
っ
た
部
分
で
は
、
改
姓
だ
け
で
済
ま
せ
る

こ
と
を
第
一
案
、
北
角
家
厄
介
と
な
り
総
領
除
き
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
を
第
二
案
、

家
臣
の
列
を
離
れ
領
内
で
産
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
第
三
案
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
自
分
之
身
分
者
い
ま
た
朝
臣
と
申
ニ
者
無
之
、
其
訳
者
奉
願
鎮
将
府
ニ
被

出
候
も
の
ハ
則
王
臣
ニ
而
先
前

御
家
ニ
而
頂
戴
来
候
高
を
被
下
相
成
候
事
ニ
候
、

自
分
こ
と
き
不
奉
願
有
職
之
ま
、
御
仕
方
相
成
候
も
の
ハ
御
家
之
人
ニ
も
無
之

臣
ニ
も
無
之
趣
ニ
付
、
夫
等
之
事
も
相
心
得
、
御
歎
き
之
一
端
ニ
可
被
致
、
在
職
御

免
相
成
候
上
ニ
者
王
臣
之
小
普
請
ニ
者
無
之
、
全
浮
浪
之
人
ニ
相
成
候
事
ニ
有
之
」

と
、
岩
一
郎
自
身
の
身
分
も
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
手
紙

の
末
尾
で
は
、
朝
臣
の
弟
で
新
番
組
に
雇
用
さ
れ
た
三
名
の
実
名
を
挙
げ
、
参
考
例

と
し
て
伝
え
て
い
る
。

悩
み
つ
づ
け
た
隼
輔
の
身
分
問
題
で
あ
る
が
、

一
二
月
中
に
は
解
決
を
見
た
よ
う

で
あ
る
。
年
欠
で
は
あ
る
が
二
年
(
一
八
六
九
)
正
月
八
日
付
と
推
定
さ
れ
る
無
記

名
書
簡
に
、
「
其
許
身
分
相
定
、
寒
以
難
有
御
事
ニ
候
問
、
此
上
精
勤
相
励
、
柳
た

り
と
も
不
正
之
儀
無
之
様
可
被
致
候
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
決
着
の
し
方
だ
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
一
月
か
ら
二
一

月
に
か
け
て
は
沼
津
兵
学
校
で
教
授
陣
の
任
命
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
た
ぶ
ん

隼
輔
は
調
馬
方
を
拝
命
し
、
藩
士
と
し
て
の
正
式
な
身
分
が
確
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
は
三
月
三
日
付
、
や
は
り
無
記
名
、
年
欠
で
あ
る
が
、
二
年
で
あ
ろ
う
。

(
前
略
)
竹
垣
和
州
之
子
息
、
名
前
不
存
、
此
方
昨
夜
高
木
へ
止
宿
、
今
朝
独

歩
ニ
而
出
立
、
沼
津
行
之
由
ニ
付
御
頼
申
候
事
ニ
御
座
候
、
御
独
歩
と
ハ
感
服

之
事
也
(
中
略
)
露
木
貫
三
郎
事
神
奈
川
属
訳
官
江
今
日
仕
出
被
申
渡
相
成
申

候
、
月
給
之
所
い
ま
た
相
知
不
申
候
(
中
略
)
英
学
大
分
能
出
来
申
候
、
漢
学

も
相
応
、
手
跡
も
能
ま
と
ま
り
申
候
、
二
十
一
才
ニ
者
都
而
能
出
来
申
候
(
後

略
)

引
用
部
分
は
、
頼
も
し
く
優
秀
な
若
者
を
見
た
こ
と
を
報
じ
る
も
の
で
あ
り
、
同

年
輩
の
息
子
に
対
し
刺
激
を
与
え
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
「
昨
日
途
中
ニ
而
小
野
某
、

元
栗
本
之
侍
也
、
面
会
、
軍
務
官
ニ
相
勤
居
由
、
宜
と
申
伝
言
ニ
候
」
と
あ
る
の
は
、

栗
本
鋤
雲
の
家
臣
か
ら
幕
臣
と
な
っ
た
小
野
義
三
郎
(
函
館
大
経
)
の
こ
と
で
あ
り
、

召
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沼
津
兵
学
校
を
離
れ
、
政
府
軍
務
官
に
出
仕
し
た
こ
と
を
元
同
僚
で
あ
る
隼
輔
に
伝

え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
年
の
三
通
目
は
、
年
欠
で
あ
る
が
「
隼
輔
殿
平
安
父
・
6
」
と
記
さ
れ

た
四
月
一
四
日
付
邑
即
で
あ
る
。
「
大
君
」
す
な
わ
ち
徳
川
家
達
が
六
日
に
東
京
赤

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]・…樋口雄彦

坂
の
館
に
到
着
し
た
こ
と
、
途
中
程
ケ
谷
宿
で
酒
井
権
兵
衛
(
御
小
姓
)
に
会
っ
た

こ
と
な
ど
を
報
じ
る
。
家
達
に
従
っ
た
奥
向
や
目
付
な
ど
の
役
人
に
も
、
「
大
分
断

髪
之
方
」
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
其
許
も
今
之
体
ニ
而
可
然
候
、
権

兵
衛
殿
之
様
ニ
髪
の
あ
ま
り
立
ぬ
よ
ふ
い
た
し
度
」
な
ど
と
、
息
子
の
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
に
対
し
て
も
注
文
を
付
け
る
。
ま
た
、
「
鳥
居
八
十
五
郎
殿
一
昨
日
被
参
拝
面

(
中
略
)
開
成
所
三
等
官
之
教
授
ニ
被
召
候
趣
候
処
、
御
断
被
申
上
、
御
養
父
者

田
安
殿
御
附
ニ
被
成
候
由
、
八
十
五
郎
殿
も
横
浜
も
の
と
も
い
ま
た
御
治
定
な
き
体
、

頗
才
子
も
世
之
変
に
依
も
御
気
之
毒
千
万
被
存
候
」
と
、
息
子
に
横
浜
語
学
所
で
の

同
窓
、
酒
井
清
(
鳥
居
八
十
五
郎
)
の
近
況
を
伝
え
て
い
る
。

差
出
人
は
な
い
が
、
「
隼
輔
殿
」
宛
、
七
月
五
日
併
の
も
の
が
次
で
あ
る
。
「
知
藩

知
事
被
為
蒙
仰
、
恐
悦
之
御
事
」
と
あ
る
の
は
、
二
年
六
月
一
七
日
徳
川
家
達
が

静
岡
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
「
小
野
儀
三
郎
へ
頼
越
候
由
之
書
状
者

唯
今
以
相
届
不
申
候
、
同
人
養
父
横
浜
ニ
者
居
不
申
歎
」
云
々
と
あ
り
、
函
館
大
経

が
ま
た
登
場
す
る
。
「
勤
番
之
衆
向
々
近
々
生
計
手
詰
ニ
相
成
、
困
苦
と
及
承
候
、

就
市
も
其
許
な
と
何
之
功
労
も
な
く
勤
仕
罷
在
難
有
事
ニ
候
、
厚
心
懸
文
学
武
芸
と

も
出
精
可
被
致
、
追
々
年
と
り
候
而
者
出
来
不
申
候
、
唯
今
肝
要
之
事
ニ
候
」
と
、

生
活
に
困
窮
す
る
無
役
の
勤
番
組
に
対
し
、
恵
ま
れ
た
立
場
で
あ
る
こ
と
を
あ
り
が

た
く
思
い
、
学
問
・
武
芸
に
精
励
す
る
よ
う
訓
示
す
る
。
「
芳
村
錠
太
郎
J
書
状
落

手
、
返
書
ハ
今
便
不
差
出
候
問
、
宜
御
申
通
可
有
之
候
、
住
居
向
繕
図
差
越
有
之
候

心
切
之
段
厚
謝
入
置
可
被
申
候
、
立
派
な
る
住
居
と
存
候
」
と
あ
る
の
は
、
後
の
軍

事
俗
務
介
で
兵
学
校
の
管
理
部
門
の
担
当
者
で
あ
っ
た
芳
村
重
尭
(
錠
太
郎
)
が
、

隼
輔
の
住
居
の
図
面
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
で
あ
ろ
う
。

次
は
九
月
二
日
付
、
無
署
名
書
(
船
で
あ
る
。
「
此
程
御
扶
持
増
之
御
書
付
出
候
よ

し
承
知
、
難
有
御
事
と
存
候
、
其
許
ハ
右
之
中
ニ
入
候
哉
如
何
、
若
入
候
ハ
、
無
勿

体
不
心
得
之
様
い
た
し
度
存
候
」
と
あ
る
の
は
、
二
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
静
岡
藩

士
の
扶
持
米
増
加
措
置
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
で
は
、
「
お
の
ふ
」
と
い
う
女

性
が
初
め
て
登
場
し
、
一
六
日
に
横
浜
出
立
、
一
九
日
沼
津
着
と
い
う
予
定
を
伝
え

て
い
る
が
、
後
で
わ
か
る
よ
う
に
「
お
の
ふ
」
と
は
隼
輔
の
妻
で
あ
る
。
す
で
に
結

婚
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
身
分
問
題
が
落
ち
着
き
、
隼
輔
は
こ
の
時
期
に

な
り
漸
く
妻
を
沼
津
に
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
は
父
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
星
野
金
兵
衛
と
い
う
人
物
の
、
九
月
二
三
日
付

書
(
舶
で
あ
る
。
「
昨
春
瓦
解
以
来
四
方
へ
散
敷
」
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
治
二
年

書
簡
と
わ
か
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
宛
名
が
「
伊
藤
隼
一
様
」
と

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
隼
輔
(
隼
助
・
隼
之
助
)
と
い
う
名
前
は
、
「
輔
」
と
い

う
百
官
名
に
由
来
す
る
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
年
七
月
の
政
府
布

達
に
も
と
づ
き
、
た
ぶ
ん
同
月
下
旬
、
「
隼
こ
と
改
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
き
て
、

星
野
と
い
う
人
物
は
、
「
田
安
藩
と
罷
成
」
と
あ
る
の
で
、
静
岡
藩
士
で
は
な
い
が
、

旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
習
字
本
の
揮
毒
を
依
頼
し
た
ら
し
い
。
「
尊
所
様
ニ
者
当
時

学
校
御
世
話
之
御
役
ニ
候
哉
、
定
而
御
上
達
御
立
派
成
事
と
奉
存
候
」
と
、
隼
一
の

立
場
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

次
の
ま
働
は
、
上
部
の
破
損
が
ひ
ど
く
、
日
付
も
二
五
日
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

短
い
手
紙
で
あ
り
、
紹
介
す
る
ほ
ど
の
内
容
も
な
い
。
し
か
し
、
「
伊
藤
隼
一
殿
静

伊
藤
岩
一
郎
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
年
七
月
以
降
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
岩
一
郎
と
い
う
父
親
の
名
前
が
現
れ
る
最
初
?
の
書
簡
で
あ

る
。
こ
こ
で
岩
一
郎
の
前
歴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

伊
藤
岩
一
郎
(
富
札
)
は
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
時
点
で
は
下
回
奉
行
支
配

調
役
並
で
あ
り
、
後
に
神
奈
川
奉
行
所
に
転
じ
た
ら
し
い
。
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
一
一
一
月
時
点
で
は
神
奈
川
奉
行
支
配
調
役
で
あ
り
、
後
に
組
頭
に
進
ん
だ
。
勤

務
地
の
地
の
利
・
人
脈
を
活
か
し
、
息
子
を
横
浜
語
学
所
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

維
新
後
は
新
政
府
に
仕
え
、
神
奈
川
奉
行
所
か
ら
引
続
き
神
奈
川
府
・
神
奈
川
県
に

安
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勤
務
し
、
弁
務
補
(
元
年
一
一
月
二
三
日
)
・
弁
務
(
二
年
正
月
八
日
)
・
少
参
事

(
一
一
月
一
四
日
)
・
権
典
事
(
五
年
八
月
一
四
日
)
と
歴
任
し
、
明
治
六
年
(
一
八

七
三
)
六
月
一

O
日
に
は
紙
幣
寮
九
等
出
仕
に
転
じ
て
い
説
。
明
治
三
年
正
月
・
五

月
・
九
月
に
は
「
少
参
事

横
浜
弁
務

伊
藤
岩
一
郎
」
と
の
肩
書
き
で
、
同
僚
の

高
木
久
成
(
茂
久
左
衛
門
)
と
と
も
に
久
能
山
東
照
宮
に
御
膳
料
を
献
納
し
て
い
る

事
実
も
あ
り
、
旧
主
徳
川
家
に
対
す
る
敬
慕
の
念
は
厚
か
っ
た
よ
う
だ
。

明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
の
最
初
の
書
簡
は
、
三
月
五
日
付
の
も
の
で
あ
(
日
。
年

欠
で
は
あ
る
が
、
「
隼
一
殿
無
異
岩
一
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
お
の
ふ
不
快

如
何
欺
、
大
事
之
事
養
生
方
専
一
ニ
可
被
致
候
」
と
、
嫁
の
健
康
に
気
遣
い
を
見
せ

る
一
方
、
「
手
習
不
精
と
見
受
申
候
、
誤
字
無
之
様
認
方
可
被
致
候
」
と
、
隼
一
に

対
す
る
訓
戒
も
忘
れ
な
い
。
な
お
、
一
二
年
三
月
末
に
発
行
さ
れ
た
「
静
岡
御
役
人

附
」
に
は
、
沼
津
兵
学
校
の
「
生
徒
」
(
資
業
生
と
は
違
う
)
と
し
て
一
五
名
の
名

前
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
伊
藤
隼
人
」
と
い
う
人
物
が
い
る
が
、
閉
じ
名
簿
の

調
馬
方
の
箇
所
に
は
「
伊
藤
隼
こ
の
名
が
あ
る
の
で
、
別
人
で
あ
ろ
う
。

次
は
「
隼
一
殿
平
安
父
J
」
と
あ
る
四
月
一
二
日
付
の
書
(
即
応
。
お
の
ぶ
の
病

気
に
関
し
、
「
半
年
計
も
此
地
江
相
越
、
西
洋
人
治
療
を
受
候
方
欺
」
な
ど
と
、
横

浜
で
の
治
療
の
検
討
を
助
言
す
る
。
ま
た
、
「
仏
人
ヒ
ラ
ン
」
か
ら
、
昇
進
し
た
こ

と
を
隼
一
へ
吹
聴
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ
、
官
名
を
書
い
た
メ
モ
を
渡
さ
れ
た
と

い
う
。
「
ヒ
ラ
ン
風
聴
之
康
、
古
弟
子
之
訳
な
る
故
如
斯
、
情
寒
感
侃
な
る
も
の
と

存
候
、
況
乎
御
国
人
ニ
お
ゐ
て
師
弟
之
問
者
親
ミ
厚
カ
ラ
子
ハ
な
ら
ぬ
も
の
と
存

候
」
と
あ
る
の
は
、
外
国
人
の
師
弟
聞
の
親
密
さ
に
感
動
し
、
日
本
人
も
こ
う
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
ヒ
ラ
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧

問
団
の
一
員
ピ
ユ
ラ
ン
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
隼
一
に
と
っ
て
は
横
浜
語
学
所
で
の
思

師
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
で
は
、
自
分
が
若
い
頃
嘘
を
つ
い
た
こ
と
で

失
敗
し
た
例
を
出
し
、
「
其
許
J
も
折
節
ウ
ソ
ら
し
き
事
と
お
ほ
し
き
事
相
見
候
問
、

此
後
堅
相
止
、
何
カ
ラ
何
迄
あ
り
の
ま
、
な
る
を
貴
く
と
知
る
へ
し
」
と
、
誠
め
て

い
る
。

次
の
四
月
二
五
日
付
書
舶
に
は
、
「
隼
一
殿
江
無
事
」
と
あ
る
が
差
出
人
名
は
な

い
。
鵜
沢
直
太
郎
(
光
先
、
馬
乗
下
役
並
か
ら
沼
津
兵
学
校
俗
務
生
徒
と
な
る
)
が

東
京
か
ら
来
て
一
泊
し
て
い
っ
た
こ
と
、
藤
枝
在
住
三
等
勤
番
組
島
田
京
ゴ
一
郎
に
書

状
を
託
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
静
岡
藩
内
と
東
京
・
横
浜
の
間
で
人
の
往
来
が

頻
繁
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

3 

静
岡
学
問
所
教
捜

(
閃
)

五
月
二
七
日
付
書
簡
は
前
欠
で
、
差
出
人
・
宛
名
も
な
い
が
、
こ
の
間
、
隼
一
の

身
の
上
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
農
家
寺
院
な
と
の
内
御

見
立
旅
宿
被
成
候
方
可
然
、
北
角
君
へ
能
御
相
談
可
有
之
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
隼

一
が
転
住
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
別
の
書
簡
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
先
取
り
し
て
言

え
ば
、
沼
津
か
ら
静
岡
へ
移
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
静
岡
で
の
新
た
な
住
居

の
選
定
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
長
田
君
へ
も
其
中
御
礼
状
可
差
出
候

得
と
も
今
使
者
不
差
上
、
宜
御
礼
申
伝
可
有
之
候
」
と
は
、
隼
一
の
移
転
に
関
し
、

横
浜
語
学
所
の
同
窓
長
田
鮭
太
郎
(
静
岡
学
問
所
二
等
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
担
当
)

が
何
ら
か
の
協
力
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
、
隼
一
は
沼
津

兵
学
校
か
ら
静
岡
学
問
所
へ
転
勤
し
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
親
類
が
住
む

静
岡
へ
の
転
住
を
希
望
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
の
で
、
転
勤
希
望
が
か
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
日
下
寿
(
横
浜
語
学
所
出
身
・
静
岡
学
問
所
五
等
教
授
)
が
岩
一
郎

に
土
産
を
持
参
し
た
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
転
勤
に
関
連
す
る
動
き
で
あ
ろ
う
か
。

次
の
八
月
一
六
日
付
書
簡
も
無
記
名
。
「
其
許
儀

君
辺
江
罷
出
候
儀
、
深
々
難

御
相
手
申
上
候
事
」
云
々
と
い
う
文
面
か
ら
、
隼
一
が
藩
主
徳
川

家
達
の
馬
の
稽
古
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
浅
草
観
音

の
神
馬
堂
や
、
馬
術
が
上
達
す
る
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
横
浜
在
鶴
見
村
の
寺
尾
稲

荷
(
馬
場
稲
荷
社
)
な
ど
へ
献
金
を
依
頼
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も

職
務
の
無
事
遂
行
を
祈
願
し
て
で
あ
ろ
う
。
「
江
連
様
小
学
校
頭
取
被
命
候
由
、
大

ニ
御
歓
申
候
、
少
年
之
頃
J
好
学
、
日
目
平
お
ゐ
て
勤
学
セ
ら
れ
候
御
人
ニ
有
之
、

有
事
」
、
「
御
馬
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呉
々
御
悦
申
上
候
、
山
本
眠
雲
書
跡
教
授
被
命
由
、
是
も
大
ニ
よ
ろ
し
、
古
シ
エ
ハ

青
木
半
蔵
之
門
人
、
侍
明
院
流
能
被
書
、
其
後
男
谷
忍
斎
門
人
ニ
相
成
、
夫
故
忍
斎

風
も
折
々
相
見
申
候
、
学
問
も
昌
平
ニ
而
甲
科
ニ
成
、
宝
蔵
院
流
之
槍
を
能
遣
ひ
立

派
成
免
許
以
上
之
人
、
文
武
と
も
能
あ
る
め
つ
ら
し
き
人
ニ
有
之
候
」
と
、
静
岡
小

学
校
頭
取
江
連
尭
則
、
教
授
山
本
眠
雲
と
い
っ
た
人
物
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
赴
任
地
で
役
立
つ
よ
う
な
人
物
情
報
を
息
子
に
与
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
江

連
が
頭
取
に
任
命
さ
れ
た
の
は
三
年
七
月
八
日
で
あ
(
加
。
「
独
乙
仏
之
戦
争
ハ
独
乙

之
方
勝
し
由
」
な
ど
と
記
し
、
新
聞
を
通
じ
て
知
っ
た
国
際
情
報
を
伝
え
た
り
、
隼

一
か
ら
注
文
さ
れ
た
極
上
の
石
筆
を
買
い
整
え
、
送
っ
た
り
し
て
い
る
の
も
、
横
浜

在
住
者
ら
し
い
役
割
で
あ
る
。

八
月
二
七
日
(
併
に
は
「
隼
一
殿
平
安
」
と
の
み
記
す
。
「
字
仏
之
新
聞
少
々
之
入

耳
ニ
候
へ
と
も
宮
田
迄
申
遣
候
問
、
同
人
J
御
聞
取
可
有
之
候
」
と
あ
り
、
隼
一
は

普
仏
戦
争
の
成
り
行
き
に
か
な
り
関
心
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
。

次
の
九
月
二
六

1
併
に
は
「
隼
一
殿
無
異
父
，
g
」
と
あ
る
。
「
島
田
徳
太
郎

と
申
御
人
、
二
一
浦
亡
栄
五
郎
甥
之
由
、
今
般
尋
被
参
申
候
」
「
其
許
と
同
寮
之
趣
、

別
而
な
つ
か
し
く
覚
申
候
」
と
、
来
訪
し
た
静
岡
学
問
所
の
同
僚
島
田
豊
(
徳
太

郎
・
主
善
、
五
等
教
授
・
英
語
担
当
)
と
の
面
会
の
よ
う
す
を
伝
え
る
。
先
に
注
文

さ
れ
て
い
た
石
筆
一
一
一
本
を
送
る
の
で
、
北
角
久
次
郎
、
同
賢
人
郎
、
佐
藤
巳
之
助
、

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]…・樋口雄彦

隼
一
で
分
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
北
角
・
佐
藤
と
も
親
類
で
あ
る
。
「
長
田
圭

太
郎
」
(
鮭
太
郎
)
に
も
何
か
届
け
物
を
頼
ん
で
い
る
。
「
大
久
保
元
紀
州
死
去
之
趣

御
申
越
承
知
、
落
涙
い
た
し
申
候
」
と
あ
る
が
、
岩
一
郎
の
元
上
司
、
神
奈
川
奉
行

を
つ
と
め
た
大
久
保
忠
宣
(
紀
伊
守
)
は
彰
義
隊
に
加
わ
り
、
す
で
に
戦
死
し
て
い

る
の
で
、
明
治
三
年
八
月
一
七
日
没
の
大
久
保
樫
軒
(
忠
恕
・
豊
後
守
・
主
膳
正
、

の
こ
と
を
勘
違
い
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
の
一

O
月
一
五
日
付
書
(
舶
は
綴
に
さ
れ
た
長
い
も
の
で
あ
る
。

静
岡
へ
引
移
し
後
職
務
多
忙
ニ
申
越
候
事
屡
々
な
れ
と
貴
地
よ
り
被
参
候
人
も

静
岡
藩
少
参
事
)

多
承
る
に
拾
人
之
内
三
人
ハ
申
越
の
こ
と
く
多
忙
と
い
ふ
、
七
人
者
多
忙
ニ
者

相
違
無
之
候
へ
と
も
職
務
之
外
我
一
身
之
た
め
習
学
之
い
と
ま
ハ
あ
り
と
開
し

(
中
略
)
師
を
撰
み
芸
を
み
か
く
ハ
人
事
上
ニ
不
可
欠
之
品
ニ
有
之
、
経
史
を

読
、
武
芸
ハ
何
欺
な
け
れ
ハ
終
ニ
物
之
決
断
わ
る
き
も
の
ニ
有
之
、
必
可
晴
事

ニ
当
今
之
世
体
ニ
而
者
物
の
入
費
も
不
懸
身
体
を
治
め
守
る
に
ハ
柔
術
居
合
之

内
一
芸
極
め
お
き
可
申
候
(
中
略
)
駿
地
引
移
以
来
御
奉
公
も
勤
続
、
寒
難
有

事
ニ
而
第
二
等
之
士
族
中
ニ
立
交
り
居
候
ハ
何
之
徳
た
る
哉
、
能
々
考
ひ
可
被

見
事
ニ
候
(
中
略
)
遠
国
四
方
ニ
親
子
兄
弟
散
居
之
頃
、
西
洋
人
わ
か
姿
を

月
々
な
と
に
写
真
に
し
て
送
る
情
の
厚
も
の
ニ
有
之
、
去
ル
頃
久
須
美
佐
渡
守
、

大
坂
町
奉
行
、
惣
領
権
兵
衛
、
御
日
付
、
次
男
豊
田
藤
之
進
、
飛
騨
郡
代
、

銘
々
別
居
、
月
六
畳
之
書
状
ニ
双
方
日
記
の
取
替
セ
、
晴
雨
者
勿
論
勤
惰
人
の

出
入
、
書
を
よ
み
歌
を
詠
し
候
事
迄
も
つ
く
せ
る
日
記
を
遣
り
取
と
申
事
聞
ケ

り
、
情
あ
る
中
ニ
家
事
取
締
向
万
端
ま
と
ま
り
候
事
と
お
も
は
れ
申
候
、
親
兄

弟
之
処
、
斯
な
る
も
美
な
る
事
也
(
中
略
)
御
前
御
稽
古
ニ
罷
出
候
儀
、
無
勿

体
ほ
と
の
難
有
き
事
(
中
略
)
一
説
ニ
者
御
稽
古
ニ
罷
出
候
事
を
ほ
こ
り
気
存

居
候
故
ニ
学
校
中
ニ
に
く
み
を
受
居
候
欺
ニ
承
知
、
実
ニ
先
ハ
驚
入
、
且
い
か

に
も
あ
き
ま
し
く
こ
、
地
と
存
候
、
左
様
の
こ
、
ろ
て
御
稽
古
申
上
候
様
ニ
而

万
々
恐
入
候
事
ニ
付
、
勘
弁
い
た
し
御
免
相
願
可
申
候
様
ニ
存
候
(
中
略
)

学
校
中
之
人
々
ニ
も
能
思
は
れ
不
申
候
両
者
一
己
之
上
も
立
か
ね
可
申
候
、
神

か
け
仏
に
誓
ひ
て
も
早
々
相
改
可
申
一
事
ニ
候
(
後
略
)

記
名
は
な
い
が
、
例
に
よ
っ
て
岩
一
郎
が
隼
一
へ
訓
戒
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

多
忙
を
理
由
に
勉
強
を
サ
ボ
っ
て
い
る
こ
と
、
父
へ
の
書
信
を
怠
る
こ
と
、
藩
主

の
相
手
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
を
自
慢
し
、
学
校
内
で
憎
ま
れ
て
い
る
と
い
う
噂
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
、
厳
し
く
た
し
な
め
て
い
る
。
遠
く
離
れ
て
生
活
す
る
家
族
に

と
っ
て
、
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
西
洋
人
や
久
須
美
佐
渡
守
一
家
の

例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
説
明
す
る
。
文
武
両
道
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
漢
学
の

重
要
性
も
説
い
て
お
り
、
「
西
の
海
の
そ
の
国
ふ
り
に
唐
に
し
き
か
さ
ね
着
せ
ハ
や

色
の
は
ゆ
ら
ん
」
と
い
う
和
歌
も
書
き
添
え
た
。
年
若
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
注
入
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さ
れ
た
隼
一
は
、
漢
学
の
素
養
に
は
欠
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

(
日
)

書
簡
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
書
付
が
あ
る
。

学
校
懸
江

五
等
教
授

伊
東
隼

右
、
兵
部
省
よ
り
御
用
召
ニ
付
、
相
達
儀
有
之
候
問
、
明
廿
一
日
四
時
藩
庁
江

可
被
差
出
候

十
月
廿
日

こ
れ
に
よ
り
、
隼
一
が
静
岡
学
問
所
五
等
教
授
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
彼
に
、
明
治
三
年
一

O
月
、
政
府
兵
部
省
か
ら
出
仕
命
令
が
下
っ
た
ら
し
い
の

で
あ
る
。
こ
の
徴
命
に
は
応
じ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

次
の
書
簡
は
無
記
名
。
閏
月
と
あ
る
の
で
、
閏
一

O
月
三
日
(
前
で
あ
る
。

(
前
略
)
動
向
之
儀
も
五
等
教
授
本
文
、
御
馬
御
相
手
者
加
役
也
、
加
役
之
方

ハ
冥
加
と
心
得
可
罷
在
、
本
職
之
方
怠
り
あ
り
て
ハ
不
相
成
、
冥
加
御
奉
公
之

方
之
冥
加
と
し
て
本
職
之
方
、
人
並
よ
り
割
増
ニ
出
精
い
た
し
不
申
候
而
ハ
不

相
成
、
御
馬
御
相
手
ニ
罷
出
候
故
ニ
別
而
自
分
御
心
配
い
た
し
申
候
、
こ
冶
ろ

に
か
け
祈
も
誓
も
し
て
不
調
法
無
之
様
い
た
し
、
本
職
者
十
弐
分
も
余
計
ニ
勉

学
い
た
し
候
様
可
被
致
候
、
人
並
ニ
朝
起
き
人
並
ニ
夜
寝
い
た
し
候
而
者
人
並

ニ
も
不
至
、
人
並
を
は
つ
れ
昼
夜
勤
行
無
之
候
而
者
追
々
歳
も
か
さ
ね
候
問
、

弐
十
五
歳
迄
が
物
の
成
就
、
今
や
殆
其
歳
齢
ニ
も
ち
か
し
、
お
く
れ
ま
し
く
と

一
途
ニ
痛
心
勉
学
可
有
之
(
後
略
)

い
つ
も
の
叱
陀
激
励
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
手
紙
の
一
番
の
眼
目
は
、
先
に

送
っ
た
石
筆
の
件
で
あ
る
。
隼
一
は
、
父
の
指
示
通
り
に
配
分
せ
ず
、
勝
手
な
判
断

で
送
り
先
を
別
の
親
戚
に
変
更
し
渡
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
岩
一
郎
は
そ
れ
を
知

り
激
し
く
怒
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
北
角
ハ
我
縁
者
、
其
許
か
騎
兵
所
勤
中
も

同
家
へ
ハ
参
居
続
居
、
今
ハ
其
許
ニ
者
宮
因
縁
者
、
此
か
た
ハ
お
の
ふ
之
里
な
り
」

云
々
と
い
う
一
節
か
ら
、
北
角
家
は
岩
一
郎
の
妻
の
実
家
、
宮
田
家
は
隼
一
の
妻
お

の
ぶ
の
実
家
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
伊
藤
隼
一
殿
平
安

伊
藤
岩
一
郎
」
と
珍
し
く
フ
ル
ネ
l
ム
が
記
さ
れ
て
い

一
一
月
一
一
一
日
付
書
簡
で
あ
る
。
「
長
田
君
よ
り
御
申
越
候
成
島
君
同
居

之
儀
」
を
断
り
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
長
田
鮭
太
郎
か
ら
、
成
島
謙
吉
(
静
岡

る
の
は
、

学
問
所
五
等
教
授
・
横
浜
語
学
所
出
身
)
を
横
浜
の
岩
一
郎
宅
に
同
居
さ
せ
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
成
島
は
長
田
の
実
弟
、
柳
北
の
養
子
で
あ
り
、
横

浜
遊
学
を
希
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
病
気
の
「
祖
父
上
様
」
を
か
か
え
て
お
り
、
永

井
・
能
勢
と
い
っ
た
他
の
親
戚
か
ら
の
同
居
希
望
も
断
っ
て
い
る
手
前
、
気
の
毒
な

が
ら
長
田
の
依
頼
も
断
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
祖
父
上
様
と
は
、
四
年
二
月
一
八

日
に
亡
く
な
る
岩
一
郎
の
父
富
蔵
(
伊
藤
家
六
代
)
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
隼
一
殿
岩
一
郎
」
と
記
さ
れ
た
、
一
一
月
一
九
日
付
書
即
も
、
「
成
島
体
事

同
居
之
儀
」
を
長
田
に
断
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
成
島
柳
北
の
添
状
を
、
鈴
木

方
に
寓
居
し
て
い
る
平
山
成
一
郎
(
成
信
)
が
持
参
し
た
と
あ
る
。
平
山
は
静
岡
学

問
所
生
徒
で
あ
り
、
当
時
横
浜
へ
遊
学
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
馬
具
師
松

五
郎
、
今
十
九
日
一
色
摂
州
御
供
之
内
江
加
入
相
願
、
当
地
差
立
申
候
、
着
之
上
者

其
許
旅
宿
江
止
宿
之
儀
頼
入
申
候
」
と
あ
る
の
は
、
八
月
一
六
日
付
書
簡
に
も
登
場

し
た
東
京
本
所
二
丁
目
の
馬
具
師
松
五
郎
が
隼
一
方
を
訪
問
す
る
と
の
件
で
あ
る
。

幕
府
騎
兵
方
以
来
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
松
五
郎
は
藤
枝
在
の
伊

佐
氏
ま
で
行
く
予
定
だ
と
の
こ
と
。
「
唐
菜
根
株
為
遊
遣
申
候
、
矢
田
堀
江
御
遣
し

可
被
遣
候
、
右
之
品
ニ
市
可
然
哉
君
御
好
ニ
応
し
不
申
候
ハ
、
亦
々
御
申
越
可
被
成

候
」
と
は
、
矢
田
堀
鴻
(
権
少
参
事
・
軍
事
掛
)
か
ら
依
頼
さ
れ
た
西
洋
野
菜
を

送
っ
た
と
の
こ
と
だ
ろ
う
。

「
隼
一
殿
平
安

(ω) 

一
一
一
月
一
日
付
書
簡
は
、
ま
た
ま
た
厳
格
な
岩
一
郎

父，
J
」、

ら
し
い
息
子
宛
の
指
示
を
含
む
。

(
前
略
)
献
本
之
史
記
文
撰
等
、
右
献
上
筋
之
儀
者
其
許
江
者
一
向
為
知
不
申

積
、
其
訳
と
申
候
而
者
御
地
ニ
御
奉
公
罷
在
其
も
の
之
親
よ
り
献
上
も
の
等
仕

候
ハ
若
輩
之
も
の
若
心
取
違
ひ
を
生
し
間
敷
も
難
計
(
中
略
)
右
献
本
無
滞
相
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納
自
然
学
校
御
備
ニ
相
成
、
折
有
而
よ
し
ゃ
見
受
候
而
も
誰
の
上
ケ
候
も
の
歎

知
ら
ぬ
顔
い
た
し
少
し
も
自
分
J
献
上
も
の
な
と
、
を
く
ぴ
ニ
出
し
候
而
も
不

相
成
(
後
略
)

つ
ま
り
、
静
岡
学
問
所
に
書
籍
を
献
上
す
る
つ
も
り
だ
が
、
自
分
の
父
親
が
献
上

し
た
な
ど
と
自
慢
気
に
口
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分

が
、
横
浜
に
立
寄
っ
た
「
駿
地
」
の
人
々
に
茶
を
出
し
て
も
て
な
し
た
り
す
る
の
も
、

お
前
の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
旧
君
江
奉
報
心
地
」
か
ら
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
に
と
釘
を
刺
す
。

4 

伊
藤
半
八
郎

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
に
入
る
と
、
史
料
上
変
化
が
生
じ
る
。
宛
名
が
記
さ
れ

た
書
簡
の
場
合
、
「
隼
こ
で
は
な
く
、
「
半
八
郎
」
宛
に
な
る
の
で
あ
る
。
最
初
は

別
人
か
と
思
い
、
兄
弟
の
名
前
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
文
面
や
そ
の
他

の
文
書
を
検
討
す
る
と
、
隼
一
が
半
八
郎
と
改
名
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
改

名
し
た
こ
と
を
ズ
パ
リ
明
記
す
る
書
簡
や
文
書
は
な
い
が
、
以
下
に
掲
げ
る
三
通
の

文
書
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
根
拠
と
な
る
。

①

伊

藤

半

八

郎

様

木
平
謙
一
郎

従
蔵

中

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]・・ 樋口敏彦

御
用
之
儀
有
之
候
問
、
明
後
十
日
五
半
時
服
紗
袷
麻
上
下
着
用
、
藩
庁
江
可
罷
出

旨
、
黄
村
殿
被
相
達
候
、
此
段
御
達
申
候

四
月
八
日

伊
藤
半
八
郎
江

伊
藤
半
八
郎

兵
部
省
よ
り
別
紙
之
通
被
相
達
候
問
、
大
坂
表
江
罷
越
候
様
可
致
候
事

③
 

② 

辛
未
六
月
二
日
御
達

賀
状

仰
蒙
、
恐
悦
之
儀
ニ
奉
存
候
、
此
上
猶
又
御
出
精

過
日
其
学
校
四
等
教
授
被

追
々
御
昇
進
被
為
候
様
奉
祈
候
、
頓
首

六
月
廿
六
日

鈴
太

半
八
郎
様

①
の
木
平
謙
一
郎
(
譲
)
・
中
従
蔵
は
、
学
校
組
頭
・
同
勤
方
で
あ
り
、
静
岡
学

問
所
の
管
理
部
門
担
当
者
、
向
山
黄
村
は
少
参
事
・
学
校
掛
で
、
学
問
所
の
最
高
責

任
者
の
一
人
で
あ
る
。
②
か
ら
は
、
四
年
六
月
、
前
年
一

O
月
に
も
あ
っ
た
兵
部
省

か
ら
の
徴
命
が
再
度
下
り
、
大
阪
へ
の
出
頭
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
③
は
、

四
等
教
授
へ
の
昇
進
を
祝
う
も
の
で
あ
る
。
隼
一
は
三
年
段
階
で
は
五
等
教
授
だ
っ

た
の
で
、
翌
年
四
等
教
授
に
昇
進
し
た
と
す
れ
ば
、
辻
棲
が
合
う
の
で
あ
る
。
隼
一

と
半
八
郎
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
の
書
簡
の

内
容
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

ま
ず
は
、
三
月
二
九
日
付
で
、
「
伊
藤
半
八
郎
殿
内
用
御
火
中
伊
藤
母
」

と
記
名
が
あ
る
室
御
で
あ
る
。
当
然
岩
一
郎
の
筆
跡
と
は
違
う
。
「
お
の
ふ
」
「
か
い

に
ん
中
」
「
養
生
第
こ
云
々
と
あ
る
の
は
、
懐
妊
中
の
お
の
ぶ
に
対
し
夫
と
し
て

も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
も
の
で
、
半
八
郎
H
隼
一
で
あ
る
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
「
父
上
様
」
は
病
気
を
理
由
に
「
帰
農
」
を
願
い
出
よ
う
と

し
た
が
、
そ
れ
で
は
天
朝
に
対
し
恐
れ
多
い
の
で
、
辞
職
願
に
変
更
し
一
昨
日
提
出

し
た
と
い
う
件
も
報
じ
て
い
る
。
岩
一
郎
は
、
「
其
内
よ
き
人
物
見
立
、
天
朝
御
ゃ

く
ニ
相
立
御
成
養
子
見
立
、
跡
式
遣
し
」
た
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た
ら
し
く
、
静
岡

藩
士
で
あ
る
半
八
郎
(
隼
一
)
と
は
別
に
、
養
子
を
迎
え
朝
臣
と
し
て
の
自
家
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
半
八
郎
の
「
心
底
」
も
考
慮
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
父
の
心
中
を
委
細
伝
え
て
あ
る
「
伊
佐
」
か
ら
も
よ

く
話
を
聞
き
、
「
北
角
佐
藤
宮
文
吉
母
上
」
と
い
っ
た
親
類
と
も
十
分
相
談
し
、
そ

の
是
非
に
つ
い
て
必
ず
返
答
す
る
よ
う
に
と
言
う
。
「
辞
職
願
済
の
上
ハ
来
月
中
ニ

ハ
当
御
役
宅
引
払
、

一
時
か
な
川
在
か
太
田
辺
り
の
内
御
か
り
ず
ま
ひ
ニ
致
」
す
っ

も
り
で
あ
る
と
も
記
す
。

半
八
郎
殿
」
と
あ
る
、
六
月
六
日
付
書
断
。
「
お
の
ふ
事
丈

次
は
、
「
岩
一
郎

ふ
之
由
(
中
略
)
妊
身
中
者
実
大
事
之
儀
、
そ
こ
許
お
ゐ
て
も
動
静
と
も
能
々
御
心
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附
可
有
之
候
」
「
能
い
と
ひ
遣
し
可
被
申
、
無
益
之
婿
痛
な
と
為
起
候
仕
向
ハ
不
宜

事
ニ
候
」
と
あ
る
の
は
、
妊
娠
中
の
お
の
ぶ
に
対
す
る
注
意
を
促
が
し
た
も
の
。
妊

婦
に
は
「
大
学
」
「
六
諭
桁
義
」
と
い
っ
た
書
物
を
少
し
ず
つ
で
も
読
ま
せ
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
一
言
尽
つ
。
「
新
聞
雑
誌
第
壱
第
弐
号
差
遣
申
候
」
と
は
、
四
年
五
月

創
刊
の
「
新
聞
雑
誌
」

の
こ
と
で
あ
る
。
「
当
節
者
林
有
的
，
g
治
療
受
居
候
得
と
も

少
し
も
功
験
も
無
之
」
と
あ
る
の
は
、
岩
一
郎
が
早
矢
仕
有
的
に
病
気
を
看
て
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
早
矢
仕
は
丸
善
の
創
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
書
店
経
営

者
で
、
蘭
方
医
伊
東
玄
朴
の
門
人
で
も
あ
っ
た
。

妊
婦
お
の
ぶ
へ
の
諸
注
意
は
続
く
。
六
月
二
五
日
付
の
「
半
八
郎
殿
江
」
と
あ
る

書
簡
で
あ
る
。
太
田
錦
城
著
「
梧
窓
漫
筆
」
は
、
岩
一
郎
が
熟
読
を
推
奨
す
る
「
名

本
」
だ
っ
た
。
錦
城
は
浜
町
に
住
し
た
が
、
岩
一
郎
も
同
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
錦
城
先
生
と
は
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
息
子
た
ち
は
知
人
だ
っ
た
。

し
か
し
、
錦
城
の
息
子
が
親
に
似
ず
「
無
頼
」
だ
っ
た
と
い
う
話
を
伝
え
聞
い
た
お

の
ぶ
は
、
「
梧
窓
漫
筆
』
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
「
お
悦
」
(
岩
一
郎
の
妻
、

半
八
郎
の
母
の
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
)
に
申
し
出
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
岩

一
郎
は
、
子
ど
も
が
無
頼
で
あ
る
こ
と
と
、
先
生
の
著
作
の
価
値
と
は
無
関
係
で
あ

る
と
指
摘
し
、
改
め
て
同
書
を
薦
め
た
。

次
に
、
差
出
人
・
宛
名
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
六
月
二
六
日
付
の
主
駅
で
あ
る
が
、

筆
跡
か
ら
も
内
容
か
ら
も
岩
一
郎
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
大
坂
江
御

召
之
処
、
御
断
相
成
候
由
、
毎
々
之
事
御
困
却
之
儀
奉
察
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

半
八
郎
は
、
先
に
紹
介
し
た
兵
部
省
か
ら
の
徴
命
、
大
阪
出
頭
命
令
を
断
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
「
過
日
横
浜
，
S
御
封
物
私
方
迄
相
届
候
問
、
樋
口
考
八
郎
へ
付
詫
い
た

し
さ
し
上
申
候
」
と
、
沼
津
駐
在
の
静
岡
藩
軍
事
俗
務
方
樋
口
考
人
郎
の
名
前
が
出

て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
手
紙
の
差
出
人
は
沼
津
在
住
の
誰
か
か
も
し
れ
な
い
。

次
は
、
七
月
一

O
日
付
書
舶
、
記
名
は
な
い
が
岩
一
郎
が
半
八
郎
に
あ
て
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
「
久
次
郎
様
」
が
横
浜
で
の
「
仏
蘭
西
学
」
伝
習
を
希
望
し
て
い
る
が
、

と
り
あ
え
ず
岩
一
郎
宅
に
同
居
さ
せ
た
上
、
良
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
が
見
つ
か
る
ま

で
の
問
、
隣
家
鈴
木
方
で
学
ん
で
い
る
平
山
(
成
信
)
に
師
事
さ
せ
て
は
ど
う
か
と

い
う
趣
旨
の
手
紙
で
あ
る
。
久
次
郎
と
は
、
伊
藤
家
の
親
類
で
あ
り
、
二
一
年
九
月
二

六
日
付
書
簡
に
「
北
角
久
次
郎
」
と
し
て
名
前
が
出
て
き
た
少
年
で
あ
る
。
「
仏
人

之
在
留
も
英
人
と
違
少
く
、
と
ち
ら
ニ
い
た
し
候
而
も
仏
学
者
者
少
な
し
、
今
教
を

受
候
ニ
ハ
仏
学
之
方
宜
趣
ニ
候
ニ
付
、
隣
家
鈴
木
ニ
者
御
地
よ
り
平
山
竹
村
両
人
之

子
息
罷
在
、
シ
ラ
I
ル
と
申
方
へ
日
々
罷
越
、
尤
此
シ
ラ
l
ル
ニ
者
平
山
之
親
御
よ

り
之
国
有
之
候
も
の
事
ニ
而
別
段
な
り
」
と
、
英
学
よ
り
も
仏
学
の
ほ
う
が
希
少
価

値
が
あ
る
こ
と
、
静
岡
藩
士
平
山
・
竹
村
の
二
名
が
横
浜
在
留
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
ジ
ラ
l
ル
に
師
事
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
竹
村
と
は
、
平
山
成
信
の
実

兄
竹
村
本
五
郎
(
静
岡
学
問
所
教
授
世
話
心
得
・
仏
語
担
当
)
で
あ
ろ
う
。
久
次
郎

の
師
と
し
て
は
、
ジ
ラ
l
ル
の
同
僚
で
東
京
の
居
留
地
に
い
る
ア
ン
プ
ル
と
い
う
人

物
が
候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
ボ
ツ
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
尚
尚
書
に
は
、
「
お
の
ふ
産

も
近
寄
万
端
御
心
配
」
云
々
と
あ
り
、
妊
婦
へ
の
注
意
も
忘
れ
て
い
な
い
。

次
は
七
月
一
二
日
付
、
「
半
八
郎
殿
平
安
岩
一
郎
」
と
あ
る
ま
働
。
「
お
の
ふ

事
十
日
朝
第
六
字
出
産
、
男
子
出
生
之
趣
、
殊
格
別
之
安
産
ニ
而
両
人
と
も
丈
夫
之

旨
も
申
越
、
委
細
致
承
知
大
安
心
い
た
し
、
歓
無
極
事
ニ
候
」
と
、
お
の
ぶ
が
無
事

出
産
し
た
こ
と
を
知
り
、
喜
ぶ
内
容
で
あ
る
。
祝
い
と
し
て
「
首
尾
金
魚
一
折
」
と

と
も
に
、
出
産
や
産
着
の
費
用
と
し
て
金
五
両
を
送
る
と
あ
り
、
初
孫
の
誕
生
を
心

か
ら
喜
ん
で
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
「
名
附
」
に
つ
い
て
も
頼
ま
れ
た
ら
し

く
、
近
々
命
名
状
の
本
紙
を
送
る
と
の
こ
と
。
そ
の
一
方
で
、
あ
ま
り
子
ど
も
を
可

愛
が
り
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
の
で
、
老
人
や
賢
者
の
意
見
を
参
考
に
子
育
て
に
取

り
組
む
よ
う
に
と
、
相
変
わ
ら
ず
口
う
る
さ
い
。

八
月
二

O
日
付
は
廃
藩
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
半
八
郎
殿
平
安
」
と
の
み

宛
名
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
「
お
の
ふ
事
も
常
之
通
ニ
肥
立
」
云
々
と
、
嫁
の
体
調

に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
其
許
不
加
減
之
由
、
大
事
ニ
可
被
成
候
(
中
略
)

柏
原
申
談
、
養
生
方
御
工
風
可
有
之
候
」
と
、
半
八
郎
の
健
康
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。
柏
原
と
は
、
静
岡
病
院
医
師
柏
原
学
而
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
村
越
コ
一
造
参
上
、
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其
節
酒
出
し
候
由
大
ニ
宜
、
彼
も
被
悦
候
事
と
存
候
、
同
人
随
分
奇
人
に
て
面
白
人

也
、
剣
法
ニ
妙
を
得
候
た
め
、
同
人
丈
之
忠
義
ハ
尽
し
候
事
と
存
候
、
感
伏
な
る
事

ニ
候
、
一
術
之
妙
ハ
万
術
ニ
通
す
る
と
ハ
御
同
人
な
と
を
き
し
て
い
ふ
な
る
歎
」
と

は
、
神
奈
川
奉
行
所
で
岩
一
郎
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
村
越
コ
一
造
(
相
良

勤
番
組
所
属
)
を
評
し
た
も
の
。
「
伊
佐
へ
も
閑
ニ
相
成
候
事
ハ
コ
一
造
帰
国
之
節
書

状
ニ
申
遣
候
」
と
あ
る
の
は
、
自
分
が
神
奈
川
県
官
吏
を
辞
職
し
た
こ
と
を
伊
佐
新

次
郎
に
も
報
告
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
は
、
い
つ
も
よ
り
小
さ
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
、
八
月
二
四
日
付
、
「
岩
一

郎
」
よ
り
「
半
八
郎
殿
」
宛
書
簡
で
あ
る
。

一
六
日
に
横
浜
を
出
立
、
東
京
の
芳
村

方
へ
転
居
し
た
と
い
う
知
ら
せ
で
あ
る
。
岩
一
郎
は
、
「
東
京
府
貫
属
士
族
」
の
肩

書
と
な
り
、
本
禄
と
し
て
現
米
八
石
八
斗
を
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
「
宮
精
事
英
学

世
話
心
得
御
拝
命
之
由
重
畳
」
と
あ
る
の
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
学
校
御

用
兼
而
御
説
之
洋
書
之
儀
、
最
早
入
津
可
致
と
存
候
、
左
候
ハ
、
木
平
中
両
氏
江
菊

名
よ
り
御
廻
し
申
」
云
々
の
文
面
か
ら
は
、
岩
一
郎
が
静
岡
学
問
所
用
の
洋
書
購
入

を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
従
三
位
様
御
出
京
相
成
而
者
張
合
無
之
精

勤
之
詮
も
無
之
面
白
か
ら
ぬ
世
の
中
と
存
候
ハ
御
書
取
之
御
趣
意
ヲ
体
認
不
致
儀
ニ

而

在
候
こ
と
く
精
勤
可

[大原幽学没後門人と明治の旧幕直]…・・-樋口雄彦

天
の
悪
む
所
也
、
是
を
辛
抱
い
た
し
御
国
ニ
御
雇
被
為

致
」
と
あ
る
の
は
、
廃
藩
に
よ
り
同
月
二
八
日
徳
川
家
達
が
静
岡
を
離
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
先
行
不
透
明
な
中
で
も
腐
る
こ
と
な
く
精
勤
せ
よ
と

の
、
い
つ
も
の
忠
告
で
あ
る
。
「
議
論
な
と
ハ
耳
や
か
ま
し
き
計
に
て
真
の
用
ニ
ハ

足
ら
ぬ
も
の
と
心
得
而
可
也
」
と
い
う
の
も
、
岩
一
郎
ら
し
い
二
百
で
あ
る
。

一
一
月
一
日
付
主
舶
に
は
、
「
半
八
郎
殿
平
安
岩
一
郎
」
と
の
記
名
が
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
「
米
人
ク
ラ
ル
ク
御
一
雇
相
成
就
而
三
島
迄
出
張
被
命
、
少
々
不
加

減
之
由
ニ
者
候
へ
と
も
出
張
い
た
し
候
趣
重
畳
(
中
略
)
右
米
人
博
学
者
之
由
、
何

寄
之
御
事
ニ
候
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
静
岡
学
問
所
が
、
ア
メ
リ
カ
人

E
-
w
・

ク
ラ
l
ク
を
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
招
聴
し
た
際
、
半
八
郎
は
三
島
ま
で
出
迎
え
に

行
く
任
務
を
仰
せ
付
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
学
問
所
の
管
理
責
任

者
に
な
っ
て
い
た
矢
田
堀
鴻
の
日
記
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
他
に
こ
の
書
簡
で
は
、

半
八
郎
の
体
調
が
良
く
な
い
と
の
こ
と
に
対
し
「
柏
原
へ
成
能
御
相
談
」
す
る
よ
う

勧
め
る
と
と
も
に
、
お
の
ぶ
に
つ
い
て
も
「
産
後
一
周
を
経
不
申
内
ハ
閲
分
と
御
心

用
ひ
可
被
成
」
と
、
健
康
に
留
意
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
。
自
分
も
毎
日
「
牛
乳

壱
合
宛
」
を
「
療
用
」
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
横
浜
病
院
の
早
矢
仕
有
的
が
薬
剤

の
調
合
を
誤
り
爆
発
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
、
「
横
浜
役
所
に
変
革
之
廉
」
が
あ
り

旧
知
の
山
口
豊
蔵
・
池
田
庄
三
・
館
野
金
太
郎
ら
が
免
職
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
記

し
た
後
、
「
今
朝
ハ
戸
山
御
邸
江
御
機
嫌
奉
伺
候
処
、
酒
井
録
四
郎
殿
御
謁
有
之
、

其
侭
退
散
之
心
得
之
処
、
御
同
人
之
御
取
計
に
て
不
計
御
目
見
申
上
、
御
機
嫌
能

被
為
在
御
座
候
」
云
々
と
、
は
か
ら
ず
も
戸
山
邸
の
徳
川
家
達
に
拝
謁
し
た
こ
と

を
知
ら
せ
る
。

明
治
四
年
最
後
と
思
わ
れ
る
一
一
月
四
日
付
宜
保
は
、
「
半
八
郎
殿

郎
」
と
記
名
が
あ
り
、
伊
佐
の
書
状
の
到
着
を
伝
え
る
も
の
。
「
天
理
院
様
御
広

敷
」
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
書
状
の
到
着
が
遅
れ
た
云
々
と
い
う
内
容
で
あ

る
5 

廃
藩
後
の
伊
藤
隼

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
以
降
は
、
親
子
聞
の
書
簡
が
少
な
く
な
り
、
伊
藤
家
の

動
向
は
つ
か
み
に
く
く
な
る
。
「
中
等
通
弁
伊
藤
半
八
郎
」
と
い
う
、
四
月
二
九

日
付
の
陸
軍
省
の
任
命
記
録
が
あ
る
の
(
初
、
ど
う
や
ら
上
京
し
、
再
三
辞
退
し
て
い

た
陸
軍
に
出
仕
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
翌
明
治
六
年
三
一
月
七
日
付
の
「
依
願
免
職
務

中
等
通
弁
伊
藤
隼
」
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
陸
軍
省
在
職
中
に
改
名
し
た
こ
と
も

わ
か
る
。
そ
の
後
、
半
八
郎
改
め
隼
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
ら
し
い
。
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
一

O
月
一
七
日
付
で
、
伊
藤
家
の
親
類
と
思
わ
れ
る
佐
藤
為
信
が
静

岡
県
出
張
所
宛
に
差
し
出
し
た
届
討
に
は
、
「
隼
儀
、
当
時
仏
国
江
学
術
修
業
罷
越
、

留
守
中
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
伊
藤
富
礼
遠
国
御
用
中
ニ
付
留
守
預
り
佐

藤
為
信
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
半
八
郎
が
「
隼
」
と
改
名
し
た
以
外
に
、
岩
一
郎
が

岩
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「
富
札
」
と
改
め
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
届
は
、
川
口
魯
な
る
人
物
が
伊
藤

隼
に
貸
し
た
「
西
洋
書
籍
」
に
つ
い
て
、
文
部
省
か
ら
問
い
合
せ
が
来
て
い
る
た
め

早
く
戻
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
人
が
不
在
の
た
め
事
情
が
わ
か
ら
な

い
と
の
返
答
で
あ
る
。
こ
の
書
付
に
は
、
そ
の
届
書
の
文
面
の
ほ
か
、
書
籍
が
手
元

に
あ
る
の
な
ら
ば
返
却
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
覚
え
が
な
い
の
な
ら
ば
そ
の
旨
を
伝

え
る
よ
う
、
ま
た
は
東
京
の
自
宅
に
置
い
て
あ
る
の
な
ら
ば
書
名
を
知
ら
せ
る
よ
う

に
と
の
、
富
礼
(
岩
一
郎
)
筆
と
思
わ
れ
る
明
治
七
年
一
月
五
日
付
依
頼
文
が
追
記

さ
れ
て
お
り
、
隼
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右
上
に
別
の
筆
跡
で

「
二
月
廿
四
日
到
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
隼
の
手
元
に
届
い
た

日
付
と
推
測
さ
れ
る
。

隼
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
つ
い
て
は
、
海
外
渡
航
者
に
関
す
る
各
種
人
名
事
典
類
に

も
彼
の
名
は
な
く
、
確
認
す
べ
き
材
料
が
な
い
。
果
た
し
て
私
費
留
学
だ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
ど
こ
か
の
官
庁
に
属
し
公
費
で
渡
航
し
た
の
か
、
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

た
っ
た
一
通
、
「
五
月
十
七
日
波
溝
上
ニ
認
ム
」
と
記
さ
れ
た
無
記
名
の
ま
舶
が
あ

る
。
「
六
日
横
浜
出
帆
、
最
早
今
日
ニ
至
る
迄
千
里
余
航
海
」
「
静
岡
迄
御
届
被
下
候

様
奉
願
候
」
云
々
と
あ
り
、
外
国
へ
渡
航
す
る
途
中
、
船
中
か
ら
出
し
た
手
紙
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
記
述
中
に
他
の
手
掛
か
り
は
な
く
、
筆
跡
か
ら
も
隼
の
も
の

と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
こ
れ
が
隼
の
書
簡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明

治
六
年
五
月
に
フ
ラ
ン
ス
へ
旅
立
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
の
史
料
は
、
八
年
二
月
一

O
日
付
の
年
月
日
が
明
記
さ
れ
た
書
簡
で
あ
(
日
。
差

出
人
は
「
富
札
」
、
宛
名
は
「
隼
殿
」
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
、
日
本
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
陸
軍
省
辞
職
い
た
し
口
行
い
た
し
候
節
之
願
書
面
ニ

国
家
之
た
め
ニ
ハ
云
々
と
書
載
有
之
、
此
願
意
忘
却
い
た
す
ま
し
く
候
、
是
を
忘
却

し
て
ハ
折
角
洋
行
い
た
し
候
詮
ハ
無
之
と
知
る
へ
し
」
と
い
う
文
面
か
ら
、
隼
の
フ

ラ
ン
ス
留
学
は
陸
軍
省
を
辞
職
し
て
断
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

コ
二
位
様
へ
之
呈
書
二
月
一
日
差
上
候
、
小
野
弥
一
江
之
書
状
者
朱
書
書
入
之
上
、

朝
後
直
ニ
外
務
省
七
等
出
仕
拝
命
、
去
冬
六
等

則
致
返
音
候
」
「
長
田
鮭
太
郎
帰

出
仕
拝
命
、
中
島
才
吉
同
省
出
仕
ニ
候
処
、
当
年
之
新
聞
紙
一
二
月
十
二
日
外
務
一
一
一

等
書
記
官
拝
命
と
有
之
候
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
は
、
小
野
・
長
田
・
中
島
ら
横
浜

語
学
所
出
身
者
の
動
向
を
知
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
明
開
化
が
進
む
東
京

の
よ
う
す
も
知
ら
せ
て
い
る
。
「
東
京
中
者
勿
論
、
各
県
共
大
小
之
学
校
設
立
、
少

年
有
志
之
も
の
学
行
上
達
開
化
進
歩
ハ
申
迄
も
無
之
、
無
変
不
変
之
も
の
ハ
ト
連
も

世
ニ
ハ
容
ら
れ
ぬ
ほ
と
ニ
存
候
、
裏
小
庖
之
児
輩
さ
へ

御
国
恩
之
難
有
サ
ニ
五
大

洲
と
ハ
何
々
と
答
申
事
ニ
候
、
余
者
押
市
し
る
へ
し
、
根
岸
之
地
ハ
知
何
に
や
、
左

程
ニ
開
け
不
申
、
尤
土
地
者
至
而
安
静
ニ
候
、
公
文
新
聞
ハ
朝
野
新
聞
と
改
称
相

成
」
云
々
と
い
う
の
が
そ
の
部
分
。
富
札
の
住
ま
い
が
東
京
根
岸
で
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
る
。
「
お
も
と
成
長
至
而
強
健
」
、
「
北
角
久
次
郎
、
黒
部
健
八
郎
儀
も
電
信
寮

之
御
雇
ニ
成
」
云
々
と
、
身
内
の
近
況
も
報
じ
て
い
る
。
お
も
と
と
は
、
隼
の
娘
で

あ
ろ
う
。

隼
の
帰
国
は
八
年
(
一
八
七
五
)
か
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
に
奉
職
し
、
長
崎
に

赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
く
、
差
出
人
「
富
礼
」
、
宛
名
「
隼
と
の
」
、
二
一
月

二
四
日
付
書
簡
は
、
そ
の
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
無
差
崎
陽
着
、
船
中
も
至
而
穏

と
の
由
、
止
宿
等
も
佐
藤
知
己
へ
取
極
引
移
り
」
云
々
と
あ
り
、
任
地
が
長
崎
と
わ

か
る
。
隼
は
東
京
に
写
真
を
送
っ
た
ら
し
く
、
「
お
も
と
ハ
是
が
お
と
ふ
さ
ん
と
指

差
申
候
」
と
、
幼
い
娘
が
父
親
の
写
真
を
指
差
し
た
と
い
う
日
常
の
風
景
が
記
さ
れ

て
い
る
。
父
母
や
妻
子
を
残
し
て
の
単
身
赴
任
だ
っ
た
ら
し
い
。
「
今
般
本
官
拝
命

難
有
候
事
ニ
候
(
中
略
)
修
業
専
行
英
仏
語
之
取
替
せ
修
行
も
尤
よ
し
(
中
略
)
自

他
と
彼
我
と
を
正
敷
別
チ
文
勢
を
認
不
申
候
両
者
訴
訟
筋
な
と
に
て
ハ
大
な
る
間
違

出
来
、
恐
し
き
事
ニ
候
」
、
「
お
の
れ
の
行
状
と
業
前
を
ハ
寸
陰
を
惜
て
盛
年
中
ニ
磨

懸
不
申
候
而
者
文
明
之
時
節
猶
又
更
奮
発
之
口
口
時
ニ
候
」
と
、
相
変
わ
ら
ず
御
役

へ
の
精
勤
と
自
己
研
績
と
を
忠
告
す
る
。

次
の
一
二
月
二
一

O
日
付
、
「
隼
殿
」
宛
、
富
札
書
(
慨
は
、
前
の
書
簡
に
引
き
続
い

て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
為
替
に
よ
る
送
金
方
法
や
外
国
郵
便
の
転
送
に
つ
い
て
注
意

し
た
内
容
で
あ
る
。
「
黒
田
公
朝
鮮
出
帆
も
延
ひ
弥
一
月
と
成
候
由
之
風
聞
ニ
有
之
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候
」
と
時
事
に
関
す
る
情
報
も
含
む
。

次
に
無
記
名
の
一
月
二
一
日
付
書
(
齢
で
あ
る
。
「
長
田
鮭
太
郎
儀
者
去
蝋
中
外
務

少
丞
拝
命
い
た
し
候
趣
ニ
候
」
と
あ
る
が
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
の
書
簡
で
あ

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣]・・・樋口雄彦

る
と
推
定
で
き
る
。
「
下
総
よ
り
も
年
甫
之
祝
状
到
来
と
の
由
」
云
々
と
あ
り
、
下

総
の
性
理
学
教
会
と
の
つ
な
が
り
が
す
で
に
で
き
て
い
た
こ
と
を
臭
わ
せ
る
。

次
の
無
記
名
、
四
月
四
日
付
主
舶
は
明
治
九
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
源
五
郎

，S
之
書
状
井
答
書
共
御
差
越
(
中
略
)
下
総
よ
り
之
来
書
」
云
々
と
あ
り
、
や
は
り

性
理
学
と
の
関
連
か
と
思
わ
れ
る
。
源
五
郎
と
は
、
第
三
代
教
主
と
な
る
石
毛
源
五

郎
の
こ
と
か
。
長
い
が
以
下
に
引
用
す
る
記
述
は
、
隼
を
司
法
省
か
ら
陸
軍
省
に
転

職
さ
せ
、
東
京
に
戻
そ
う
と
い
う
計
画
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
保
科
正
敬
(
俊
太

郎
)
も
横
浜
語
学
所
の
人
脈
で
あ
る
。
富
礼
は
、
隼
の
静
岡
藩
以
来
の
度
重
な
る
転

職
で
、
知
人
た
ち
を
煩
わ
す
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

(
前
略
)
去
三
十
一
日
芳
村
重
尭
、
桑
原
(
陸
軍
省
と
申
人
よ
り
重
尭
江
申
聞

ニ
ハ
貴
様
を
今
般
十
等
ニ
陸
軍
省
へ
転
職
い
た
し
帰
京
候
様
重
尭
・
2
電
信
を
以

申
遣
候
様
ニ
原
申
聞
、
重
尭
ニ
も
少
シ
ク
論
有
之
難
決
付
而
者
親
江
相
談
之
上

と
申
置
、
自
分
へ
相
談
ニ
候
、
此
儀
者
過
日
中
長
田
鮭
太
郎
，
g
面
会
い
た
し
度

申
越
候
ニ
付
罷
越
致
面
会
候
処
、
同
氏
も
深
切
ニ
心
懸
呉
帰
京
為
致
度
念
ニ
よ

り
其
話
ニ
至
り
候
訳
と
相
問
、
士
官
学
校
ニ
而
隼
事
を
採
用
之
儀
専
と
申
立
、

保
科
俊
太
郎
其
外
之
も
の
ニ
申
立
ニ
而
何
様
一
等
上
り
十
等
ニ
採
用
之
積
三
間

司
法
省
へ
懸
合
相
成
、
同
省
に
て
ハ
差
支
ル
ト
申
断
ニ
候
、
就
而
者
先
達
而
転

職
等
之
内
約
い
た
し
候
廉
も
有
之
候
問
、
私
J
早
々
申
遣
転
職
之
上
帰
京
可
致

様
い
た
し
度
と
の
長
田
J
相
談
ニ
有
之
候
、
先
頃
転
職
等
之
御
約
違
者
其
頃
之

都
合
ハ
其
頃
之
都
合
、
今
日
之
都
合
ニ
者
崎
陽
ニ
罷
在
、
本
官
ニ
も
罷
成
、
同

所
ニ
而
出
仕
，
S
本
官
ニ
相
成
候
ハ
隼
な
と
ハ
至
而
早
き
御
採
用
ニ
有
之
、
然
る

に
転
職
相
願
候
と
も
聞
済
之
程
も
素
，
g
難
望
、
且
在
駿
之
頃
も
転
職
、
洋
行
之

時
も
同
様
、
右
両
度
者
夫
々
条
理
も
相
立
候
事
ニ
候
へ
と
も
又
々
今
度
転
職
と

申
も
御
奉
公
年
間
無
之
ニ
一
一
一
度
と
申
も
い
か
、
也
、
且
今
度
転
職
を
願
候
ニ
ハ

条
理
も
不
相
立
、
去
年
之
御
約
定
ニ
者
違
ひ
候
へ
と
も
些
御
趣
意
柄
も
今
日
と

相
成
候
而
ハ
違
ひ
候
ニ
付
、
此
上
者
勤
続
之
侭
陸
軍
省
へ
御
取
人
相
成
候
者
何

処
か
し
こ
と
撰
嫌
ひ
候
事
ニ
無
之
候
閥
、
御
省
同
衆
之
上
ニ
御
ま
か
せ
被
下
、

生
J
転
職
之
儀
者
申
遣
兼
候
段
、
長
田
江
申
陳
へ
申
候
段
、
重
尭
江
申
聞
候

(
後
略
)

な
お
、
こ
の
書
簡
の
最
後
の
部
分
に
は
、
「
此
方
之
宿
所
ハ
東
京
金
杉
村
杉
崎
百

十
八
番
地
」
云
々
と
あ
り
、
富
礼
の
東
京
で
の
住
所
が
わ
か
る
。

次
は
五
月
二
日
付
、
無
記
名
の
書
(
脚
。
占
い
に
よ
る
と
、
「
帰
京
之
思
ひ
立
ハ
甚

あ
し
く
崎
地
ニ
居
附
可
申
事
ニ
断
然
心
を
据
る
か
よ
ろ
し
く
」
と
の
こ
と
を
伝
え
る
。

転
職
し
て
帰
京
す
る
よ
り
も
長
崎
で
勤
続
す
る
ほ
う
が
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
娘

お
も
と
は
祖
父
母
の
も
と
で
育
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
お
悦
(
富
礼
夫
人
)
と

い
っ
し
ょ
に
「
雷
神
門
之
写
真
家
」
で
撮
っ
た
写
真
を
送
る
と
記
し
て
い
る
。
逆
に

隼
の
ほ
う
か
ら
も
写
真
が
送
ら
れ
て
き
て
い
た
ら
し
く
、
長
崎
で
の
「
局
中
惣
写

真
」
を
見
た
と
も
記
す
。
「
伊
佐
山
今
満
者
遠
州
榛
原
郡
谷
口
原
中
条
之
、
っ
し
ろ
御
宮

地
脇
と
申
へ
引
移
相
成
申
候
、
則
金
谷
原
也
、
此
事
ハ
紅
葉
山
ニ
被
為
在
候
東
照

宮
様
御
神
像
或
時
上
野
へ
御
立
退
相
成
、
其
後
久
能
へ
御
相
渡
相
成
候
処
、
今
般

三
位
様
よ
り
金
谷
原
之
も
の
へ
被
下
相
成
候
ニ
付
、
御
宮
御
造
営
之
由
、
右
之
御
宮

守
ニ
金
谷
原
之
も
の
過
之
勤
ニ
因
而
山
今
満
如
何
な
る
天
幸
と
謹
而
其
意
奉
拝
承
、

愈
々
去
三
十
日
藤
枝
発
程
相
成
候
由
ニ
候
」
と
は
、
知
人
伊
佐
山
今
満
(
新
次
郎
)
が

遠
州
牧
之
原
の
東
照
宮
勧
請
に
あ
わ
せ
同
地
へ
移
住
し
た
こ
と
を
報
じ
る
も
の
。

そ
し
て
、
通
常
の
辞
令
と
は
形
が
違
う
が
、
細
長
い
紙
に
記
さ
れ
た
以
下
の
よ
う

な
任
仇
動
が
残
る
。
長
崎
赴
任
中
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
分
翻
訳
課
詰

裁
判
所
権
中
属
伊
藤
隼

(
裏
面
)
明
治
九
年
八
月
十
四
日

し
か
し
実
は
こ
の
間
、
伊
藤
家
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
明
治
九
年
六
月
七

(
前
)

日
富
札
が
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
父
の
死
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
、

(
総
)

明
治
一

O
年
頃
、
隼
は
東
京
に
戻
り
官
を
辞
し
た
ら
し
い
。
以
後
、
隼
は
性
理
学
の
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門
人
と
し
て
足
跡
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

@
性
理
学
と
明
治
の
旧
幕
臣

こ
こ
で
、
大
原
幽
学
没
後
の
性
理
学
教
団
と
門
人
に
な
っ
た
幕
臣
の
存
在
に
つ
い

て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

幽
学
自
身
に
深
く
関
係
し
た
高
松
彦
七
郎
一
家
の
ほ
か
、
幽
学
没
後
、
文
久
期
以

降
に
、
以
下
の
よ
う
な
幕
臣
た
ち
が
性
理
学
に
入
門
し
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
入
門

の
際
の
誓
約
書
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
て
み
よ
う
。

誓
約
之
事

此
度
性
学
道
友
ニ
連
入
被
差
許
候
に
付
而
者
乍
恐

日
光
山

御
神
徳
に
よ
っ

て
大
平
無
事
之
御
恩
沢
に
浴
し
候
を
専
一
ニ
奉
仰

国
家
之
御
為

御
忠
節
之

儀
ニ
者
日
夜
心
を
尽
し
不
顧
身
命
相
勤
可
申
者
勿
論
之
事
ニ
而
父
母
江
之
孝
養
、

祖
先
之
祭
記
等
造
次
顛
浦
ニ
も
無
忌
、
都
見
弟
朋
友
之
交
に
至
迄
邪
曲
ニ
不
陥

様
相
互
ニ
励
合
可
申
、
自
然
随
意
我
慢
之
崩
し
有
之
節
、
道
友
中
よ
り
教
誠
有

之
候
ハ
、
早
速
相
改
如
何
様
激
属
之
切
諌
た
り
共
其
心
納
受
い
た
し
少
も
我
意

申
間
敷
、
且
平
日
之
所
業
ニ
付
妻
子
に
も
申
聞
か
た
き
程
之
心
に
恥
る
事
た
り

と
も
素
J
愚
痴
之
穣
心
を
洗
ふ
学
問
ニ
候
得
者
道
友
中
江
者
此
伏
蔵
談
合
正
路

之
意
見
ニ
随
ひ
可
申
候
、
右
之
趣
於
大
原
幽
学
先
生
霊
前
為
誓
約
畢

若
違
背

い
た
す
に
於
ゐ
て
ハ
乍
恐
可
蒙

神
明
之
御
罰
者
也
、
仰
神
文
如
件

神
谷
麗
コ
一
郎
久
保
(
花
押
)

文
久
元
辛
酉
年
十
一
月
六
日

渡
辺
幸
之
助
章
(
花
押
)

慶
応
三
丁
卯
年
コ
一
月
十
五
日

神
谷
鮭
之
助
好
隣
(
花
押
)

仁
瓶
三
一
之
助
慎
則
(
花
押
)

伊
佐
新
次
郎
容
満
(
花
押
)

近
藤
佐
一
郎
友
信
(
花
押
)

鈴
木
彦
五
郎
三
哉
(
花
押
)

慶
応
四
戊
辰
年
二
月
四
日

永
原
弥
之
助
正
忠
(
花
押
)

慶
応
四
戊
辰
年
五
月
七
日

服
部
倉
右
衛
門
申
成
(
花
押
)

明
治
三
庚
午
年
十
月
十
一
日

佐
野
欽
六
郎
包
教
(
花
押
)

佐
野
次
郎
義
端

明
治
四
辛
未
年
二
月
十
七
日

明
治
五
壬
申
年
正
月
廿
八
日

関
一
郎
重
麿
(
花
押
)

明
治
五
壬
申
年
十
一
月
十
九
日

並
河
信
一
郎
賀
度
(
花
押
)

他
の
門
人
た
ち
の
神
文
(
入
門
誓
約
書
)
が
一
人
毎
に
一
通
ず
つ
作
成
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
数
年
に
わ
た
り
一
一
一
一
名
が
ま
と
め
て
一
冊
に
記
し
て
い
る
と
い
う
点

で
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

一
三
名
中
、
神
谷
麗
三
郎
久
保
は
、
高
松
彦
三
郎
の
朋
輩
の
御
小
人
目
付
で
あ
り
、

幽
学
裁
判
に
際
し
担
当
泰
行
側
の
情
報
を
高
松
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
協
力
を
行
っ

た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
高
松
か
ら
神
谷
へ
と
い
う
ル

l
ト
が
、
幕
臣
の
聞
に
性
理
学

が
広
ま
っ
て
い
っ
た
経
路
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
誓
約
書
か
ら
は
、
伊
藤
富
札
・
隼
父
子
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た

伊
佐
山
今
満
(
新
次
郎
)
が
幕
末
期
す
で
に
性
理
学
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
以
降
の
旧
幕
臣
の
入
門
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
大
原
幽
学
門
人
神
文
恥
」
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
ー
は
そ
れ
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
静
岡
藩
時
代

は
、
明
治
元
年
一
二
月
入
門
の
神
谷
孝
三
郎
、
前
述
の
明
治
三
年
入
門
の
神
谷
謙
之

助
の
み
で
あ
る
が
、
廃
藩
後
、
と
り
わ
け
明
治
十
年
代
に
は
二

O
名
近
く
の
旧
幕
臣

が
入
門
し
て
い
る
。
後
年
の
、
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
)
五
月
一

O
日
に
記
さ
れ

た
文
書
に
は
、
「
徳
川
氏
臣
」
と
し
て
、
渡
辺
・
高
松
・
神
谷
・
山
崎
・
仁
瓶
・
鈴

木
・
岡
田
・
伊
佐
・
近
藤
・
永
原
・
佐
野
・
新
見
・
山
口
・
並
河
・
河
村
・
榛
谷
・

柳
川
・
鳥
居
・
伊
藤
・
宮
田
・
佐
藤
・
北
角
・
入
江
・
内
山
・
伊
庭
・
武
田
・
井

上
・
黒
部
・
伊
東
・
浅
井
竺
一
一

O
家
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
三

O
家
の
中
に
は
神
文

が
残
さ
れ
て
い
な
い
姓
も
あ
り
、
正
式
な
入
門
記
録
で
あ
る
神
文
が
信
者
の
す
べ
て

を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
の
旧
幕
臣
性
理
学
信
徒
と
い
う
よ
り
も
、
性
理
学
教
団
全
体
を
見
舞
っ
た
大
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事
件
が
、
前
述
し
た
明
治
六
年
四
月
の
国
事
犯
事
件
で

あ
る
。
こ
の
弾
圧
は
、
性
理
学
教
団
に
お
け
る
旧
幕
臣

の
存
在
を
誇
大
視
し
た
政
府
の
誤
解
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。
教
団
の
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
の
修
行
人

記
録
に
は
、
並
川
信
一
郎
(
遠
州
上
野
原
・
四
五
歳
)
、

鈴
木
彦
一
(
同
州
同
・
二
七
歳
)
、
神
谷
好
一
郎
(
遠

州
浜
松
・
三
九
歳
)
、
近
藤
佐
十
郎
(
駿
州
万
野
・
三

O
歳
)
の
名
が
記
さ
れ
、
静
岡
・
浜
松
県
内
で
の
旧
幕

臣
信
徒
の
活
動
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
が
、
幕
府
復
興
を

た
く
ら
む
と
い
っ
た
政
治
的
な
動
き
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。

弾
圧
事
件
を
記
念
し
、
六
年
六
月
二
四
日
に
下
総
長

神文にみる旧幕臣の性理学入門者

入門年月日 氏名(住所・族籍ほか)

文久元年11月6日 神谷麗三郎久保

文久元年11月6日 渡辺幸之助章

文久元年11月6日 神谷鮭之助好隣

文久元年11月6日 仁瓶三之助慎則

文久元年11月6日 伊佐新次郎等満

慶応 3年 3月15日 近藤佐十郎友信

慶応 3年3月15日 鈴木彦五郎三哉

慶応 4年2月4日 永原弥之助正忠

慶応 4年5月7日 服部倉右衛門申成

明治元年12月15日 神谷孝三郎(市ヶ谷佐渡原)

明治 3年10月11日 佐野欽六郎包教

明治 3年12月17日 神谷謙之助

明治 4年2月17日 佐野次郎義端

明治 4年12月15日 仁瓶徳太郎

明治 5年正月28日 関一郎重麿

明治 5年11月19日 並河信一郎賀度

明治11年8月3日 河村篤行(遠州上之原・静岡県士族)

明治12年 1月17日 鳥居正則(東京府士族)
明治13年 6月12日 宮田正之(武蔵国北豊島郡日暮里村・

正七位)

明治13年 7月 1日 伊藤隼(東京府士族)

明治13年 7月1日 北角{府立(静岡県士族)

明治13年 7月1日 入江春重(静岡県士族)

明治13年 7月 1日 岡田六郎(静岡県士族忠良弟)

明治13年 7月1日 佐藤己作(静岡県土族佐藤為信長男)

明治13年 7月 1日 新見正寿(静岡県士族)

明治13年 7月 1日 内山慮謙(静岡県士族)

明治14年12月17日 川村和太郎(遠江国敷知郡上之原川村

篤行長男)

明治14年12月17日 佐藤i原次郎(東京下谷竹町佐藤為信次

男)
明治15年4月8日 山口安定(静岡県士族)

明治15年 4月8日 黒部忠英(静岡県士族)

明治15年12月17日 北角十三郎(東京根岸北航弟~{*iIi I 
明治17年 1月17日 並川淀太郎(遠江国敷知郡上之原住静

岡県土族並川信一郎長男)

明治17年 1月17日 宮田管三郎(東京日暮里村)

明治17年 1月17日 神谷慶三郎(東京)

明治18年12月17日 佐藤平三(東京佐藤為信三男)

明治19年12月17日 並川清次郎(遠江田敷知郡上之原並河|
信一郎次男)

明治21年 1月17日 入江新次郎(東京下谷竹町入江春重弟)

表 1

部
村
に
建
て
ら
れ
、
干
潟
町
に
現
存
す
る
「
一
件
勤
之

内
司
法
省
差
留
被
置
候
者
毎
年
一
度
突
合
姓
名
」
と
い
う
石
碑
に
は
、
司
法
省
に
拘

引
さ
れ
た
二

O
名
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
筆
頭
は
教
主
遠
藤
亮
規
、
続
い
て
小

西
正
蔭
以
下
信
者
た
ち
の
名
前
が
続
く
が
、
「
浜
松
県
士
族
」
と
し
て
仁
瓶
慎
則
・

に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)

印
刷
で
発
行
さ
れ
た
『
性
理
学
実
行
評
論
』
の
発
行
者
が
伊
藤
隼
の
名
前
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
は
、
性
理
学
の
教
理
に
つ
い
て
、
山
崎
衡
と
伊
佐

一
一
月
に
活
版

鈴
木
彦
一
の
二
名
が
含
ま
れ
る
。
二
人
は
、
同
年
五
月
、
不
審
の
筋
に
よ
り
、
駿
河

中
今
満
と
の
聞
で
か
わ
さ
れ
た
問
答
形
式
に
よ
る
解
説
書
で
あ
る
。
後
書
の
中
で
伊
藤

の
平
民
信
徒
井
上
幾
太
郎
・
藤
牧
由
太
郎
と
と
も
に
東
京
に
差
し
送
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

隼
は
、
「
余
モ
近
頃
コ
ノ
学
ニ
ツ
キ
大
ニ
感
悟
ス
ル
処
ア
レ
ハ
オ
ナ
ジ
ク
ハ
世
ノ
タ

ス
ケ
ニ
モ
ナ
レ
ガ
シ
ト
オ
モ
フ
心
ヨ
リ
百
部
ヲ
カ
ギ
リ
」
印
刷
し
た
の
で
あ
る
と
述

近
江
で
客
死
し
た
遠
藤
の
一
周
忌
の
記
録
に
は
、
伊
佐
(
駿
州
前
島
村
)
、
渡
辺

(
上
ノ
原
)
、
孝
三
一
郎
(
駿
州
草
深
)
、
同
謙
之
助
の
名
前

べ
て
い
る
。

氏
(
遠
州
浜
松
)
、
彦
一

が
記
さ
れ
、
弾
圧
事
件
後
も
旧
幕
臣
信
徒
が
教
団
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
仁
瓶
慎
則
な
ど
は
近
江
石
部
宿
に
建
て
ら
れ
た
遠
藤
の
墓
守
と
な
る
の

し
か
し
、
隼
よ
り
も
母
親
の
悦
の
ほ
う
が
早
く
入
信
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

『
性
理
学
実
行
評
論
』
も
実
際
に
は
息
子
の
名
義
で
悦
が
発
行
し
た
可
能
性
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
表
2
と
し
て
一
覧
に
し
た
も
の
は
、
「
東
京
根
岸
伊
藤
隼
方
ニ
而
性

学
十
日
修
行
連
名
控
」
に
記
録
さ
れ
た
旧
幕
臣
修
行
者
ら
の
氏
名
で
あ
る
。
こ
れ
に

で
あ
る
。

さ
て
、
伊
藤
隼
は
、
こ
ん
・
な
過
程
を
経
て
き
た
性
理
学
と
出
会
う
の
で
あ
る
。

「
東
京
府
士
族
伊
藤
隼
」
は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八

O
)
七
月
一
日
付
で
「
大
原

先
生
」
宛
の
神
文
を
差
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
性
理
学
へ
の
接
近
は
そ
れ
以
前

よ
る
と
一

O
年
七
月
と
い
う
最
も
早
い
時
期
に
修
行
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
伊
藤
悦

ら
女
性
た
ち
で
あ
り
、
隼
の
名
が
登
場
す
る
の
は
一
二
年
七
月
で
あ
る
。
根
岸
の
伊

藤
家
が
修
行
場
所
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
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根岸伊麗隼宅での性理学修行者

修行期間 修行者氏名(年齢等)

明治10年7月 7~16 日 伊ね藤(宮ゑ田つ正(伊之藤妻隼・4母1歳・5)2、歳佐)、藤北す角ゐ(し佐う藤(北為信角惰妻立・3母7歳-4)9歳)、 宮田つ

明治10年 7 月 20~29 日 佐藤かつ(岡(佐忠藤為良信妻母・63)歳、)、 藤入江ゐつ(伊(入江隼春妻重・22伯歳母)・54歳)、 岡
国のふ回 ・26歳伊のふ藤

明治10年8月9~18 日 宮為信田正(同之前(東・44京歳府)平、民渡辺'48章歳()同、前岡・3田7茅歳)洲(静岡県土族・66歳)、 佐藤

明治10年 8 月 24 日 ~9 月 2 日
宮れ田そ((入井の上江(富春豊重田正3之・歳62母)歳・6)0歳武)、 岡な田きた(録岡田忠郎母良母・53)歳、)、 入江つ 母 、回か(武田次 '57歳井上し
ゅん 母・3

明治10年9月6~15 日 佐内藤山千す代、((佐内藤山為半信次郎娘亡・1娘4歳・)18、歳井)上、北た角みは(井つ上(北豊角姉僑・14立歳妹)・15歳)、

明治10年 9 月 29 日 ~10月 8 日
佐田(同安藤前貞巳・2(作6長歳(崎静)県、岡士内県族山土・処族17謙歳・1(8)同歳前)、・2岡5歳田)六、郎新見(同正前寿・1(7同歳前)、・2北2歳角)惰、塩立

明治10年11月 1~11 日
伊士伊佐庭族本明・3i0次前歳郎(静)、(静岡黒県岡部士県忠族士英族・(6同8・歳2前0)歳・、2)0鈴歳木)、重小元堀(5正2快歳)(、東入京江府春士重族(・静20岡歳県)、

明治11年 5 月 25 日 ~6 月 3 日

宮庭ゃ(手田甲う島梅子(入利寿(江喜伊(庭春作宮重妻明田妻正次・24之郎・2歳0実母歳)母、・4)、伊3・歳7石藤5入歳田た)宮、かろ井回(く伊上つ(石藤るき春田よ(宮道吉(則妻井田温妻上・24如妻・3歳水1・歳)18妻歳入・)54手、歳入烏)美、江屋伊き

明治11年 7 月 22~31 日

満井族(同蔵上・3前8寺如歳・村3水8)歳、・(3静4)井歳、岡上)宮県幾、田士小太温族郎泉(秋・東(6静2蔵京歳岡府()有武、平州渡浅民郡豊井・八島2正2郡幡歳康滝・)2、(6川向歳柳l村前)川、・・1治9手4歳歳三島))郎利、(喜川静作郡岡(篤県三州行士

明治11年 8 月 12~22 日
衛西岡(東田ケ(京同忠原西成徳・1ケ田9(東原歳・3京4)・2歳府4歳)士、)族、寺深・島33田助歳長右)雄、衛吉(門下本(サ同郷八万友日歳(市同・4場前8歳・・64)85、歳歳町))、、田加阪兼藤田松松佐(東太次郎兵京

明治12年 5 月 28 日 ~6 月 6 日
ふ渡(飯辺(新田て佐見い次正(兵渡寿辺衛妻妻章・1妻・93歳2・3歳)1、歳)、深入飯田浅田ち井ひかきき(深み(飯田(浅田長八井雄正郎妻廉左・衛妻48門・歳3妻1)歳、・入3飯4歳田新)見むつの

明治12年 7 月 1~11 日
伊郎野藤歳(同隼)甚前、四(飯東・郎5京6田歳(相府八)士族江衛宮・3村福1門歳内・(2)同4、(歳成同新)前田見・・正寿歳歳))(静並岡県井木士左族之・52守堀歳()、サ・伊2松3藤歳崎六)、・
4浅2 郎州、左入二 ) 回 2354 、、 石 i伊原 衛助F( 下川

表2

悦
は
後
に
剃
髪
し
た
ら
し
く
深
法
院
と
名
乗
っ
た
が
、
明
治
二

O
年
(
一
八
八

(
則
)

一
月
、
還
暦
の
祝
い
を
記
し
た
日
記
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
彼

下
総
よ
り
も
伊
藤
隼
様
を
初
北
角
惰
立
様
(
中
略
)
登
り
来
り
、

夫
々
支
度
相
整
也

少
し
後
年
の
資
料
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
コ
一
十
年
(
一
八
九

七
)
頃
に
か
け
て
伊
藤
悦
か
ら
「
八
石
尊
父
上
様
」
(
教
主
石
毛
源
五

の
入
用
金
の
受
領
証
類
が
多
数
残
る
。

郎
)
に
あ
て
た
、
「
根
岸
教
会
」

悦
は
東
京
で
の
教
会
運
営
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自

「東京根岸伊藤隼方ニ而性学十日修行連名控J(遠藤三男家所蔵資料)より作成

宅
を
教
会
に
あ
て
た
入
門
当
初
か
ら
、
中
心
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

神
文
に
は
女
性
が
提
出
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
明
治
の
旧
幕
臣

門
人
の
例
に
み
る
ご
と
く
、
実
際
に
は
信
徒
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は
き

わ
め
て
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
隼
も
母
の
導
き
に
よ
り
入
信
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
し
、
隼
自
身
は
甥
と
思
わ
れ
る
宮
田
温
に
あ
て
た
年
不
明

(
問
)

書
簡
の
中
で
、
「
松
崎
村
源
右
衛
門
氏
の
精
神
に
依
今
日
ニ
至
り
少
し
く

性
学
の
道
に
入
る
事
を
得
た
り
」
と
記
し
、
入
信
の
手
引
き
者
を
松
崎
村

源
右
衛
門
(
下
総
国
東
松
崎
村
・
現
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
の
並
木
源
右

衛
門
の
こ
と
ら
し
い
)

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
隼
と
並
木
の
間
に
ど
の
よ

う
な
接
点
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
父
富
札
(
岩
一
郎
)
も
、
親
友
伊
佐
山
今
満
を
通
じ
て
性
理
学
に

通
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。
夫
の
死
と

悦
の
性
理
学
入
信
と
に
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
。
し
か
し
、

とい
はず
想れ
像に
にせ
難よ

え亡
ぶ言
箱そし
根記

局Z
設伊

佐
さ爪

全迂
二 在

aヨ割、 ヲ"‘
待福
茶藤
屋家
のを
こ性
と理
を学

施導
イ丁 しミ

平た
も こ

七女
が
明
治
一

O
年
に
入
信
し
た
こ
と
、
東
京
で
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
な
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ど
が
う
か
が
え
る
。

日
々
賑
ハ
し
き
よ
し
」
云
々
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
明
治
一
二
年
(
一
八
七
九
)
以

「
間
山
J

降
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
月
一
八
日
付
「
石
毛
尊
父
様
」
宛
伊
佐
山
今
満
書
骨
に
、

伊
藤
深
法
院
様
旧
暦
昨
明
治
十
九
年
丙
戊
十
二
月
三
十
日
還
暦

六
十
一
才
ニ
相
当
、
則
今
日
也
、
東
京
ニ
お
い
て
道
義
之
奥
立
、
既
ニ
十
年
之

今
日
ニ
至
ル
、
宮
田
お
姓
様
を
初
と
し
て
道
門
之
も
の
心
揃
ニ
而
賀
を
祝
る
、

二
十
三
日
雨

「
隼
義
も
御
厚
配
を
以
、
此
度
ハ
全
快
之
よ
し
、
難
有
大
慶
奉
存
候
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
伊
佐
が
伊
藤
家
と
性
理
学
教
会
と
の
仲
介
者
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。



時
期
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
官
吏
を
辞
職
し
た
と
思
わ
れ
る
隼
の
行
動
と
、

性
理
学
へ
の
入
信
と
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
も
疑
問
で
あ
る
。
官
吏
を
辞
職

し
た
後
に
性
理
学
に
入
っ
た
の
か
、
性
理
学
に
入
っ
た
た
め
官
吏
を
辞
め
た
の
か
。

前
掲
の
伊
佐
の
書
簡
に
は
隼
が
病
気
だ
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も

関
係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
二
年
一
二
月

根
岸
の
伊
藤
家
は
、
東
京
に
お
け
る
性
理
学
の
拠
点
と
な
っ
た
。

(
胤
)

に
は
「
道
学
修
行
場
」
と
し
て
改
築
さ
れ
た
ら
し
い
。
東
京
の
教
会
を
守
る
母
に
対

し
て
、
隼
の
ほ
う
は
各
地
を
転
勤
し
た
。
明
治
十
年
代
に
隼
が
書
き
残
し
た
日
記

(
附
)

「
日
毎
之
記
」
が
十
数
冊
残
る
が
、
「
東
京
府
士
族
伊
藤
得
志
」
「
長
部
郁
古
屋
敷
伊

藤
隼
」
「
ね
き
し
の
里
ニ
住
む
伊
藤
隼
」
「
青
木
ケ
峰
詰
伊
藤
隼
」
「
根
岸
伊
藤
」
「
伊

藤
性
」
と
い
っ
た
署
名
が
入
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
時
々
に
駐
在
し
た
教
会
所

在
地
で
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
青
木
ケ
峰
と
は
、
遠
藤
亮
規
が
客
死
し
た
議
賀

県
石
部
の
墓
所
の
こ
と
で
あ
り
、
墓
守
が
住
む
庵
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

隼
が
石
部
青
木
ケ
峰
に
詰
め
て
い
た
の
は
明
治
一
八
年
か
ら
二

O
年
(
一
八
八

七
)
頃
、
そ
の
後
は
箱
根
の
施
行
平
(
接
待
茶
屋
)
に
二
一
、
二
二
年
(
一
八
八

(
獅
)

九
)
に
か
け
詰
め
た
ら
し
い
こ
と
が
現
存
す
る
隼
宛
書
簡
か
ら
判
明
す
る
。
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性
理
学
信
徒
と
し
て
の
隼
の
考
え
方
の
一
端
を
示
す
史
料
と
し
て
、
青
木
ケ
峰
か

(
即
)

ら
母
(
た
ぶ
ん
東
京
の
)
に
あ
て
た
書
簡
が
あ
る
。
こ
の
手
紙
に
は
、
自
作
の
「
な

一
四
項
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
幾
っ
か
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

い
物
尽
し
」

一
尊
父
上
様
之
御
供
ニ
而
母
君
ニ
も
可
成
御
早
く

一
私
か
腹
に
ハ
何
も
少
し
も
か
く
し
て
な
い

御
登
山
祈
念
ハ
絶
聞
な
い

一
勤
番
中
ハ
猶
更
鈍
者
ニ
ハ
候
得
共
色
情
杯
ニ
而
親
先
祖
へ
恥
さ
ら
し
を
し
て

ハ
性
学
者
ニ
成
っ
た
甲
斐
か
な
い
か
ら
時
々
刻
々
に
勉
強
怠
ら
な
い

此
則
違
国
ニ
テ
ハ
第
一
大
切
之
件
也

一
最
早
着
物
ハ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い

一
私
如
き
者
ニ
ハ
大
道
を
起
す
先
達
ニ
ハ
無
覚
束
人
物
な
れ
共
け
も
の
を
食
つ

た
虚
言
な
ん
そ
ハ
申
さ
な
い

此
則
十
二
年
之
七
月
一
日
ニ
根
岸
ニ
而
十
日
修
行
を
仕
、
翌
年
之
十
三
年

七
月
一
日
ニ
本
宅
へ
上
り
神
文
を
捧
候
次
第
な
れ
は
十
三
ヶ
月
ハ
明
瞭
な

り

(
中
略
)

一
当
地
一
同
御
墓
御
守
使
御
清
浄
堅
固
ニ
仕
居
候
間
御
心
配
ニ
ハ
及
ハ
な
い

一
何
ニ
附
而
も
活
物
体
之
我
々
危
く
覚
候
間
御
思
召
を
引
掛
勉
強
す
る
の
外

、t
、
羽

p
'
'
J
L
v
u
i
v
 

一
時
々
刻
々
に
沸
出
る
人
心
故
御
心
附
之
廉
ハ
御
教
諭
を
願
ふ
の
外
ハ
な
い

一
遠
国
へ
勤
番
之
者
ハ
ケ
様
之
事
を
聞
と
実
ニ
勇
敷
は
少
し
も
な
い

き
わ
め
て
精
神
主
義
的
で
あ
り
、
師
に
対
す
る
絶
対
の
心
服
が
見
て
取
れ
る
。
も

(
鵬
)

う
一
点
、
隼
が
「
温
君
」
(
妻
の
甥
宮
田
温
で
あ
ろ
う
)
に
あ
て
た
書
簡
を
紹
介
し

て
み
よ
う
。

(
前
略
)
人
は
仁
義
の
道
ハ
好
き
嫌
ら
ひ
に
関
係
せ
す
是
非
学
ん
で
後
に
始
て

人
聞
社
会
に
入
る
な
り
、
是
則
天
照
皇
大
神
の
御
世
よ
り
今
に
至
る
迄
万
代
不

易
の
日
本
国
の
御
法
な
れ
ハ
な
り
、
然
る
を
算
術
ヤ
読
書
習
字
の
如
き
技
芸
と

比
較
し
て
吾
れ
ハ
算
術
か
好
き
た
か
ら
親
は
好
ま
さ
れ
と
も
之
れ
を
学
ふ
と
云

ふ
て
技
芸
と
心
法
の
学
ひ
と
自
分
の
勝
手
よ
り
比
例
す
る
ハ
人
た
る
本
心
を
失

ひ
禽
獣
に
も
劣
れ
る
造
糞
機
に
あ
ラ
ス
や
、
余
も
三
年
計
前
に
ハ
是
論
を
尤
モ

旨
張
し
た
り
、
然
れ
と
も
幸
福
な
る
哉
、
松
崎
村
源
右
衛
門
氏
の
精
神
に
依
、

今
日
ニ
至
り
少
し
く
性
学
の
道
に
入
る
事
を
得
た
り
、
因
て
其
誤
謬
の
甚
し
き

を
知
る
や
実
に
家
を
造
る
に
土
台
な
く
し
て
造
作
す
る
か
如
く
に
し
て
無
益
の

至
り
也
、
是
れ
何
そ
徳
川
家
の
今
日
に
至
り
し
も
全
く
家
臣
の
者
修
に
流
れ
て

遊
惰
に
成
り
自
分
々
々
の
好
き
勝
手
に
陥
り
終
に
団
体
則
本
法
を
失
ひ
御
説
の

知
く
技
芸
に
渡
り
て
終
に
余
輩
杯
も
西
洋
学
の
先
達
ち
の
一
人
に
縛
、
真
ニ
恐

入
タ
ル
其
ノ
大
罪
不
侯
言
也
、
因
て
謝
す
る
に
性
理
学
の
門
に
入
り
当
今
の
悪

弊
を
改
良
せ
ん
と
専
ら
未
熟
な
れ
と
も
実
行
を
勉
学
す
る
に
や
(
後
略
)

こ
れ
は
、
噴
末
な
技
芸
よ
り
も
人
間
と
し
て
の
修
養
こ
そ
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
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と
性
理
学
の
大
切
さ
を
説
き
、
も
っ
ぱ
ら
数
学
を
学
び
た
い
と
い
う
甥
を
諌
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
西
洋
学
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
自
分
も
三
年
前
ま
で
は
そ
う
だ
つ
た
と

す
る
点
、
徳
川
幕
府
滅
亡
の
原
因
を
家
臣
の
堕
落
に
求
め
て
い
る
点
な
ど
は
興
味
深

ぃ
。
ど
う
や
ら
隼
は
、
性
理
学
に
入
っ
た
こ
と
で
、
自
ら
が
横
浜
語
学
所
や
フ
ラ
ン

ス
留
学
で
得
た
西
洋
の
新
知
識
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
時
代
に
東
京
で
信
徒
た
ち
を
目
撃
し
た
記
憶
を
持
つ
下
回
将
美
(
大
阪
毎

日
新
聞
記
者
な
ど
を
つ
と
め
た
人
)

は
、
昭
和
初
期
に
出
版
し
た
随
筆
の
中
で
、
日

暮
里
に
あ
っ
た
性
理
学
教
会
に
つ
い
て
聞
き
書
き
を
残
し
、
そ
の
反
文
明
ぶ
り
を
含

(ω) 

め
記
録
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
内
容
の
幾
っ
か
で
あ
る
。

①
明
治
一
四
、
五
年
頃
、
東
京
で
勢
力
が
広
が
り
、
日
暮
里
に
八
石
教
会
の
支
部

が
設
け
ら
れ
た
。
取
締
は
石
毛
源
左
衛
門
と
い
っ
た
。

②
信
徒
た
ち
は
皆
黒
の
綿
服
で
、
男
は
丁
皆
、
女
は
一
様
の
櫛
飾
を
し
て
い
た
。

③
牛
肉
・
豚
肉
な
ど
は
一
切
食
べ
ず
、
馬
車
・
汽
車
・
人
力
車
な
ど
に
は
絶
対
に

乗
ら
ず
、
草
鮭
・
脚
粋
で
旅
行
し
た
。

④
信
徒
に
は
旧
幕
臣
の
奥
方
が
多
数
い
た
。
「
お
け
い
」
と
い
う
名
の
老
婦
人
は
、

谷
文
晃
の
末
喬
だ
っ
た
。

⑤
信
徒
の
中
に
は
、
千
駄
ヶ
谷
の
徳
川
家
に
毎
年
ミ
カ
ン
を
献
上
し
て
い
る
佐
原

の
農
民
も
い
た
。

⑥
信
徒
た
ち
を
旧
幕
府
崇
拝
者
の
団
体
と
み
な
す
者
も
お
り
、
政
府
も
圧
迫
し
ょ

う
と
し
た
。

石
毛
源
五
郎
の
こ
と
を
源
左
衛
門
と
す
る
な
ど
、
明
ら
か
な
誤
り
も
あ
る
が
、
東

京
の
性
理
学
教
会
が
旧
幕
臣
男
女
を
主
な
担
い
手
と
し
、
文
明
開
化
に
逆
行
す
る
生

活
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
ど
う
や
ら
本
当
の
よ
う
だ
。
先
の
伊
藤
隼
の
書

簡
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
反
西
洋
的
姿
勢
は
、
旅
の
途
中

足
の
痛
み
の
た
め
駿
州
富
士
郡
万
能
村
(
静
岡
県
万
野
原
)
で
療
養
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
「
近
辺
ニ
ハ
西
洋
医
計
リ
故
、
薬
庖
ニ
而
葛
根
湯
ヲ
調
合
」
し
て
服
用

し
た
と
の
、
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)
二
月
一
一
一
日
付
伊
藤
隼
・
川
口
惣
助
宛
仁

瓶
慎
則
書
簡
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

徳
川
家
に
対
す
る
愛
着
は
、
反
文
明
的
態
度
と
は
別
の
も
の
と
い
え
る
が
、
隼
も

旧
臣
下
と
し
て
の
礼
を
尽
く
し
て
い
た
。
「
東
海
道
箱
根
宿
施
行
平
接
待
茶
処
」
在

八
八
八
)

勤
中
も
年
賀
を
奉
呈
し
た
よ
う
で
あ
り
、
家
令
溝
口
勝
如
か
ら
届
い
た
一
一
一
年
(
一

一
月
九
日
付
返
礼
な
ど
が
残
る
。
「
日
毎
之
記
」
に
も
「
天
埠
院
様
」
や

へ
の
献
上
品
の
こ
と
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。

「
千
駄
ヶ
谷
」

な
お
、
下
回
著
で
は
日
暮
里
に
教
会
支
部
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
後
に
根
岸
か
ら

日
暮
里
に
移
転
し
た
ら
し
い
。
根
岸
の
教
場
は
明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
)
に
普
請

さ
れ
、
松
翠
堂
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
だ
(
料
、
伊
藤
宅
を
改
築
し
た
も
の
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

根
岸
に
結
集
し
た
東
京
の
旧
幕
臣
性
理
学
信
徒
は
、
多
く
が
伊
藤
家
の
姻
戚
関
係

に
あ
っ
た
。
図
1
は
、
各
種
史
料
を
参
考
に
、

一
部
推
定
も
交
え
作
成
し
た
系
図
で

伊
藤
富
礼
(
岩
一
郎
)

四

(

隼

助

・

隼

一

・

半

八

郎

)

寸
|
i
l
l
l
i
-
-
伊
藤
隼

ゑ
つ
(
深
法
院
)

T

i

l

l

-

-

も
と

(

北

角

氏

)

=

安
子
(
佐
藤
氏
)

北
角
倫
明

1
1
北
角
惰
立

T
i
l
-
-斗
|
|
北
角
十
三
郎

し

う

「

|

は

つ

い

さ

と

『

1
1
富
田
温

T
I
l
i
-
-
4
|
|
宮
田
正
城

宮

田

正

高

「

|

宮

田

正

三

伊藤隼をめぐる姻戚関係

つ
ね
(
常

)

1

|

宮
田
温

宮
田
正
之
「
|
{
呂
田
管
三
郎

(
文
士
口
)

図 1

石せ
毛ーーい
源(
五姓
郎)
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あ
る
。
伊
藤
・
{
呂
田
・
北
角
の
ほ
か
、
佐
藤
家
や
伊
庭
家
も
姻
戚
だ
っ
た
ら
し
い
が

系
図
上
は
示
せ
な
か
っ
た
。

伊
藤
家
以
外
で
は
宮
田
家
が
有
力
な
信
徒
と
み
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
反
石
毛

派
が
記
述
し
た
文
章
に
は
、
石
毛
源
五
郎
は
幕
臣
官
田
正
之
・
伊
藤
隼
ら
を
味
方
に

引
き
入
れ
私
党
を
結
ん
だ
と
、
二
人
の
名
が
並
ん
で
出
さ
れ
て
い
る
。
宮
田
正
之

(
文
吉
)
は
、
勘
定
組
頭
宮
田
菅
太
郎
の
子
で
あ
り
、
日
目
平
餐
に
学
び
、
神
奈
川
奉

行
支
配
組
頭
、
外
国
奉
行
支
配
組
頭
、
静
岡
藩
権
少
参
事
・
会
計
掛
な
ど
を
歴
任
し
、

明
治
政
府
出
仕
後
も
開
拓
使
大
主
典
な
ど
を
つ
と
め
(
的
人
物
で
あ
る
。
そ
の
社
会
的

な
地
位
の
高
き
が
旧
幕
臣
信
徒
の
代
表
と
み
な
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
神
文
提
出

は
明
治
一
三
年
(
一
八
八

O
)
六
月
、
一
八
年
(
一
八
八
五
)
五
月
三
日
五
六
歳
で

没
し
て
お
(
仰
、
史
料
に
表
れ
た
限
り
教
団
内
で
の
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
正
之
の
妹
せ
い
(
姓
)
や
妻
つ
ね
(
常
)
の
ほ
う
が
活
発
だ
っ

た
よ
う
だ
。
宮
田
せ
い
は
、
教
主
石
毛
源
五
郎
の
妻
に
な
っ
た
。

東
京
で
教
会
が
盛
大
に
な
る
一
方
、
下
総
で
は
石
毛
派
と
反
石
毛
派
と
の
対
立
が

激
化
し
て
い
く
。
伊
藤
隼
が
石
毛
派
の
有
力
な
一
員
と
み
な
さ
れ
た
の
は
事
実
の
よ

う
だ
。
二

O
年
(
一
八
八
七
)
七
月
に
長
部
村
で
起
き
た
高
木
忠
右
衛
門
殴
打
事
件

で
は
、
加
害
者
、
裁
判
で
の
被
告
と
な
っ
た
石
毛
派
二
五
名
の
一
人
と
し
て
隼
の
名

が
あ
(
い
翌
年
二
一
月
に
は
警
視
庁
市
ヶ
谷
分
署
に
拘
引
さ
れ
、
八
日
市
場
監
獄
に

(
問
)

収
監
さ
れ
て
い
る
。

旧
幕
臣
性
理
学
信
徒
に
お
け
る
女
性
の
主
導
性
を
示
す
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

(
深
法
院
)
に
対
し
な
か

伊
藤
家
の
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
隼
は
母
え
つ

な
か
頭
が
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
以
下
の
史
料
は
相
続
に
際
し
て
の
約
定
で
あ

る。

約
定
証

一
私
儀
、
祖
先
J
伝
来
之
家
禄
井
東
京
本
所
小
泉
町
地
所
一
ヶ
所
、
同
金
杉
村

根
岸
地
所
家
作
家
具
等
迄
、
此
地
所
二
ヶ
所
井
家
屋
家
具
等
ハ
中
村
惣
兵
衛

へ
抵
当
ニ
遣
し
有
之
候
也
、
母
悦
，
g
譲
受
相
続
罷
在
候
、
然
る
に
母
悦
始
家

内
一
同
八
石
へ
入
門
、
性
理
学
相
学
、
子
孫
永
続
之
為
道
友
議
定
誓
約
相
守
、

少
も
我
意
申
間
敷
者
勿
論
之
処
、
自
然
学
業
を
怠
り
気
侭
勝
手
之
行
状
ニ
陥

り
道
義
相
続
相
成
兼
候
節
者
右
譲
受
候
品
々
不
残
返
一
戻
致
、
一
身
ニ
而
退
去

仕
、
跡
相
続
方
之
儀
者
八
石
御
思
召
を
以
て
相
続
為
致
候
様
、
今
般
改
而

約
定
仕
候
上
者
以
後
一
一
言
之
子
細
申
間
敷
候
、
為
後
証
立
会
人
迄
連
印
を
以

て
一
札
差
上
候
処
、
依
而
如
件

明
治
十
四
辛
巳
年
十
二
月
廿
一
日

伊
藤
隼
⑮

の
点、

(
爪
印
)

立
会
人
親
戚佐

藤
為
信
⑮

同

能
勢
保
直
⑮

伊
藤
悦
殿

隼
の
家
産
相
続
は
、
性
理
学
に
も
と
づ
く
学
業
と
修
身
へ
の
取
り
組
み
方
い
か
ん

に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
守
ら
れ
な
い
場
合
は
伊
藤
家
の
財
産
は
教
会

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
父
富
札
も
厳
格
な
人
だ
っ
た
が
、
母
も
同
様

に
厳
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
隼
は
母
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
治
二
四
年
(
一
八
九
一
)
の

(
辺
)

日
記
に
残
さ
れ
た
以
下
の
記
載
か
ら
、
彼
が
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
、
親
類
会
議
の
結

果
、
禁
治
産
者
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

伊
藤
隼
様
九
ヶ
年
巳
然
よ
り
病
養
之
為
箱
根
施
行
平
ニ
而
八
十
八
世
話
致
し
居

候
を
幹
儀
板
橋
警
察
へ
願
ひ
三
島
警
察
へ
御
照
会
ニ
相
成
、
去
ル
九
日
東
京
へ

連
れ
帰
り
し
由
八
十
八
J
葉
書
ニ
而
申
来
ル
(
五
月
一
四
日
条
)

隼
様
之
儀
、
禁
資
産
を
願
出
之
相
談
、
伊
藤
家
親
類
相
談
と
相
成
、
午
后
定
平

来
ル
、
幹
義
定
平
之
説
諭
ニ
応
し
候
哉
之
由
(
六
月
六
日
条
)

伊
藤
家
親
類
会
議
之
上
、
禁
資
産
を
願
ふ
と
い
ふ
ニ
今
者
隼
様
御
儀
風
天
病
と

相
成
り
し
故
也
、
深
法
院
様
御
事
ゑ
つ
代
と
し
て
お
常
様
地
方
裁
判
所
へ
出
る
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(
六
月
八
日
条
)

詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、

隼
に
は
健
康
面
な
ど
に
何
ら
か
の
故
障
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
官
吏
を
辞
め
た
こ
と
、
性
理
学
に
入
門
し
た
こ
と
の
背
景
に
も
そ
れ
が

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
後
、
伊
藤
家
は
悦
(
深
法
院
)
に
よ
っ
て
取
り
仕
切
ら
れ
た
よ
う
だ
。
東
京
の

教
会
運
営
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
明
治
三
四
年
移
転
に
際
し
て

共
有
名
義
と
し
た
土
地
の
進
退
に
つ
い
て
子
々
孫
々
ま
で
教
団
に
委
ね
る
と
い
う
石

(
凶
)

毛
教
主
あ
て
証
文
は
、
伊
藤
ゑ
つ
・
宮
田
姓
・
佐
藤
綬
ら
女
性
た
ち
が
連
署
し
た
も

の
で
あ
る
。

伊
藤
家
の
戸
籍
謄
本
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
五
年
四
月
に
源
三
郎
が
隼
の
養
子
に

入
っ
て
い
る
。
源
三
郎
は
、
性
理
学
門
人
山
本
助
右
衛
門
(
現
千
葉
県
香
取
郡
東
庄

町
夏
目
の
農
民
)
の
次
男
で
あ
り
、
三
七
年
(
一
九

O
四
)

り
家
督
を
継
い
だ
。

一
一
月
隼
の
隠
居
に
よ

伊
藤
悦
(
エ
ツ
)
は
明
治
三
七
年
(
一
九

O
四
)
二
月
二
四
日
、
七
六
歳
で
亡
く

(
以
)

な
っ
た
。
戒
名
は
深
法
院
殿
妙
解
日
如
大
姉
。
=
一
九
年
(
一
九

O
六
)
に
は
第
三
代

教
主
石
毛
源
五
郎
が
八
石
の
本
部
を
追
放
さ
れ
、
石
毛
派
の
敗
北
が
決
定
し
た
。
石

毛
が
滋
賀
県
石
部
で
没
し
た
の
は
大
正
四
年
(
一
九
一
五
)
で
あ
る
。
源
三
郎
は
、

明
治
四

O
年
(
一
九

O
七
)

一
二
月
、
千
葉
県
香
取
郡
中
和
村
長
部
な
ど
に
所
有
し

て
い
た
土
地
を
八
石
教
会
に
議
渡
し
て
い
討
。
悦
の
死
、
石
毛
の
追
放
を
契
機
に
、

伊
藤
家
は
教
会
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

伊
藤
隼
が
亡
く
な
っ
た
の
は
大
正
二
一
年
(
一
九
二
一
二
)
二
月
一
五
日
の
こ
と
で

(
郎
)

あ
る
。
彼
の
晩
年
の
動
向
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

@
伊
藤
家
文
書
の
発
見

本
稿
の
脱
稿
が
近
づ
い
た
頃
、
伊
藤
隼
の
ご
子
孫
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

隼
の
曾
孫
に
あ
た
る
現
当
主
伊
藤
正
次
氏
は
、
同
家
が
幕
臣
で
あ
っ
た
こ
と
、
性
理

学
門
人
だ
っ
た
こ
と
な
ど
は
何
も
伝
え
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
資
料

は
し
っ
か
り
と
残
さ
れ
て
い
た
。
表
3
と
し
て
掲
げ
た
も
の
が
そ
の
目
録
で
あ
る
。

伊
藤
家
資
料
の
多
く
は
性
理
学
関
係
で
あ
る
。
幕
臣
時
代
の
史
料
は
わ
ず
か
に
含

ま
れ
る
が
、
静
岡
藩
時
代
の
も
の
は
な
い
。
性
理
学
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
大
原

幽
学
記
念
館
所
蔵
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
伊
藤
家
の

履
歴
・
動
向
に
直
接
関
わ
る
史
料
の
み
を
取
り
上
げ
、
説
明
し
て
お
き
た
い
。

「
道
の
し
を
り
」
と
題
さ
れ
た
冊
子
は
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
の
由
緒
書
・

親
類
書
、
安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
、
寛
政
一
一
年
(
一
七
九
九
)
、
文
化
一
一
年

(
一
八
一
四
)

の
親
類
書
を
ま
と
め
て
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
で
、
冒
頭
に
は
「
夏

繁
」
と
「
零
満
」
の
和
歌
、
巻
末
に
は
「
桑
門
弁
玉
」
の
手
に
な
る
蹴
文
が
付
さ
れ

て
い
る
。
弁
玉
の
蹴
文
に
は
明
治
三
年
八
月
、
巻
末
の
発
句
に
「
っ
ち
の
と
の
ミ
の

と
し
六
十
二
才
八
十
子
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
家
譜
が
作
成
さ
れ
序
践
が
依

頼
さ
れ
た
時
期
が
判
明
す
る
。
夏
繁
は
国
学
者
前
田
夏
蔭
の
子
、
幕
臣
前
田
夏
繁

(
健
次
郎
)
で
あ
ろ
う
。
本
満
は
伊
佐
新
次
郎
。
弁
玉
と
は
、
神
奈
川
宿
の
コ
一
宝
寺

住
職
を
つ
と
め
た
、
僧
侶
に
し
て
歌
人
の
大
熊
弁
玉
の
こ
と
で
あ
る
。
弁
玉
は
神
奈

川
奉
行
所
の
役
人
た
ち
と
も
親
交
が
あ
っ
た
と
い
い
、
相
楽
総
三
の
姉
は
ま
子
や
そ

の
夫
で
神
奈
川
奉
行
配
下
の
同
心
だ
っ
た
木
村
敬
弘
(
道
之
助
)
と
も
和
歌
仲
間
で

あ
っ
た
。
富
札
(
岩
一
郎
)
の
横
浜
で
の
人
脈
が
表
れ
て
い
る
。

由
緒
書
・
親
類
書
の
記
述
に
よ
る
と
、
伊
藤
家
は
御
金
蔵
番
同
心
な
ど
を
勤
め
た
、

高
一
五
俵
二
人
扶
持
か
ら
三

O
俵
三
人
扶
持
の
御
家
人
で
、
半
右
衛
門
|
太
郎
兵
衛

|
惣
左
衛
門
惣
左
衛
門
|
岩
之
助
i
八
十
吉
と
続
い
て
い
る
。
安
政
二
年
(
一
八

五
五
)
の
「
豆
州
修
禅
寺
温
泉
湯
治
願
諸
書
物
」
は
、
当
時
小
普
請
組
小
笠
原
順
三

郎
組
世
話
役
を
勤
め
て
い
た
伊
藤
富
蔵
の
病
気
療
養
時
の
書
類
で
あ
る
が
、
「
体
岩

一
郎
」
と
記
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
の
で
富
蔵
は
富
札
の
父
親
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
富
礼
は
伊
藤
家
七
代
目
な
の
で
、
八
十
吉
は
六
代
目
富
蔵
の
幼
名
で
あ
ろ
う
。

性
理
学
関
係
の
資
料
の
う
ち
、
三
代
教
主
石
毛
源
五
郎
の
言
葉
を
集
め
、
「
根
岸

三
年
集
」
と
題
し
た
三
冊
本
が
あ
る
。
そ
の
序
文
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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表3 伊藤正次家所蔵資料目録

番号 資 料名 年 代 差出人 受取人 形態 数量

1 道のしをり(伊藤家由緒書・親類書) 明明和治 4.4 . ((1767)) ~ (界満序・桑門弁玉駿) 毛冊 1 
3. 8. (1870 

2 口まめ草上 文化11.3.23 (1814) 毛冊 1 

3 聞書年集 ー(天保7年 2月 1日~弘化 (大原幽学) 毛冊 1 
3:11'6月18日)

4 問書年集 =(日嘉)永 6年4月朔日~安政 (大原幽学) 毛冊 1 
4 :11'12月15

5 聞書集ー(天保13年5月24日-) (大原幽学) 毛冊 1 

6 聞書集三(文久3年 9月-) (大原幽学) 毛冊 1 

7 聞書月集 四(万延元年 3月~慶応 3年 (大原幽学) 毛冊 1 
2}'j 5日)

8 聞書集二(-安政6年3月17日) (大原幽学) 毛冊 1 

9 聞書年正集 二(日弘)化 2年 3月29日~嘉永 (大原幽学) 毛冊 1 
2 月22

10 聞書年集 ー(天保7年 2月 1日~弘化 (大原幽学) 毛冊 1 
3:11'6月18日)

11 義論集二(天保 7-10年) (大原幽学) 毛冊 1 

12 義論集四(天保12年) (大原幽学) 毛冊 1 

13 微味幽玄考四巻 (大原幽学) 毛冊 1 

14 道学，心得書 毛冊 1 

15 (性理学入門者名簿) (文政 3-安政 3) 毛横 1 

16 (性理学入門者名簿) (明治 8-20) 毛横 1 

17 嘉永二己酉暦 嘉永冗.(1848) 伊勢渡会郡山田中北外記 木折 1 

18 年中行事覚控 嘉永 6.7.吉(1853) 宮田その 竪毛 1 

19 
豆共国州熱修海禅温寺泉温江泉山湯田治伊願兵諸衛書湯物治願書附類同

安政 2.夏(1855) (伊藤富蔵) 竪毛 1 

20 残ス百の葉集 慶応]I;.5. (1865) (大原幽学) 毛冊 1 

21 (訓導辞令写他) 明治 5.9.25(1872) 教奉部(他少)丞正六位小野述信 石毛源五郎 毛綴 l 

22 ー 1 八石教会出張所設置御伺 明治15.6. 5 (1882) 社3名中惣)代宮田正之⑬(他 東京府知事松田道之殿 毛綴 1 

一 2 入石教会之儀ニ付伺 明治15.3 .28 (1882) 人毛石源教五会郎教印長権少講義石 内務卿山田顕義殿 毛綴 1 

3 補訓導 明治 5. 9 .25 (1872) 奉教部少丞正六{立小野述信 石毛源五郎 毛 I 

. 4 (人民教導丹精奇特につき) 壬申10.3 (1872) 教部省 権大講義遠藤亮規 毛 1 

5 (神道教会入費献納賞詞) 壬申10.13 (1872) 教部省 八石教会 毛 1 

6 (帰県申付) 権2大名)講義遠藤亮規(他 毛 1 

一 7 補権少講義 明治 6. 12. 22 (1873) (教部省) 訓導石毛源五郎 毛 1 

8 (神道三部所属) 明治 9.5. 3 (1876) 神葉正道邦第三部引受大教正稲 権少講義石毛i原五郎殿 毛 1 

. 9 教会大意 毛綴 1 

23 教会大意(コ章教憲・誓約十条) 毛綴 2 

24 一 1 根岸三年集ー 明治13.1. (1880) 静岡県土族渡辺章(序) 毛冊朕袋 1 

一 2 根岸二年集二 毛冊 1 

-3 根岸三年集三 毛冊 l 

25 神文之事 明治14.6.10(1881) 近寺江兵国次栗郎田郡観音寺村奥 大原先生 毛状袋 1 

26 八石教会之儀ニ付伺 明治15.3 .28 (1882) 八毛石源教五会郎⑮教長権少講義石 内務卿山田顕義殿 毛綴 1 

27 信八石所教有地会)出張所設置願(金杉村佐藤為 明治15.6 .30 (1882) 信3徒名惣)代宮田正之⑮(他 内務卿山田顕義殿 毛罫綴 1 

28 墓所新設願(府馬村帰命台) 明治19.5 . (1886) 右(他総1代名人)宇井太兵衛⑮ 千葉県令船越衛殿 毛罫綴 1 
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29 土之堆新設墓地之記 明治20.3. (1887) 

30 八石教会出張所設置御願(石部村字池 明治22.11. (1899) 
ケ沢

31 性理学伝来之記 明治23.1. (1890) 

32 大原幽学履歴誌

33 大原幽学先生履歴

34 微味幽玄考古三 明治24.5. 9 (1891) 

35 石毛久良子履歴略 明治28.5. 19 (1895) 

36 (古屋敷株登記抹消五々書簡) (大正5)5. 5 (1916) 

37 (訴訟・宮田家相続の件等書簡) (大正5)8.31 (1916) 

38 簡(小・前日後向土欠地)売却・宮回様病気云々書 (大正8)1 . 2 (1919) 

39 (拙父死去の件書簡) (大正11)8.20(1922) 

40 (古武士の精神・婦人の鑑五々書簡) 1.16 

41 (住居新築玄々書簡) 3.21 

42 長(箱の根同を情盛云大々にせんと児玉内閣書記官 6. 6 
書簡)

43 記(古屋敷関係書簡) 6.13 

44 (児玉書記官長面会の件等書簡) 6.22 

45 簡(正)之・正高居士の霊に心苦く云々書 7.11 

46 (温殿人面獣心五々書簡) 7 . 21 

47 (徳川九条殿献上・裁判の件等書簡) 7 . 25 

48 (九条殿・徳川殿へ団扇献上云々書簡) 8. 2 

49 (献上品礼状) 8. 7 

50 (九条殿徳川殿献上の件等書簡) 8.29 

51 (九条公爵邸で武士道鼓吹玄々書簡) 9.24 

52 (伊藤早稲田鶴巻町移転I;;々 書簡) 10. 4 

53 (筆記・遺産云々書簡) 10.29 

54 (古屋敷の小作人五々書簡) 11. 6 

55 (鈴木氏上ノ原出発五々書簡) 11.19 

56 云(性々理書学簡会)顧問松崎博士・回尻博士 12.16 

57 (民力i画養講演の件等書簡) 12.31 

58 (八日市場検事局呼出五々書簡) 26 

59 (古屋敷後始末・亡霊株五々メモ)

60 (お綬様衰弱五々書簡)

61 (陸軍御用達タバコ袋)

62 (空封筒) 大正12.1. (1923) 

63 稲荷大明神(紺色峨) 嘉永 3. 2. (1850) 

64 正一位稲荷大明神(蛾) 文久 2.2. (1862) 

65 正一位林光稲荷大明神(職) 元治元.9. (1864) 

八(他石2教名会)長石毛源五郎

八毛石源教五会郎⑮教長(他権19大名講)義石

長源効門美国春阿武郡紫福村白神

則恵八十六才・⑬(鈴木)

成享毛年五九良十兵才衛則恵

長谷川小四郎

(長谷川)小四郎

(長谷川木疑)

長谷川小四郎

長谷川小四郎

長谷川|小四郎

長谷川|小四郎

長谷川|小四郎

長谷川小四郎

長谷川|小四郎

長谷川|小四郎

九条家々扶

木魚庵

千代代筆内山拝

長谷川拝

長谷川|小四郎

長谷川|小四郎

長谷川|小四郎

長谷川小四郎

寺門昌一郎

東ン所海道三島町秋月堂製パ

作甲賀・同郡佐石太部郎町・丸入江山春岡重田清

源知足拝書・伊藤氏建

藤原富札敬書

雪城沢俊郷書・大沢氏
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毛綴 1 

滋賀県知事中井弘殿 毛罫綴 1 

毛冊 1 

毛冊 1 

毛冊 1 

毛冊 1 

毛冊 1 

石様毛(施錐行子平様)・白神国子 毛封 1 

石毛錐子様(施行平) 毛稿封 1 

(施行平石毛鐙子様) 毛封 1 

宮様田(施錐行子平様)・白神因子 毛封 1 

石様毛錠子様・白神国子 毛 1 

石毛錠子様(施行平) 毛封 1 

石助毛様錐子様・鈴木力之 毛 1 

毛 1 

毛 l 

錠子様・因子様 '" 。 1 

石様毛お姓様・白神お国 毛 1 

石毛(錐子)様・白神様 ベ封 1 

宮様田佐子様・白神因子 毛封 1 

長谷川l小四郎殿外御中 毛 l 

石毛錠子様 毛稿 1 

石様毛錠子様・白神因子 毛 l 

姉上様 毛 1 

石毛錠様 毛稿 l 

石様毛(施銭行子平様)・白神因子 毛筆封 l 

石様毛錐子様・白神国子 毛 l 

石様毛姓子様・白神国子 毛 1 

石様毛錐子様・白神因子 ベ稿 1 

石毛姓子様 毛 1 

毛 1 

毛 2 

印 1 

石様毛(施鉱行子平様)・白神因子 毛封 1 

布 2 

布 1 

布 l 
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性
理
の
学
ひ
ハ
天
保
二
卯
年
の
頃
よ
り
下
総
国
香
取
郡
長
部
村
字
八
石
に
学
場

を
取
設
、
大
原
幽
学
先
生
の
教
導
を
聞
き
ケ
る
ハ
門
弟
子
の
此
道
に
志
し
の
厚

き
に
よ
り
漸
々
と
愛
に
至
り
し
事
な
れ
ハ
也
、
安
政
五
午
の
年
三
月
八
日
幽
学

師
の
為
道
義
此
世
を
去
り
た
ま
ひ
て
後
道
統
を
引
受
為
ひ
ケ
る
ハ
高
弟
遠
藤
亮

規
先
生
也
、
猶
其
徳
化
を
か
ふ
む
り
学
ふ
も
の
遠
近
数
千
に
及
へ
り
、
明
治
六

酉
の
年
八
月
廿
二
日
亮
規
師
の
病
に
因
り
て
近
江
田
甲
賀
郡
石
部
宿
に
て
此
世

を
去
り
玉
ひ
ケ
る
の
後
石
毛
規
方
先
生
に
伝
り
一
統
弥
道
義
を
維
持
す
る
本
意

の
明
ら
か
に
至
り
し
ハ
古
今
に
冠
た
り
、
規
方
先
生
亮
規
師
を
尊
崇
の
意
厚
し

て
石
部
宿
青
木
ケ
峯
へ
年
々
の
墓
参
怠
る
事
無
く
往
復
あ
り
ケ
る
折
柄
、
明
治

十
年
春
の
頃
よ
り
東
京
根
岸
の
里
な
る
伊
藤
隼
主
の
家
に
滞
在
あ
り
、
こ
れ
ハ

同
人
の
母
悦
女
井
宮
田
姓
女
の
此
道
を
保
護
せ
ん
の
厚
志
に
よ
り
て
教
の
基
相

た
ち
教
導
の
押
及
事
伊
藤
家
親
戚
ハ
勿
論
、
余
の
人
々
ま
て
も
相
集
ひ
ケ
る
も

の
日
々
五
十
人
よ
り
少
な
か
ら
す
、
そ
の
人
に
よ
り
事
に
よ
り
て
先
生
自
ら
筆

を
と
り
か
き
あ
た
へ
ケ
る
の
語
皆
人
々
の
勉
強
す
る
中
よ
り
浮
ひ
顕
れ
し
発
明

な
れ
ハ
節
に
中
ら
ざ
る
事
な
く
、
又
歌
発
句
の
如
き
ハ
其
意
を
含
み
語
気
自
ら

感
す
、
素
よ
り
教
一
不
に
よ
り
で
な
れ
ハ
古
歌
も
有
、
詠
歌
も
あ
り
、
言
葉
工
ミ

な
ら
ね
と
も
教
意
の
其
人
に
応
す
る
の
妙
、
目
撃
よ
り
も
猶
大
ニ
亨
ル
其
心
に

感
す
る
の
余
り
其
書
を
得
て
改
守
る
の
為
各
々
所
持
す
る
事
の
尊
敬
甚
切
な
り
、

[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣l......樋口雄彦

こ
れ
に
よ
り
て
其
人
々
の
書
を
愛
に
書
集
ケ
る
ハ
明
治
十
年
春
の
頃
よ
り
同
十

二
年
に
至
る
迄
を
根
岸
三
年
集
と
題
し
猶
後
学
の
徒
に
伝
へ
ん
が
為
に
か
き
置

ぬ
明
治
十
三
庚
辰
年
一
月

静
岡
県

渡士
辺(族
章思

こ
の
文
章
か
ら
は
、
東
京
に
お
け
る
性
理
学
教
会
が
伊
藤
家
を
拠
点
に
、
伊
藤
悦

と
宮
田
姓
を
中
心
に
創
始
さ
れ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

「
根
岸
三
年
集
」
に
は
、
根
岸
伊
藤
家
を
舞
台
に
石
毛
と
門
弟
た
ち
と
の
聞
で
交

わ
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
性
理
学
の
思
想
を
知
る
上
で
貴

重
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
独
特
な
世
界
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
「
道
を
行
勤
る
為
に
災
ひ
有
る
と
も
益
な
」
い
も
の
の
例
と
し
て
、
獣
肉
・
人

(
別
)

力
車
・
編
掴
傘
・
流
行
学
校
・
ラ
ン
プ
・
ガ
ラ
ス
・
西
洋
時
計
な
ど
を
挙
げ
る
の
は
、

ア
ン
チ
文
明
開
化
の
立
場
を
示
し
た
も
の
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
隼
の

名
前
が
唯
一
登
場
す
る
箇
所
、
「
十
二
月
伊
藤
隼
様
、
北
角
惰
立
様
、
三
田
一
丁
目

宮
田
温
様
方
，
g
根
岸
へ
御
帰
り
の
折
ほ
ん
ま
に
信
仰
が
出
来
る
歎
と
い
ふ
イ
キ
リ

ス
に
こ
ま
る
フ
ラ
ン
(
刈
」
と
あ
る
の
は
、
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
西
洋

に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
は
推
測
さ
れ
る
が
。

次
の
一
文
は
、
理
屈
で
は
な
く
実
行
あ
る
の
み
と
い
う
石
毛
の
主
張
で
あ
ろ
う
。

ふ
と
思
ひ
付

一
是
迄
山
崎
氏
が
書
物
か
ら
引
か
け
て
色
々
論
を
申
せ
し
哉
、
素
よ
り
物
の
数

と
も
せ
ず
あ
へ
し
ら
ひ
し
が
向
ふ
の
申
の
へ
答
へ
る
ハ
無
益
也
、
唯
こ
ち
ら

ハ
実
行
を
勤
行
ふ
だ
か
ら
書
物
へ
つ
い
て
ハ
や
ら
ぬ
、
何
事
も
む
か
ふ
に
つ

い
て
勤
る
の
一
ツ
を
学
ふ
也
と
申
遣
ハ
一
言
に
し
て
足
る
也

(
問
)

而
九
月
十
四
日
の
御
認

右
者
八
石
ニ

右
の
「
山
崎
氏
」
と
は
、
山
崎
衡
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
派
の
理
論
派
で
あ

る
山
崎
は
、
石
毛
に
と
っ
て
は
う
る
さ
い
論
敵
だ
っ
た
。
『
性
理
学
実
行
評
論
」
を

刊
行
し
た
背
景
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
「
根
岸
三
年
集
」
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

従
五
位
朝
散
大
夫
岡
田
安
房
守
源
忠
養
君
御
奥
方

ク
チ
ヤ
ク
ク
タ
地
獄
兼
残
念

岡
田
お
定
様

大
こ
ん
を
洗
ふ
た
よ
ふ
な
お
な
り
様
折
々
婆
婆
を
考
る
お
定
様

右
者
岡
田
お
定
様
、
井
上
お
順
様
、
八
石
へ
御
下
り
御
修
行
中
一
月

(
出
)

頃
の
事

岡
田
定
(
さ
だ
)
は
表
2
に
岡
田
忠
良
の
母
と
し
て
登
場
し
た
根
岸
伊
藤
家
で
修

行
し
た
女
性
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
に
よ
り
下
回
奉
行
・
長
崎
奉
行
・
製
鉄
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所
奉
行
な
ど
を
つ
と
め
た
旗
本
岡
田
安
房
守
忠
養
(
利
喜
次
郎
・
備
後
守
)
の
夫
人

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
表
2
に
は
岡
田
茅
洲
と
い
う
人
名
が
載
る
が
、

「
ぼ
う
し
ゅ
う
」
は
房
州
の
音
に
通
じ
、
安
房
守
の
号
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
叫
o

安
房
守
・
定
夫
妻
の
息
子
忠
良
は
旧
名
を
顕
次
郎
と
い
い
、
横
浜
語
学
所
生
徒
か
ら

沼
津
兵
学
校
第
三
期
資
業
生
に
な
り
、
大
蔵
省
紙
幣
寮
に
奉
職
し
た
人
物
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
忠
良
自
身
は
修
行
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、
妻
の
ぶ
と
弟
六

郎
は
参
加
し
て
お
り
、
六
郎
は
伊
藤
隼
と
同
時
に
神
文
を
提
出
し
た
。
岡
田
家
も
家

族
ぐ
る
み
で
性
理
学
に
入
信
し
た
家
と
い
え
る
が
、
横
浜
語
学
所
以
来
伊
藤
家
と
は

旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

伊
藤
家
文
書
に
は
、
大
正
期
の
書
簡
が
二
十
数
通
あ
る
。
宮
田
(
石
毛
)
佐
子
・

白
神
国
子
ら
士
族
出
身
の
女
性
が
箱
根
の
接
待
茶
屋
に
住
み
性
理
学
の
教
え
を
堅
持

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
一
方
、
土
地
・
財
産
を
め
ぐ
る
相
続
や
裁
判
に
関
す
る
内

容
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
ま
で
親
族
内
や
下
総
農
民
と
の
間
で
ゴ
タ
ゴ
タ
が

続
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

文
書
以
外
に
旧
幕
時
代
の
稲
荷
大
明
神
の
臓
が
残
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の
伊
藤
邸

内
に
は
稲
荷
杜
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
安
政
元
年
(
一
八
五
四
)
一
一
一
月

誌
の
由
来
が
裏
面
に
彫
ら
れ
た
、
富
札
の
父
親
伊
藤
祥
富
(
五
一
歳
)
の
木
像
が
残

る
。
隼
の
写
真
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
晩
年
の
肖
像
画
だ
け
が
あ
っ
た
。

伊
藤
家
に
は
、
「
は
や
お
じ
い
さ
ん
」
と
い
う
呼
び
名
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
隼
助
・
隼
一
・
隼
の
名
は
「
は
や
の
す
け
」
「
は
や
い
ち
」
「
は
や
」
と
呼
ん

だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
で
、
性
理
学
と
旧
幕
臣
に
関
し
て
新
た
な
事
実
を
付
け
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

本
稿
で
は
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
、
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
し
て
、
何
故
徳
川

の
遺
臣
た
ち
が
性
理
学
に
入
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
、
根
本
的
な
疑
問
が
あ
る
。

同
じ
幕
臣
で
も
、
幕
末
に
入
門
し
た
者
と
維
新
後
の
入
門
者
に
は
違
い
が
あ
っ
た
の

か
、
妻
や
娘
な
ど
女
性
が
積
極
的
に
受
容
し
た
理
由
は
何
か
、
な
ど
疑
問
は
尽
き
な

い
。
ま
た
、
性
理
学
の
信
者
た
ち
は
文
明
開
化
に
反
す
る
立
場
を
取
っ
た
。
た
と
え

ば
、
宮
田
正
之
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
的
な
新
聞
報
道
が
当
時
な
さ
れ

て
い
る
。

幕
府
の
末
路
に
は
可
な
り
の
要
路
を
も
勤
め
た
る
宮
田
正
之
(
元
の
名
は
文

吉
)
は
昌
平
校
の
大
試
業
に
も
及
第
し
学
才
の
名
も
あ
り
し
者
に
て
維
新
後
開

拓
使
の
大
主
典
に
挙
ら
れ
准
陸
軍
大
尉
を
も
兼
ね
し
が
、
辞
職
せ
し
の
ち
如
何

な
る
心
の
迷
い
よ
り
か
曽
て
屡
々
記
し
た
る
下
総
邪
教
の
性
学
に
耽
酔
し
そ
れ

が
為
め
に
父
子
の
閉
さ
え
不
和
と
な
る
程
な
れ
ば
漫
り
に
開
明
の
進
歩
を
忌
み

洋
法
を
嫌
い
、
こ
の
程
よ
り
肝
臓
病
に
擢
れ
ど
矢
張
り
漢
医
の
草
根
木
皮
に
任

ず
る
ゆ
え
次
第
に
疲
労
し
殆
ん
ど
死
に
瀕
す
る
は
邪
教
を
信
ず
る
の
報
い
な
ら

(
郎
)

ん
と
。

宮
田
や
伊
藤
隼
ら
、

い
ち
早
く
洋
学
を
身
に
付
け
開
化
の
先
端
を
行
っ
て
い
た
は

ず
の
人
々
が
反
文
明
・
反
西
洋
の
側
に
転
向
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
は
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
彼
ら
が
新
時
代
に
お
い
て
も
旧
主
徳
川
家
に
対
し
大
き

な
恩
義
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
史
料
の
中
か
ら
も
垣
間
見
れ
た
が
、
有
力
な
門
人
に

は
元
長
州
藩
士
も
お
り
、
薩
長
政
府
に
対
す
る
怨
念
や
徳
川
幕
府
へ
の
懐
旧
の
情
だ

け
が
反
文
明
的
姿
勢
を
取
ら
せ
た
根
拠
と
は
言
え
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
教
主
の
言
動
を
記
録
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
信
者
個
人

の
内
面
を
赤
裸
々
に
吐
露
し
た
よ
う
な
史
料
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
疑

問
を
解
く
こ
と
は
難
し
い
が
、
下
総
の
農
民
た
ち
を
捉
え
た
の
と
は
違
う
魅
力
が
、

幽
学
の
教
え
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
農
民
層
を
担
い
手
と
し
た
旧
派
と
、

士
族
を
担
い
手
と
し
た
新
派
と
の
違
い
は
、
農
事
重
視
か
精
神
性
重
視
か
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
旧
幕
臣
が
追
い
求
め
た
精
神
主
義
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
が
旧
幕
臣
や
東
北
諸
藩
の
出
身
者
ら
、
維
新
の
敗
者
た
ち
に
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よ
っ
て
担
わ
れ
た
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
性
理
学
は
宗
教
と
し
て
純
化
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
対
極
に
位
置
し
、
近
代
市
民
社
会
へ
の

対
峠
の
し
方
は
全
く
違
っ
た
が
、
旧
幕
臣
と
い
う
境
遇
か
ら
す
る
心
底
に
は
合
い
通

じ
る
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

註

[大原蹴学没後門人と明治の旧幕臣j......樋口雄彦

(
1
)

松
津
和
彦
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
(
『
歴
史
論
」
第
八
号
、
一
九
八
七
年
)
、
同
「
大
原

幽
学
裁
判
と
高
松
家
」
(
『
木
村
礎
著
作
集
月
報
5
』
、
一
九
九
六
年
、
名
著
出
版
)
、
干
潟

町
歴
史
民
俗
研
究
会
編
『
ひ
か
た
の
歴
史
と
民
俗
」
第
四
号
(
特
集
高
松
家
と
大
原
幽
学
、

二
O
O二
年
、
大
原
幽
学
記
念
館
)
。

(
2
)

沼
津
和
田
家
と
性
理
学
に
関
し
て
は
、
筆
者
が
執
筆
し
た
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
『
沼

津
の
国
学
』
(
一
九
八
八
年
、
同
館
)
、
「
和
田
伝
太
郎
と
性
理
学
」
(
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通

信
」
第
M
号
、
一
九
八
八
年
)
が
あ
る
。

(
3
)

拙
稿
「
性
理
学
と
静
岡
県
士
族
」
(
『
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
会
報
」
第
一
七
五
号
、
一
九

九
三
年
)
。

(
4
)

鈴
木
業
三
・
小
池
章
太
郎
編
「
藤
岡
屋
日
記
」
第
十
三
巻
(
一
九
九
四
年
、
二
二
書
一
阜
、

四
四
九
頁
。
な
お
、
同
書
の
翻
刻
は
、
「
彦
十
郎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
彦
七
郎
の
誤
り
で
あ

ろ、っ。

(
5
)

拙
稿
「
史
料
紹
介
沼
津
兵
学
校
人
名
簿
」
(
「
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
幻
、
一
九
九
七
年
、

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
)
。

(
6
)

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
に
作
図
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
沼
津
城
内
原
図
」
(
沼
津
市
明

治
史
料
館
所
蔵
)
に
寛
剛
の
名
前
が
あ
る
。

(
7
)

石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
(
六
)
」
(
「
同
方
会
誌
』
四
十
三
、
一
九
一
六
年
、
復
刻

版
合
本
第
七
巻
、
一
九
七
八
年
、
立
体
社
)

0

(
8
)

石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
(
七
)
」
(
「
同
方
会
誌
」
四
十
四
、
一
九
一
七
年
、
復
刻

版
合
本
第
七
巻
)
。

(
9
)

拙
稿
「
旧
幕
臣
・
静
岡
県
出
身
者
の
同
郷
・
親
睦
団
体
」
(
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
」

μ
、

二
O
O
O年
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
)
。
ち
な
み
に
、
明
治
二
三

年
の
「
静
岡
育
英
会
会
員
姓
名
録
」
(
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
収
蔵
・
田
村
家
文
書
)
に
よ
る

と
、
寛
剛
の
住
所
は
麹
町
区
土
手
三
番
町
コ
一
十
一
番
地
と
な
っ
て
い
る
。

(
叩
)
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
「
沼
津
兵
学
校
』
(
一
九
八
六
年
、
同
館
)
、
一
五
頁
に
掲
載
。

(
日
)
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
慶
応
義
塾
入
社
帳
」
第
四
巻
(
一
九
八
六
年
、
慶
応
義
塾
)
。

入
社
帳
の
証
人
欄
に
は
「
赤
坂
区
青
山
南
町
五
丁
目
三
高
松
寛
剛
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
静

岡
県
士
族
高
松
寛
剛
長
男
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
静
岡
県
に
本
籍
を
置
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
ロ
)
大
原
幽
学
記
念
館
保
管
・
遠
藤
三
男
家
所
蔵
資
料
一
五
。

(
日
)
「
沼
津
市
史
史
料
編
近
代
1
」
(
一
九
九
七
年
、
沼
津
市
)
、
六
二

1
六
三
頁
、
『
静
岡
県

史
資
料
編
凶
近
現
代
一
』
(
一
九
八
九
年
、
静
岡
県
)
、
一
一
一
頁
。
た
だ
し
、
『
静
岡
県

史
」
は
「
高
杉
太
郎
」
と
間
違
っ
て
翻
刻
し
て
い
る
。

(
凶
)
以
上
、
早
川
省
義
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
(
五
)
」
(
『
同

方
会
誌
』
四
十
二
、
一
九
一
六
年
、
復
刻
合
本
第
七
巻
)
、
『
人
事
興
信
録
」
第
一
版
(
一
九

O
一
二
年
、
人
事
興
信
所
、
二

O
O
O年
復
刻
、
興
信
デ
ー
タ
株
式
会
社
)
、
大
植
四
郎
「
明
治

過
去
帳
」
(
一
九
九
一
年
、
四
刷
、
東
京
美
術
)
、
永
山
卯
三
郎
「
早
川
代
官
」
(
一
九
二
九
年
、

一
九
七
一
年
復
刻
、
巌
南
堂
書
応
・
慶
文
堂
書
応
)
、
外
山
操
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧
〈
陸

軍
篇
〉
」
(
一
九
八
一
年
、
芙
蓉
書
一
房
出
版
)
な
ど
に
よ
っ
た
。
な
お
、
筆
者
が
執
筆
し
た

「
沼
津
兵
学
校
の
群
像
」
(
一
九
九
四
年
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
、
三
九
頁
)
で
は
、
早
川
を

「
高
松
彦
七
郎
の
子
」
と
し
て
し
ま
っ
た
が
、
誤
り
で
あ
っ
た
。

(
日
)
「
昌
平
学
科
名
録
(
其
コ
一
)
」
(
「
江
戸
』
第
四
巻
第
四
綴
、
一
九
三
ハ
年
、
江
戸
旧
事
采
訪

ム一品)。

(
日
)
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
窒
所
蔵
・
勝
海
舟
文
書
一

O
六
|
四
「
(
御
触
廻
状
控
)
」
。

(
口
)
前
田
匡
一
郎
『
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
二
編
(
一
九
九
三
年
、
私
家
版
)
、

三
四
五
頁
、
同
第
三
編
(
一
九
九
七
年
、
私
家
版
)
、
五
一
二
頁
。
山
崎
衡
の
名
は
、
「
新
居

割
付
小
札
帳
」
(
新
居
町
教
育
委
員
会
所
蔵
)
に
あ
り
、
天
保
元
年
八
月
二
五
日
生
ま
れ
、
元

高
二

O
俵
二
人
扶
持
、
正
院
少
主
記
出
仕
と
い
っ
た
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ご
教
示
い
た
だ
い
た
前
回
匡
一
郎
氏
に
は
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

(
路
)
木
村
礎
著
・
村
上
直
編
「
木
村
礎
著
作
集
医
大
原
幽
学
と
門
人
た
ち
」
(
一
九
九
六
年
、

名
著
出
版
)
、
コ
一
二
八
頁
、
コ
一
五

0
1三
五
一
一
良
、
一
二
六
一

1
二
一
六
二
頁
、
四

0
0
1四
O
五

頁。

(
ゆ
)
「
太
政
類
典
第
三
一
編
第
三
百
五
十
二
巻
」
(
第
六
類
治
罪
六
行
刑
囚
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
)
。

(
初
)
「
洗
菟
史
論
」
、
『
洗
完
史
論
続
篇
碧
血
偉
艇
』
と
も
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
前
書
に

は
中
村
正
直
の
序
文
が
付
さ
れ
、
後
書
は
発
売
書
林
が
「
語
ん
二
笠
原
田
信
民
」
(
沼
津
兵
学
校

資
業
生
出
身
の
書
庖
経
営
者
)
で
あ
り
、
旧
幕
臣
・
静
岡
藩
士
の
人
脈
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

山
崎
が
「
衡
山
」
「
衡
山
散
人
」
と
号
し
た
こ
と
、
明
治
一
八
年
当
時
は
群
馬
県
前
橋
相
生
町

に
寄
留
し
、
族
籍
は
「
静
岡
県
士
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
六
年
時
点
で
は
東
京
市
麹
町
区

平
河
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
な
ど
も
両
書
か
ら
わ
か
る
。

(
幻
)
『
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
(
一
九
九

O
年
、
干
潟
町
教
育
委
員
会
)
。

(
幻
)
註
(
日
)
前
掲
、
「
沼
津
御
役
人
附
」
、
「
静
岡
御
役
人
附
」
o

ち
な
み
に
、
大
原
幽
学
関
係
歴
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史
資
料
の
中
に
は
、
木
版
の
静
岡
藩
職
員
名
簿
が
五
種
類
残
さ
れ
て
い
る
が

(
V
A
四
九
、

補
V
A
二
二
、
伊
藤
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
伊
藤
隼
一
の
名
が

載
っ
た
も
の
は
な
い
。

(
お
)
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
「
愛
鷹
牧
」
(
一
九
九
一
年
、
同
館
)
、
四
三
頁
。
具
体
的
に
は
、

明
治
二
年
八
月
牧
士
の
改
名
屈
が
曽
根
亨
吉
・
伊
藤
隼
一
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
事
実
(
石
川
森
家
文
書
I

a
ー
ロ
「
野
馬
方
御
用
留
帳
」
)
。

(M)

註

(
5
)
前
掲
。

(
お
)
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

(
お
)
平
山
成
信
「
横
浜
語
学
所
記
事
」
(
「
江
戸
」
第
三
巻
第
三
綴
、
一
九
一
六
年
)
に
掲
載
の

生
徒
名
簿
に
名
前
が
あ
る
ほ
か
、
集
合
写
真
に
も
顔
が
写
っ
て
い
る
(
熊
谷
孝
一
氏
所
蔵
、

「
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
」
第
一
七
号
掲
載
、
一
九
八
九
年
)
。
な
お
、
熊
谷
氏
所
蔵
写
真

で
は
、
「
隼
之
助
」
で
は
な
く
「
隼
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
写
真
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
『
絹
と
光
知
ら
れ
ざ
る
日
仏
交
流
一

O
O年
の
歴
史
」
(
一
一

O
O二
年
、
ァ

シ
エ
ツ
ト
婦
人
画
報
社
)
に
よ
り
鮮
明
な
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
議
武
所
風
の
狭
い
月

代
に
帯
刀
姿
の
隼
之
助
が
ま
だ
あ
ど
け
な
い
面
影
の
少
年
だ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま

た
、
慶
応
コ
一
年
六
月
に
は
、
騎
兵
差
図
役
勤
方
と
し
て
三
兵
伝
習
と
そ
の
通
弁
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
(
倉
沢
剛
「
幕
末
教
育
史
の
研
究
二
』
、
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
、
三
四
五

頁)。

(
幻
)
「
亜
利
比
亜
馬
之
儀
ニ
付
仏
国
教
師
テ
シ
ヤ
ル
ン
江
致
対
話
候
処
横
浜
表
伝
習
御
用
先
通
弁

之
も
の
無
之
ニ
付
差
支
候
間
騎
兵
方
伊
藤
隼
助
被
差
遣
候
様
致
度
旨
申
聞
候
ニ
付
合
原
左
衛

門
尉
江
及
掛
合
候
処
差
支
無
之
段
申
聞
候
問
右
隼
助
儀
横
浜
表
為
通
弁
被
差
遣
候
様
仕
度
此
段

陸
軍
奉
行
並
騎
兵
頭
江
被
仰
渡
可
被
下
候
依
之
申
上
候
以
上
卯
十
一
月
岡
田
安
一
房
守
」

(
東
京
大
学
史
料
一
編
纂
所
所
蔵
「
兵
術
語
学
伝
習
事
件
」
坤
〔
一
〕
一
一
一
)
と
い
う
の
が
そ
の
史

料
全
文
で
あ
る
。

(
お
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
R
一
五
七
(
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
)
。

(
鈎
)
同
前
W
R
一六二一。

(
初
)
同
前
W
R
一
六
六
。

(
況
)
同
前
W
R
一
六
八
。

(
詑
)
同
前
W
R
一
七
一
。

(
お
)
同
前
町
R
一
七
四
。

(
鈍
)
同
前
W
R
一
八
四
。

(
お
)
同
前
W
R
一
九
六
。

(
お
)
同
前
W
R
二
O
三。

(
竹
山
)
同
前
W
R
五
一
。

(
お
)
同
前
W
R
六一二。

(
ぬ
)
同
前
補
W
R
七
一
。

(ω)
同
前
町
R
二一

O
。

(
H
U
)

同
前
町

R
一
四
六
。

(
必
)
同
前
W
R
一
五
人
。

(
幻
)
同
前
補
W
R
七
一
。
一
括
さ
れ
た
断
簡
の
中
に
あ
っ
た
も
の
。

(
M
H
)

神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
編
「
神
奈
川
県
史
資
料
編
叩
近
世

(
7
)
」
(
一
九
七
八

年
、
神
奈
川
県
)
、
五
四
二
頁
、
五
五
二
員
。
慶
応
三
・
四
年
時
点
の
武
鑑
で
は
神
奈
川
奉
行

支
配
組
頭
と
し
て
名
前
が
あ
る
(
渡
辺
一
郎
編
「
徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
四
」
、
一

九
六
七
年
、
柏
書
房
、
七
六
六
・
八

O
六
頁
)
。

(
必
)
「
神
奈
川
県
史
料
第
八
巻
附
録
部
こ
(
一
九
七
三
年
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
)
、
三

四
頁
。
神
奈
川
県
官
員
の
履
歴
が
掲
載
さ
れ
た
同
書
・
同
箇
所
に
は
、
「
東
京
府
貫
属
士
族

元
神
奈
川
県
旧
名
岩
一
郎
伊
藤
富
礼
壬
申
四
十
八
歳
」
と
あ
る
。
彼
の
名
は
、
『
神
奈

川
県
史
料
」
全
一

O
巻
(
一
九
六
五

1
七
五
年
)
の
数
箇
所
に
登
場
し
、
県
吏
と
し
て
の
仕

事
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

(
必
)
『
久
能
山
叢
書
第
五
一
編
」
(
一
九
八
一
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
)
、
二
四
七

1
二
五

O
頁。

(
幻
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
R
六
回
。

(
必
)
同
前
W
R
七
七
。

(
幼
)
同
前
町

R
八
一
。

(
叩
)
同
前
補
W
R
三
O
。

(
日
)
同
前
W
R
一
四

O
。

(
臼
)
前
掲
「
静
岡
県
史
資
料
編
日
近
現
代
一
』
、
六
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
臼
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
R
一
四
五
。

(
山
崎
)
同
前
W
R
一六一一。

(
日
)
同
前
W
R
一
七

O
。

(
日
)
同
前
補
W
R
四
一
。

(
日
)
同
前
W
R
一
二
三
。

(
問
)
同
前
W
R
一
八
九
。

(ω)
同
前
W
R
一
九
三
o

(
印
)
同
前
W
R
一
九
七
。

(
臼
)
同
前
W
R
七
五
。

(
臼
)
同
前
補
W
R
一
九
。

(
臼
)
同
前
補
W
R
三
三
。

(
似
)
同
前
W
R
七
一
。

(
侃
)
同
前
町

R
九
八
。

一
括
さ
れ
た
断
簡
の
中
に
あ
っ
た
も
の
。
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(
付
加
)
同
前
W
R
一一

O
。

(
灯
)
同
前
W
R
一
一
一
。

(
総
)
同
前
W
R
一一一四。

(ω)
同
前
町

R
一一一五。

(
問
)
同
前
W
R
一
四
一
。

(
礼
)
同
前
町

R
一四二一。

(η)

同
前
W
R
一
七
八
。

(
ね
)
拙
稿
「
史
料
紹
介
矢
田
堀
鴻
『
公
私
雑
載
』
明
治
四
年
の
静
岡
藩
士
日
記
」
(
『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
目
、
一
九
九
一
年
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
)
、

一
六
頁
。
「
塚
本
江
馬
之
事
認
め
伊
藤
半
八
郎
へ
わ
た
す
」
(
一

O
月
一
七
日
条
)
、
「
沼
津
伊

藤
半
八
郎
江
壱
封
出
ス
」
(
同
月
二

O
日
条
)
、
「
此
者
と
同
道
い
た
し
伊
藤
半
八
郎
之
処
江
往

き
其
趣
申
談
シ
」
云
々
(
同
月
二
六
日
条
)
が
そ
の
関
連
記
事
で
あ
る
。

(
九
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
R
一
八

O
。

(
お
)
朝
倉
治
彦
編
「
近
代
史
史
料
陸
軍
省
日
誌
』
第
一
巻
(
一
九
八
八
年
、
東
京
堂
出
版
)
、

五
九
頁
。

(
祁
)
同
前
、
二
四
二
員
。

(
打
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
補
W
R
1
0

(
花
)
同
前
町

R
八
九
。

(
乃
)
同
前
W
R
三。

(
剖
)
同
前
町

R
二
O
八。

(
別
)
同
前
W
R
一
一
一
一
。

(
位
)
同
前
町

R
五
四
。

(
部
)
同
前
W
R
七
三
。

(
U
M
)

同
前
町

R
八
四
。

(
お
)
な
お
、
伊
佐
本
満
の
谷
口
原
移
住
は
九
年
九
月
と
い
わ
れ
(
島
田
市
博
物
館
『
蓬
莱
橋
と

牧
之
原
開
拓
史
展
」
、
三

O
O四
年
、
七
八
頁
)
、
時
期
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
。

(
鉛
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
補
W
S
八。

(
幻
)
伊
藤
家
の
菩
提
寺
西
迎
寺
(
東
京
都
新
宿
区
)
に
あ
る
墓
誌
に
は
、
第
七
代
当
主
と
し
て

「
並
日
照
院
誓
誉
成
覚
居
士
」
の
戒
名
と
没
年
月
日
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
富
礼
の
こ
と

で
あ
る
(
伊
藤
正
次
氏
所
蔵
「
伊
藤
家
過
去
帳
」
)
。

(
∞
∞
)
官
員
録
の
上
で
伊
藤
隼
の
名
は
、
明
治
九
年
七
月
ま
で
は
可
法
省
裁
判
所
権
中
属
・
東
京

府
士
族
、
同
年
一

O
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
は
同
省
権
中
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一

O
年
四
月
以
降
は
名
前
が
見
当
た
ら
な
い
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
官
員
録
』
、

Y
D
M
五

五
一
二
了
五
三
四
五
よ
り
)

0

(ω)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
C
二
一
八
四
。

(
卯
)
前
掲
、
松
浮
和
彦
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
。

(
引
)
旭
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
旭
市
史
」
第
三
巻
(
一
九
七
五
年
)
に
翻
刻
、
掲
載
。

(
幻
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
補
W
S
一
七
、
「
(
徳
川
氏
等
家
臣
覚
書
)
」
。
ち
な
み
に
こ
の
文
書

に
は
、
他
の
士
族
門
人
の
苗
字
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
毛
利
氏
臣
」
(
長
州
藩
士
)
が
一
一

氏
、
「
大
久
保
氏
臣
」
(
小
田
原
藩
士
)
が
八
氏
、
「
久
松
氏
臣
」
が
一
氏
、
「
本
多
氏
臣
」
が

一
氏
で
あ
る
。

(
回
)
「
遠
藤
の
徒
四
方
に
周
遊
し
正
義
に
佼
て
民
苦
を
除
く
と
称
し
同
志
を
結
合
し
勢
日
に
峨

ん
な
り
水
戸
城
の
焼
失
す
る
や
君
等
の
縛
に
就
き
し
は
蓋
し
姦
吏
正
義
の
徒
を
憎
悪
す
る
者

あ
り
て
之
を
謹
告
せ
し
な
り
」
と
、
水
戸
城
焼
失
事
件
を
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
文
献
も
あ

る
(
「
井
上
彦
左
衛
門
君
之
伝
」
、
山
田
万
作
『
岳
陽
名
士
伝
』
所
収
、
一
八
九
一
年
、
一
九

八
五
年
復
刻
、
長
倉
害
賠
)

0

(
川
田
)
同
前
補
W
B
一
、
「
(
修
行
人
名
録
)
」

0

(
川
町
)
同
前
補
W
B
三
、
「
(
修
行
人
名
録
)
」
。
仁
瓶
慎
則
と
鈴
木
彦
一
は
と
も
に
遠
州
上
ノ
原

(
現
静
岡
県
湖
西
市
)
に
移
住
し
て
お
り
、
彦
一
の
妻
は
仁
瓶
貞
三
(
た
ぶ
ん
慎
則
の
こ
と
)

の
娘
だ
っ
た
た
め
、
両
家
は
同
居
し
て
い
た
。
ま
た
、
仁
瓶
は
鷹
匠
同
心
近
藤
佐
十
郎
の
次

男
で
あ
り
(
湖
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
湖
西
市
史
資
料
編
凶
」
、
一
九
八
三
年
、
湖
西
市
、

一
一
七

1
一
一
八
頁
)
、
性
理
学
門
人
が
姻
戚
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
%
)
大
原
幽
学
記
念
館
保
管
・
遠
藤
良
一
家
所
蔵
資
料
Z

日
「
尊
父
御
一
周
忌
荷
拝
料
控
」

(
明
治
七
年
八
月
一
一
一
一
日
)
。

(
幻
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
C
一
一
九
=
コ
「
神
文
之
事
」
。

(
銘
)
同
前
補
W
O
一
、
遠
藤
三
男
家
所
蔵
資
料

H
a
l
m
u。

(ω)
遠
藤
三
男
家
所
蔵
資
料
4
、
「
府
馬
小
日
向
ニ
テ
三
十
日
間
性
学
修
行
セ
シ
者
之
性
名

附
リ
東
京
根
岸
十
日
修
行
連
名
控
明
治
二
巳
年
十
一
月
廿
六
日
迄
」
。

(
則
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
N
六
九
、
「
東
京
之
記
」
o

(
問
)
同
前
町

L
コ
一
五
、
「
(
東
京
関
係
金
子
請
取
証
)
」
。

(
問
)
同
前
補
W
R
五
一
。

(
問
)
同
前
補
W
R
五
六
五
。

(
肌
)
前
掲
「
木
村
礎
著
作
集
医
大
原
幽
学
と
門
人
た
ち
』
、
一
二
八
六
頁
。
な
お
、
木
村
氏
は
、

根
岸
の
伊
藤
宅
が
遠
藤
教
主
時
代
か
ら
性
理
学
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
伊
藤
家
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
そ
の
可
能
性
は
な
い
。

(
附
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
M
一
一
八
、
三

O
、
三
一
、
三
二
、
コ
一
四
、
三
五
、
三
八
、
三

九
、
四

O
、
四
一
、
四
二
、
四
四
、

W
N
四
九
、
六
七
な
ど
。
「
第
壱
号
」
以
下
、
二
・
三
・

四
・
六
・
八
・
拾
・
弐
拾
・
弐
拾
壱
・
廿
弐
・
二
十
三
了
廿
九
と
い
っ
た
通
し
番
号
が
付
さ

れ
て
お
り
、
実
際
に
は
現
存
分
以
外
に
も
も
っ
と
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
附
)
同
前
W
R
に
分
類
さ
れ
た
隼
宛
書
簡
の
う
ち
、
石
部
青
木
ケ
峰
に
あ
て
た
書
簡
が
二
一

O
通
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余
、
箱
根
施
行
平
あ
て
が
八
通
ほ
ど
、
長
部
・
八
石
弁
当
所
あ
て
が
四
通
ほ
ど
、
居
所
無
記

載
が
五

O
通
ほ
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
門
の
人
々
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

(
仰
)
同
前
W
R
九
七
。

(
別
)
同
前
補
W
R
五
一
。

(
川
)
下
回
将
美
「
東
京
と
大
阪
」
(
一
九
二
一

O
年
、
中
央
公
論
社
)
、
五
三

1
七
一
頁
「
八
石
教

会
の
跡
」
。

(
川
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
R
一一一一。

(
山
)
同
前
W
R
五一一。

(
山
)
同
前
N
L
一
四
五
、
明
治
三
四
年
(
一
九

O
一
)
九
月
一

O
日
付
で
八
石
教
会
長
石
毛
先

生
に
あ
て
た
伊
藤
ゑ
つ
以
下
連
名
の
証
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
び
教
会
出
張
所
が
北
豊
島
郡

日
暮
里
村
大
字
日
暮
皇
字
北
久
保
に
移
転
し
た
と
あ
る
。

(
川
)
同
前
W
H
四
五

1
五
三
、
普
請
関
係
の
帳
面
、
図
面
類
。

(
山
)
同
前
W
S
一二

O
「
(
宮
田
正
高
戸
籍
謄
本
)
」
な
ど
。

(
出
)
註
(
胤
)
前
掲
書
、
三
八

O
頁。

(
山
)
前
回
匡
一
郎
「
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
三
編
(
一
九
九
七
年
、
私
家
版
)
。

(
山
)
栗
田
則
久
「
香
取
郡
山
田
町
所
在
性
学
墓
の
測
量
調
査
報
告
」
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
」
第
一
一
五
集
、
二

O
O四
年
)
掲
載
の
「
小
日
向
地
区
の
性
学
型
墓
石
一
覧
」

表
(
九

O
頁)。

(
川
)
註
(
川
出
)
前
掲
『
旭
市
史
」
第
三
一
巻
、
八
二
六
頁
。

(
山
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
O
二
八
、
「
裁
判
一
言
渡
書
」
(
東
京
控
訴
院
、
明
治
二
一
年
一

O
月
一

O
日
)
。
士
族
で
は
、
他
に
鈴
木
彦
一
・
新
見
正
寿
(
旧
幕
臣
)
、
白
神
美
春
(
元
長

州
藩
士
)
が
い
た
。

(
問
)
同
前
町
O
二
四
「
拘
引
状
」
、
二
五
「
収
監
状
」
。

(
凶
)
同
前
W
D
一一一一。

(m)
同
前
W
M
四
七
、
「
日
毎
乃
記
」

0

(
凶
)
同
前
W
L
一
四
五
。

(
間
)
註
(
川
)
前
掲
栗
田
論
文
掲
載
の
「
帰
命
台
地
区
の
性
学
型
墓
石
一
覧
」
表
(
八
七
頁
)
、

お
よ
び
西
迎
寺
・
伊
藤
家
墓
誌
よ
り
。

(
市
)
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
W
L
一
七

O
。

(
凶
)
西
迎
寺
・
伊
藤
家
墓
誌
。
第
八
代
当
主
と
し
て
寂
然
院
覚
誉
隼
心
居
士
と
い
う
戒
名
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
前
掲
「
伊
藤
家
過
去
帳
」
も
参
照
。

(
問
)
増
田
恒
男
「
明
治
を
創
っ
た
人
び
と
〈
川
〉
大
熊
弁
玉
」
(
『
維
新
の
道
」
第
一
一
一
一
一
号
、

二
O
O四
年
、
霊
山
歴
史
館
)
。

(
郎
)
佐
キ
木
秀
明
「
新
竹
集
の
歌
人
た
ち
」
(
「
府
中
史
談
』
第
一
四
号
、

(
凶
)
「
根
岸
三
年
集
こ
(
伊
藤
正
次
氏
所
蔵
)
。
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(m)
「
根
岸
三
年
集
一
一
一
」
(
同
前
)
。

(
印
)
「
根
岸
三
年
集
二
」
(
同
前
)
。

(
問
)
「
根
岸
三
年
集
一
一
一
」
(
同
前
)
。

(
印
)
「
根
岸
三
年
集
一
二
」
(
同
前
)
。

(
問
)
た
だ
し
、
表
2
の
年
齢
と
、
『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
第
一
巻
(
一
九
八
九
年
、
新
人
物

往
来
社
)
に
掲
載
さ
れ
た
年
齢
と
は
食
い
違
い
が
あ
る
。

(
郎
)
「
横
浜
語
学
所
の
出
身
者
」
(
前
掲
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
」
第
一
七
号
)
、
「
掌
中
宮

員
録
」
(
明
治
七
年
)
な
ど
。

(
問
)
『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
一
四
年
一
月
一
一
八
日
(
宮
地
正
人
監
修
「
国
際
人
事
典

末
・
維
新
』
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
九
一
年
、
五
六
人
頁
)
。

付
記本

稿
執
筆
に
あ
た
り
、
大
原
幽
学
記
念
館
と
同
館
学
芸
員
鈴
木
映
里
子
様
、
伊
藤
隼
の
ご
子
孫

伊
藤
正
江
様
・
伊
藤
正
次
様
、
伊
藤
家
の
親
類
山
本
元
則
様
、
伊
藤
家
の
菩
提
寺
西
迎
寺
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ほ
か
に
、
写
真
に
関
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
港
区
立
港

郷
土
資
料
館
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
か
ら
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
二

O
O五
年
七
月
一
日
、
合
併
に
よ
り
千
葉
県
香
取
郡
干
潟
町
は
旭
市

と
な
っ
た
こ
と
を
付
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
脱
稿
後
、
伊
藤
隼
の
書
簡
が
沼
津
で
見
つ
か
っ
た
の
で
、
参
考
の
た
め
以
下
に
翻
刻
・

掲
載
し
て
お
き
た
い
。
年
は
断
定
で
き
な
い
が
、
司
法
省
在
職
中
で
あ
る
。
宛
名
の
植
松
幹
作

(
与
右
衛
門
季
服
)
は
、
駿
河
国
駿
東
郡
原
宿
(
現
沼
津
市
)
の
素
封
家
で
、
珍
し
い
植
物
を
集
め

た
庭
園
、
帯
笑
厨
で
知
ら
れ
た
旧
家
の
当
主
で
あ
る
。
愛
鷹
牧
の
牧
士
を
つ
と
め
た
た
め
‘
静
岡

藩
時
代
に
伊
藤
隼
と
知
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。

年
来
御
疎
音
失
敬
多
罪
、
先
以
益
御
壮
健
奉
賀
候
、
扱
今
般
小
生
有
縁
之
者
静
岡
表
へ
要
用

之
儀
出
来
罷
在
候
ニ
付
、
旧
家
僕
附
添
せ
差
遣
し
申
候
ニ
付
、
余
り
疎
遠
之
御
詫
、
且
者
東
海

道
ハ
初
之
道
中
故
、
先
醒
之
御
所
有
之
珍
物
御
庭
等
拝
見
被
仰
付
候
様
、
偏
ニ
奉
希
上
候
、

小
子
も
当
地
ニ
而
現
今
司
法
省
ニ
出
仕
如
何
之
官
ニ
就
キ
無
事
消
光
罷
在
候
、
何
哉
当
地
相

応
之
御
用
も
候
ハ
、
無
御
遠
慮
御
申
越
可
被
下
候
、
右
之
段
御
依
頼
申
上
、
且
ハ
御
無
沙
汰

之
御
詫
芳
如
是
御
座
候
、
頓
首

十
一
月
十
四
日

一
九
八
八
年
)
。

元
生
育
方
世
話
役

野

馬

掛

半

八

郎

改
伊
藤
隼

植
松
幹
作
様

幕

lう2



[大原幽学没後門人と明治の旧幕臣.]......樋口雄彦

(
原
植
松
家
文
書
・
近
世
文
書
D
4
|
郎
、
沼
津
市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
係

所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
リ
ー
ル
一
一
一
四
)

1う3

さ
ら
に
山
崎
衡
に
つ
い
て
は
、
「
本
姓
高
松
氏
、
衡
山
と
号
す
、
徳
川
幕
府
旗
下
の
士
な
り
、
山

崎
家
に
養
は
る
、
昌
平
校
に
学
び
、
経
史
に
通
ず
、
中
村
敬
字
同
窓
の
友
な
り
、
長
崎
に
遊
び
、

蘭
学
を
修
し
、
又
撃
剣
に
長
ず
、
構
取
群
馬
県
令
の
招
に
応
じ
、
本
県
史
跡
編
修
に
験
掌
す
る
多

年
、
後
東
京
に
帰
り
卒
す
」
と
い
う
紹
介
が
、
岡
部
福
蔵
『
上
野
人
物
志
』
(
一
九
三
九
年
、
上
毛

郷
土
史
研
究
会
、
一
九
七
三
年
復
刻
、
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
)
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
)

(二

O
O
五
年
三
月
二
三
日
受
理
、
二

O
O
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
)
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Followers and Fonner Bakufu Vassals Following血eDea血 ofOhara Yugaku 

HIGUCHI Takehiko 

After he had甘aveledaround Japan， Ohara Yugaku se仕ledin Nagabe village， Katori-gun in Shi-

mousa Province (present-day Hikata-machi， Chiba Prefecture)， where he sought to rebuild rural vil・

lages devastated during the Tempo period (1830-1844). Yugaku aimed to do白isthrough an industrial 

union organization that would establish arable land， improve agricultural techniques， systemize agri-

cultural work and facilitate the group purchase of consumer goods. He advocated an abstemious life-

style in which individuals subjugated sel壬interestand worked hard， which constituted practical ethics 

that combined ethics and economy. Many peasants became followers and embraced his teachings. 

Yugaku's phi1osophy was caI1ed “Seirigaku，" or “Seigaku，" and these teachings which spread far be-

yond白econfines of the village eventuaI1y aroused the suspicions of the Bakufu， culminating in 

Yugaku taking his own life in 1858. 

Yugaku's Seirigaku was ca汀iedon by a second and third generation of leaders both before and 必

ter出eMeiji Restoration.百lefollowers， the majority of whom were Shimo-Usa peasants， were joined 

by Bakufu vassa1s企omEdo and former Bakufu vassals from Tokyo and Shizuoka. Although the impe-

tus for this may be ascribed to the existence of the Takamatsu family， which revered Yugaku as a 

benefactor and did not stint in providing assistance even at the time of the crackdown by仕leBakufu， 

the Takamatsu family distanced themselves from Seirigaku foI1owing Yugaku's death. In contrast， 

Seirigaku began to be accepted among other Bakufu vassals. Seirigaku spread particularly rapidly 

among former ma1e and female vassals living in Tokyo for about a decade sta凶ngaround 1877.百leir

way of living eschewed civilized society， in that they did not cut off their topknots， did not eat meat and 

did not ride in horse-drawn carts or on出erailway. They formed a type of unusual colony that was iso-

lated from the world around them. 

百lisgroup of Seirigaku foI1owers living in the Meiji period， made up from former vassals who 

adopted an anti-civilization and anti-Westem stance， also included those who had studied and taught at 

the Yokohama Language School， Numazu Mi1itary Academy and Shizuoka School， which were leading 

institutions of Westem learning during the Meiji Restoration at the end of the Edo period.百lisraises 

the question of whether their conversion 企omWestem leaming to Seirigaku can be attributed to 

something that occurred during their past experiences. By introducing the materials left behind by Ito 

Haya， one of these figures， this paper traces the ideological odyssey of仕leseformer vassals in the 

Meiji period. 
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静岡学問所時代の伊藤隼ーが半八郎と改名していたことを示す書付
(大原幽学記念館所蔵・大原幽学関係歴史資料IVR75)

明治4年6月伊藤半八郎に対し兵部省から大阪出頭命令が来たことを

示す書付(大原幽学記念館所蔵・大原幽学関係歴史資料補IVR19)

早川省義 高松寛副
(沼津市明治史料館所蔵) (沼津市明治史料館所蔵)

伊藤隼ーが静岡学問所五等教授であった

ことを示す書付(大原幽学記念館所蔵・大原

幽学|期係歴史資料補IVR4l)

伊藤富礼(岩一郎)

(港区立港郷土資料館所蔵)

高松彦三郎
(東京大学史料編纂所所蔵)



伊佐新次郎5幕臣連名による性理学入門醤約書(大原幽学記念館所蔵・大原幽学関係歴史資料IVC384)

伊醸家での教主石毛源五郎の言動を記録した「根岸三年集」
(伊藤正次氏所蔵)

伊藤隼肖像画(伊藤正次氏所蔵)

明治6年国事犯事件を記念して建てうれた記念碑
(干潟町長部)

浜松県士族仁瓶慎則 ・鈴木彦ーを含め、司法省に拘

づ|された20名の氏名が刻まれている。

明治13年に提出された伊藤隼の神文
(大原幽学記念館所蔵・大原幽学関係歴史資料IVC1193)




